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　人は魔王によって滅ぼされる運命にあった。

　実際にわたしはそれを幾度となく見てきた。様々な形で。

　わたしは魔王と敵対する神の眷けん属ぞくであり、その巫み女ことして、ある能力を授けられていた。

　──世せ界かい編へん纂さん──。

　わたしが死ぬたびに、世界は特定の時間まで自動的に巻き戻った。

　死の原因が取り除かれるまで、それは繰り返される。

　すなわち、魔王を打倒するまでだ。

　魔王を倒すのは勇者の役割だが、その勇者を導くのは預言者とされている。

　そして、預言者はわたしが作り出す幻影にすぎない。

　勇者が誰であるのかは、誰にもわからないのだ。

　魔王を倒してくれる勇者を求め、わたしは何度も世界をやり直していた。




　その男のことを知ったのは、何回目の世界編纂のときだっただろうか。

　最初は、そのときわたしが導いていた『勇者』が、とある騎士から聞いた話の中に名前が挙がったのだと思う。

「ロクでもないヤツでしたよ、レナードという冒険者は」

　そう『勇者』に話したのは、アルカンドという大きな街を守っている初老の騎士だった。

　冒険者というのは、頼まれれば何でもやってくれる者たちを指す言葉だ。農作業の手伝いから魔物の退治まで、相応の金を払えばどんな仕事でも引き受ける。

　もちろん、強力な魔物を退治することができる冒険者はごくわずかで、ほとんどは仕事にあぶれたような者たちだ。正直に言うと、あまり好ましい職業とは言い難い。

　しかも、魔物と戦えるような勇敢な冒険者たちは、マリカ国における魔王軍との戦いに参加して、そのほとんどが死んでしまった。

　レナードは、マリカ国の戦いで生き残った数少ない冒険者らしい。彼の仲間たちも同じく生き残りで構成されており、難しい依頼をこなせる数少ない冒険者のパーティーとして名を馳はせていたようだ。

「あいつらはアルカンドに金目当てでやってきました。あのとき、街は魔王軍に狙われていたのですが、それを我ら騎士や兵士、それに雇った冒険者たちで何とか防いでいたんです。みんなで力を合わせてね。そこに現れたのがレナードたちでした。

　あいつらは他の冒険者の十倍の報酬を条件に、街を襲っている魔人を倒すと豪語したんです。払わなければ戦わずに帰ると、半ば脅迫するようにね。アルカンドが危機的な状況にあることをわかっているから、あんな傲慢なことを言うことができたのでしょう。無償で街のために戦ってくれる冒険者たちだっていたんですよ？　魔人はわたしたち人間の共通の敵です。みんなで力を合わせて戦わなければならない。そうですよね？」

『勇者』は深く頷うなずいた。

「しかし、レナードたちは、マリカの戦いで生き残った数少ない冒険者です。腕は確かでした。そして、街を狙っていた魔人は強敵だった。結局、領主様は彼の要求を呑のんで、アルカンドを攻めていた魔人を倒す依頼をしました。一いち縷るの望みをかけたんです。結果だけ言えばレナードは依頼を果たしました。見事に魔人を討ち取ったんです。ただ……」

　騎士は疲れたように首を横に振った。

「レナードが取った作戦は、街を、わたしたちを囮おとりにすることでした。わたしたちが街を守るために必死で戦っているのを横目に、街の外で息を潜めて、ずっと魔人を倒す機会を窺っていたんです。街が落ちかけて、魔王軍が前のめりになって隙ができるそのときをね。

　確かに作戦としては悪くなかったでしょう。しかし、そのためにどれだけの騎士や兵士や冒険者たちが亡くなったかわかりますか？　半数以上が犠牲になったんです。わたしの息子も戦死を遂げました。それに引き換え、レナードたちの仲間たちは誰も死んではいないんです。もちろん、犠牲になれとまでは言いませんが、大した傷すら負っていなかった。レナードたちがもう少し早く魔人に挑んでくれていれば、街を守っていた者たちの死者はもっと減っていたことでしょう。ひょっとしたら、わたしの息子も生きていたかもしれない。わたしはそのことをレナードに問いました。そしたらヤツは『俺たちの仕事は魔人を仕留めることだ。街を救うことじゃない』と言い切ったんです」

　騎士は視線を虚空に彷徨さまよわせた。あったかもしれない未来を見るかのように。

「わかっています。これは逆恨みのようなものです。でも納得がいかないんです。レナードたちは街が悲しみに包まれている中、報酬を手にして、すぐに街から去りました。もうこんなところには用はないと言わんばかりにね。死んだ人間の家族に憐あわれみをかけることも、街の再建に金を出すこともしなかった。薄情なものです。確かにレナードは腕が立つ冒険者でした。でも、あんな人間は勇者の仲間にしないほうがいい。勇者の名に傷がつきます」

「そうですね。そうかもしれない」

『勇者』は悲しげな表情を浮かべていた。レナードという男に失望したように。

　報酬を求めてしまえば、勇者ほど割に合わないものはない。魔王を倒して国に帰れば、王になれることもあるだろう。しかし、それは夢物語のようなものだ。

　勇者の旅は地味で辛く険しい。良いことなどほとんどない。魔人を倒しても、次の魔人が現れるだけだ。苦難を乗り越えても、次の苦難が待ち構えているだけ。

　誰かが褒ほめ称たたえてくれるわけでも、報いてくれるわけでもない。

　勇者は高潔であることが求められる。それは勇者が人格者でなければならないわけではなく、そうでなければ精神的に持たないからだ。

　恐らく、レナードという冒険者は人として正しいのだろう。働きに対して、正当な報酬を求める。他人のことなど気にもかけずに自分の利益のみを主張する。それはある意味、生きていくために必要なことなのかもしれない。

　しかし、それでは勇者足り得ないのだ。だから、わたしはレナードのことを勇者の候補から除外して、しばらくその存在を忘れていた。




　　　　※　※　※




　次にレナードの話を聞いたのは、別の『勇者』のときのことだった。

「レナードっていう男がいるんですよ。マリカ国が滅亡したときの戦いで生き残った冒険者のひとりでしてね。今じゃ数少ない腕利きの冒険者ってことで有名なんです」

　そう話したのは、エルデリアという街の有力な商人だった。

「腕利きなら是非仲間になってほしいものだが……」

『勇者』はレナードに興味を示した。魔王と戦おうというのだ。強い仲間は多いに越したことはない。

「いや、やめたほうがいいですよ。とにかくがめつい男でしてね。何かっていうと金をせびられました。そのとき、わたしは魔王軍に占領された国から脱出できなくて困っていたんですけどね、そこに現れたのがレナードたちだったんです。魔物たちを倒して道を切り開いてくれたのは良かったんですけど、報酬として何と金貨四百枚も要求されたんですよ」

「金貨四百枚！」

『勇者』はその額に驚いた。彼の手持ちは金貨数十枚といったところだろうか。それでも数年分の路銀としては十分だったはずだ。四百枚となると、貴族でもそう簡単に用意できる額ではない。

「ええ、明らかに不当な要求でした。恐らく、他にわたしたちを救出できる冒険者がいないから、そんな金額を要求されたんだと思います。あまりの額に、わたしもどうやって払ったらいいのか頭を悩ませました」

　商人は苦笑いしていた。

「しかも、それだけじゃないんですよ。わたしは住民たちが逃げ出した村で隠れていたんですけどね、そこで逃げ遅れたひとりの少年と出会ったんです。ちょうど娘と同じ年頃で、親も亡くした不ふ憫びんな子でした。だから、『一緒にここから出よう』って持ちかけたんですよ。子供ひとり、大して手間でもないと思って。ところが、あのレナードという男はその子の分の金も要求してきたんです。その額、金貨五十枚ですよ！　信じられない男でした」

「子供ひとりに金貨五十枚か……」

『勇者』は苦い顔をした。金で動く人間は信用できない。魔王軍の中核となっている魔人たちは、本能のままに行動する魔物ではないからだ。人間以上の力と魔力と知恵を持っている。必要であれば、金を使って人間を籠ろう絡らくするくらいの手は使ってくる。

　だから、勇者やその仲間には強い意志が求められた。どんなことがあっても魔王を倒すという強い意志が。単に力が強ければ良いというわけではない。

「そうなんですよ、勇者様。確かにレナードは腕の立つ男でした。でも、信念がないんです。商人のわたしが言うのも何ですが、彼は信念ではなく金でしか動かない。とても勇者様の仲間になれるような男じゃありません。残念ですがね」

　話はそこで終わりだった。

　その『勇者』は仲間を探していたが、この時点でレナードは選択肢から外れたのだ。

『勇者』は仲間を求めて、他の街へと去っていった。

　わたしも預言者として、その仲間の候補となる人物を何人か挙げ、彼はその中から仲間を募ったが、結局この『勇者』も道半ばで倒れることとなった。




　　　　※　※　※




　何度も巻き戻される時間の中で、レナードの悪い噂うわさはよく耳にした。

「レナードという冒険者が魔物を退治した報酬に、ガスタンという村から農作物を奪っていったらしいんですよ」

　そんな話を聞いたのは、また別の『勇者』を導いているときのことだった。

　話したのはその国の兵士のひとりで、『勇者』を褒め称えるための引き合いとして、レナードの話題を持ち出したのだ。

「時々いるんですよ、頼みもしないのに魔物を退治する冒険者が。それで高額な報酬を要求するんですから質たちが悪い。魔物は人間の敵なんです。退治するのは、当たり前のことですよ。対価を要求するほうが間違っている。無論、我々だって要請があれば魔物を退治しますが、どうしても手が回らないところもあります。それでレナードのような輩やからに付け入る隙を与えてしまっているのは、我々の怠慢でもあるんですがね」

　その兵士は申し訳なさそうに首をすくめた。

「でも勇者様はレナードとは違います。困っている人々のために魔物を倒してくださる。それも我々が手を出せないような強力な魔物を。その志こそ尊いのです」

「農作物を奪っていったとは、どういうことですか？」

『勇者』は尋ねた。

「わたしも詳しくは知らないのですが、ガスタンは穀倉地帯にある村で、戦地の兵士たちの食糧の元となる穀物を供給していたそうです。ところが、その穀物を輸送する馬車を魔物たちに何度も襲撃されていたとか。恐らくは魔王軍が意図的に妨害していたのでしょう。補給路を断つのは、戦争ではよくあることですからね。ただ、よくあることだからこそ対処が難しい。補給路は長いので、何時どこで襲撃があるか予測がつかないのです。毎回、襲撃に対処できるほどの兵力を護衛に付けるわけにもいかないので、村も国も対処しかねていました。その困った状況に目を付けたのが、レナードという男です。村長は冒険者たちに依頼を出していたのですが、その報酬の十倍の額を要求してきたようなのです」

「十倍!?」

　この『勇者』も冒険者をやっていたことがあったので、その無む茶ちやな要求に驚いた。

　十倍の報酬というのはアルカンドの騎士も言っていた。レナードはとにかく過大な報酬を要求する傾向があるようだ。

「無茶苦茶ですよね。村長は『とても払えない』と断ろうとしたようなんですが、レナードは半ば強引に依頼を受けていったらしいんです。そして、見事に襲撃を指揮していた魔人を討ち取った。ロクでもない男ですが、腕だけは確かです」

　その兵士は口元を歪ゆがめた。

「ところが問題なのはその後です。レナードはそのとき運んでいた穀物を横取りしてどこかへ持ち去ったんですよ。何でもどこかの商人に高値で買わせたとかで。このご時世です。確かに穀物は高く売れるでしょうが、魔王軍と戦ってくれている兵士たちの食糧にせずに、自分のものとしてしまうとは……ひどい話です」

　そう言うと兵士は首を横に振って、深いため息をついた。

『勇者』も眉間に深い皺しわを寄せて不快感を示していた。

　同じ冒険者として許せなかったのだろう。

　わたしもレナードの話は何度か聞いていたが、ロクなことをしない男がいるものだと毎回呆あきれさせられた。




　　　　※　※　※




「レナードってヤツが死んだらしい」

　世界編纂を何十回と繰り返した後、わたしの導いていた『勇者』が訪れた酒場で、そんな噂話が交わされていた。

『勇者』自身は興味がなかったようだが、わたしは耳をそばだてた。

「なんでも金目当てで危険な依頼を引き受けた挙げ句、魔王領にまで入っていって、魔人にやられちまったそうだ。金の亡者にはふさわしい末路だよ」

　そう言って、酔っ払いはレナードのことをあざ笑った。

　居合わせた他の客たちもレナードの悪い噂は知っていたようで、みな一様に笑ってその死を酒の肴さかなにしていた。

　レナードのことを悼む者などひとりもいなかった。

　わたし自身、ふさわしい最期を迎えたと思っていた。

　ただ、あんなに腕が立つと言われ、実際に何人もの魔人を倒してきた男がそんなふうに死んだことを意外にも感じていた。

　レナードとはどんな男なのだろうか？

　少しだけ興味が湧いたが、どちらにしろ勇者足り得る人間とは思えなかった。
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　このとき、わたしが導いていた『勇者』はカーマインという名の青年で、騎士の息子だった。成長したカーマインは魔王軍との戦いで勇名を馳はせ、多くの魔人を倒すようになることを、わたしは知っていた。剣聖レオンほどの剣の腕前ではないが、明るく気さくな性格で、誰とでも親しくなり、仲間を作るのが上手うまかった。

　何な故ぜ彼を選んだのかといえば、『世せ界かい編へん纂さん』を繰り返す中で、わたしは勇者には力だけではなく、性格的な部分も重要ではないのかと考えるようになっていたからだ。

　有力な勇者候補であった剣聖レオン、聖女マリア、大賢者ソロンは申し分のない力の持ち主であったが、性格に難があって失敗している。

　レオンは高潔だったが思考が硬直したところがあり、柔軟性に欠けていた。正面からの戦いには強かったが、絡め手からの攻撃には弱く、最後は人間に裏切られて死んでいった。

　マリアは一見清らかな性格の持ち主に見えたが、その内面は虚無的だった。人との関わりは形ばかりで、実際は人にまったく期待しておらず、信頼することもなかった。そのため仲間たちと深い信頼関係を構築できず、それが死因となった。……いや、最初からやる気があったのかさえ疑わしい。

　ソロンは社会性が欠如しており、そもそも人と関わるのが苦手だった。ただ、レオンやマリアに比べれば常識的で、何より知略に優れていた。彼は仲間をほとんど作らずに、独力で魔王のもとへとたどり着くことができた。だが、ひとりで魔王に勝てるはずもなく、圧倒的な力の差を見せつけられて死んでいったのだ。

　──力だけでは駄目だ。勇者には精神性も求められる──。

　わたしはそう悟った。だからこそカーマインに期待した。彼は騎士の息子として育てられただけあって、誇り高く健全な精神を持っていた。かといって身分が高すぎるということもなく、社交性と協調性に優れた若者だったのだ。

　わたしが勇者として指名したときは、胸を張ってその運命を受け入れ、周囲もそれを祝福した。しかし──。




　今、わたしの目の前で、カーマインは倒れている。

　王都から他の街へと向かっていたところを、魔人に襲われたのだ。

　もともと、カーマインはこんなところで死ぬ運命ではなかった。

　他の『世界編纂』では、立派な騎士となって魔王軍と戦っていたのだから。

『わたしのせいか……』

　カーマインの亡なき骸がらを前に茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　間違いなく、わたしが勇者に指名した影響だろう。

　珍しいことではない。魔人たちとて愚かではないのだ。勇者となった人間はその名が広まるにつれて、付け狙われることになる。王国内ならまだ安全だが、魔王領に近い国などはかなり危険だ。わたしも勇者となった者たちには警告はするが、だからといって身を潜めて生きていかせるわけにはいかない。

　なにせ勇者になったのだ。その身をさらして、魔物たちと戦っていくのは宿命である。

　勇者としての力が足りなかった──そう言ってしまえば簡単だろう。

　いつものように、やり切れない気持ちで胸がいっぱいになる。

　今回の『世界編纂』はまだ六年しか経たっていない。

　すぐにやり直すべきなのかどうか迷いがあった。

　──疲れた──。

　また徒労に終わったのだ。やり直す気力など、とうの昔に尽きている。やらなければならないから、惰性のようにやり直しているにすぎない。

　未み来らい永えい劫ごうこの輪りん廻ねから抜け出せないのではないかと、絶望的な想おもいに囚とらわれていた。

　カーマインとの戦いで少なからず傷を負った魔人は、まだ近くにいた。

　赤い肌に隆々とした巨きよ躯く。頭部からは二本の角。身体の動きを妨げない程度に鎧よろいを身に着け、巨大な剣を携えている。

　その魔人は、神の奇跡たる回復魔法によって傷を癒いやしているようだ。魔人の中には神の奇跡を使える者たちもいる。大神はすべてのものに平等な存在なのだ。人間だろうと魔人だろうと加護を得ることはできる。人を眷けん属ぞくとするのは、我が国で密ひそかに信奉されている神のみで、そのことはあまり知られていないし、知られてはならない。

　魔物たちが信奉する邪神の真の狙いは、その神なのだから。

　わたしに何度も世界をやり直させている残酷な女神なのだから。




　わたしが『世界編纂』を行うことを──自死を躊ちゆう躇ちよし、その間に魔人が神の奇跡を行使しているという奇妙な時間が流れた。

　もちろん、姿を見せていない預言者の存在に魔人が気付くはずもないが、預言者の幻影も人間の影法師にならないと、この場から動くことはできない。

　影法師は人間にしか使うことができない能力であり、魔人に使うことはできない。

　しばしの時間が流れ、回復し終えた魔人が立ち上がろうとしたそのとき、何者かが近づいてくる物音が聞こえた。

「遅かったか？」
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　その声は緊張感に欠けた軽薄なものだった。

　現れた男の年は三十くらいだろうか。無造作に切ったような金髪、背は普通くらいだが、軽装の鎧から垣かい間ま見みえる身体はよく鍛えられており、肉体が隆起している。

　右手で無造作に握っている剣は魔力を帯びていて、白銀の光を放っていた。

　その剣がなければ山賊か何かのような恰かつ好こうにしか見えないが、漂う雰囲気からするに手て練だれの戦士に違いない。

　男の後ろからはさらに三人の人間たちが姿を現した。

　槍やりを持った男の戦士と杖つえを持った女の魔法使い、それに武器にもなりそうなロッドを持った女の僧侶。恐らくは冒険者のパーティーなのだろう。

『何者だ？』

　魔人が警戒を露あらわにし、自分の武器である大剣を鞘さやから抜いた。

「俺はレナードだ。なに、覚える必要はないぜ？　どうせすぐに、おまえの頭は胴体とおさらばする羽目になるんだからな。頭を使うだけ無駄ってもんだ」

『人間如ごときが我に勝てると思っているのか？』

「金のためなら頑張れるさ。知っているか？　おまえさんの首には結構な賞金がかかっているんだぜ？　何人もの勇者候補を殺してくれたからな。で、足元に転がっているのは誰だ？　預言者に勇者に指名されたとかいう、かわいそうなガキか？」

『……そうだ。勇者は殺した。もはや人間に勝ち目はない』

　魔人が赤い目をぎらつかせて、レナードたちを威圧した。

「馬鹿言うなよ。勇者がおまえ如きに殺されるものか。そいつは偽者だ。おまえは騙だまされたんだよ。その証拠に、今からおまえさんは人生で二番目くらいに悲惨な目に遭う。ちなみに一番は生まれてきたことだ」

　レナードは魔人をからかうように肩をすくめた。

　違う。カーマインは確かにわたしが勇者に指名した者だ。決して偽者ではない。

「でも礼は言っておくぜ？　これでまたおまえの賞金が上がったわけだ。今日はついている。おまえとその坊やにはツキがなかったようだがな。あの世で『こんな日もあるさ』とふたりで慰め合うと良い。泣ける話だ。きっと神様も同情してくれる」

『減らず口を！』

　レナードの軽口に焦れた魔人が大剣を振りかざした。

　だが、それを見越していたかのように、レナードが素早く踏み込み、魔人との距離を瞬時に詰めて剣を薙なぐ。

　──速い。ここまで素早く動ける戦士はそうはいない。

　彼は一瞬で魔人の横をすり抜けた。魔人の脇腹が深々と斬り裂かれている。

　苦く悶もんの表情を浮かべた魔人は振り向こうとして、さらにそこを狙われた。

　相手の動きを予測していたレナードの剣の切っ先が、魔人の喉を深々と貫いたのだ。

「仕方ないさ、今日はついてない日だった」

　不敵に笑ったレナードが真横に剣を引き抜くと、首から血しぶきが上がり、魔人がゆっくりと地に伏した。さしもの生命力を誇る魔人も息絶えたようである。

「相変わらず魔人を怒らせるのは上手いな。その才能だけはおまえは世界一だよ」

　槍を担いだ戦士が薄く笑った。背が高く、髪は灰色。その表情はどこか気だるげだった。

「何だって世界一は良いもんさ、エフセイ。おかげで魔人を狩ることができるし、金を稼ぐこともできた」

　エフセイと呼んだ戦士の皮肉にも、レナードは悪びれるところはない。

「こっちの子はやっぱり駄目みたいね」

　眼鏡をかけた女の魔導士が硬い声で告げた。紫がかった長い黒髪が目を惹ひく。

　見れば、赤毛の女の僧侶がカーマインの遺体に神の祈りを捧ささげているところだった。

「……そうか」

　レナードはカーマインの遺体に近づき、その懐を探った。

「レナード、死者の持ち物を奪おうとするのは、おやめなさい」

　悲痛な表情を浮かべて、赤毛の僧侶がたしなめた。

「今から、こいつの墓穴を掘ってやるんだから、手間賃くらいは貰もらったっていいだろう、ニーナ？」

　そう言いながら、レナードは遺体から硬貨が入った革袋を取り出した。

　目を背けたくなるような行為だった。人のすることとは思えない。

「レナード、神は常にわたしたちの行動を見ておられるのですよ？」

「見ているだろうさ」

　ニーナという僧侶の忠告に対して、レナードは皮肉な笑みを浮かべた。

「でも、それだけだ。何もしやしない。魔王軍に天罰を与えることもなく、人間を助けようともしない。ありがたくて涙が出る神様だ」

「レナード……」

　信心の欠片かけらもないレナードを前に、ニーナがこらえるように俯うつむいた。

「神が見ていてもいなくても、どちらにしろ褒められたものじゃないのよ、あんたの行動は」

　ニーナを助けるように、魔法使いの女が口を挟んだ。

「何言ってるんだ、ソフィア。このまま一緒に土に埋めても誰も得をしないんだぜ？　虫だって金貨は食わない。それに金はあの世に持っていけないんだ。生きている人間のために使わないとな」

　どうやらレナードは、噂うわさ通りの金に汚い男のようだった。

　仲間から忠告されても、その行動を改めようともしない。

　ソフィアと呼ばれた魔法使いが、諦めたように長いため息をついた。

「ん？　良いものを持っているじゃないか？」

　さらにレナードは、カーマインが身に着けていた短剣に目を付けた。

　それはカーマインの家に伝わる家宝で、父親から譲り受けたものである。短剣としては珍しく、魔法の加護までかかっている。

　レナードは何の躊躇ためらいもなく、その短剣を鞘ごと抜き取った。

「レナード！　お願いです、それはきっとこの戦士の大切な品物のはず。一緒に埋葬してあげてください。そうでなければ遺族に渡すべきです」

　ニーナが翠みどり色の目を潤ませて懇願した。

「ニーナ、こいつは魔人を倒したかったんだ。勇者なんてものになってもな。だったら、俺が使って魔人を倒してやったほうが、こいつのためになるってもんさ。俺がこいつの遺志を継いでやるんだ。悪い話じゃないだろう？」

　取って付けたような言い訳を、レナードは平然と口にした。

「……その言葉は本当ですか？」

「本当だとも」

　レナードが肩をすくめた。実に嘘うそくさい仕草だ。

「……わかりました」

　表情を曇らせながらも、赤毛の僧侶はレナードの言い訳を受け入れたようだ。諦めが早すぎる。慣れているのか、倫理観が麻ま痺ひしているのか。さすが、この男の仲間になっているだけのことはある。




　その後、レナードとエフセイが穴を掘ってカーマインの簡易的な墓を作り、ニーナがまた祈りを捧げた。彼女の祈りは見事なもので、まるで歌のように朗々と響き渡り、聞く者の心に染み入った。恐らくは僧侶としてかなりの実力を持っているのだろう。

　そして、意外なことにレナードも目を閉じて、しっかりと祈りを捧げていた。

　さっきは神を信じていないようなことを言っていたのにもかかわらず、だ。

　ふと、わたしはこの男に興味が湧いた。

　今まで選んだ勇者候補にはいなかった性質の人間である。それに今回の『世界編纂』で残されている時間はまだ長い。失敗は約束されているようなものだが、わたし自身にやり直すための気力が残っていなかった。そうであるなら、この男を勇者に指名して、その末路を見届けてやってもいいのではないかと思った。

　遠くない将来、この男が死ぬことはわかっている。どうせロクでもない最期を迎えるに違いない。やり直すのはその後でも悪くないのではないか、と。
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　わたしは預言者の幻影をレナードの影法師にして、その行動を観察し始めた。

　カーマインを埋葬した後、レナードたちはアルカンドという街に向かった。

　そこは雑多な街だった。元はそれほど大きな街ではなかったようなのだが、魔王軍と各国の連合軍との戦地に近く、物資の中継地点として栄えるようになったらしい。

　それは知識としては知っていたのだが、実際に立ち寄ったことはほとんどなく、幻影としても滞在したのは初めてのことだった。

　とにかく人が多くて賑にぎわっている。

　戦地から戻ってきて、この地で休息を取る騎士や兵士。戦争に参加することで、金を稼ごうとやってきた傭よう兵へいや冒険者。魔王軍に侵略された国から逃げてきた流民たち。

　急に人が増えたせいで領主の統治が行き届かず、治安はかなり乱れていた。

　混こん沌とん──そんな言葉が似つかわしい。




「賑やかだがロクな街じゃないな、ここは」

　街中の大通りで、レナードはよく通る声で言った。

「流民どもが流れ込んできているせいで、治安もへったくれもない。街が滅め茶ちや苦く茶ちやだ。そうは思わないか、エフセイ？」

「場所がないんだろうさ。この街も急に成長したようなものだ。何もかもが足りていない」

　陽気に喋しやべるレナードに対して、エフセイの声は無機質だった。この街の状況に何も感じるところがないのかもしれない。

「見ろよ、道端で野宿してやがる。迷惑なものさ」

　レナードが指さした先には、明らかに他国から避難してきたと思われる家族が、一枚の大きな布切れにみんなでくるまって、身じろぎもせずにいた。

　その一家の小さな子供が助けを求めるような目でレナードたちのことを見ていたが、レナードは鼻を鳴らして、その視線を無視した。

「今はどこもかしこもこのような状態です。ほとんどの国が戦争に力を費やし、こういった民たちのことは置き去りになっています。悲しいことですが」

　レナードの少し後ろを歩いていたニーナが、流民たちに憐あわれみの目を向けていた。

「力もなければ金もない連中はこうなるしかない。マリカの戦いのときから変わっていないことさ。余計な同情はするなよ、ニーナ？　中途半端な施しは何の役にも立たない。砂漠に水を撒まくようなものさ。金を無駄に使うことはない」

　レナードがニーナを牽けん制せいするように言った。

「無駄ではありません。目の前の人たちを救うことで、わたしの心が救われるのです」

　レナードを見ていた小さな子供にニーナは歩み寄ると、そっと銀貨を一枚手に握らせた。

「他の人たちには気付かれないようにしてください」

　パッと明るい笑顔を見せた子供に、ニーナは言い含めた。他の流民たちが殺到してくることを恐れたのだろう。彼女はこういうことに慣れているようだ。

　それを見て、レナードが舌打ちした。

「おまえがやっていることは、ただの自己満足だ。何の解決にもならないし、目の前の人間だけ助けようだなんて偽善もいいところだ」

　レナードは仲間が施しをするのも我慢がならないらしい。せっかく稼いだ金がもったいないとでも言わんばかりだ。そして、他の流民が寄ってこないように、威嚇の目を周囲に向けた。何とケチな男だろうか。

「こいつらの命は金貨一枚分の価値もないくらい安い。お買い得だが、王も貴族も商人も誰も買いやしない。その価値がないと思っているからだ。買うのは簡単だが、手間ばかりかかるからな。ちょっと目を離せば、あっけなくくたばっちまう。アルカンドの領主もさぞかし持て余していることだろうさ。今はどうやってこいつらを街の外に放り出そうかと考えているに違いない」

　あまりのレナードの言葉に、わたしは祈るのを止め、意識を自分の身体へと戻した。

　恐らくレナードが言っていることは正しいのだろう。流民たちは本来わたしが救わねばならない人々なのだ。

　だが、そんなことを何の責任も持たない一冒険者に言われたくはなかった。おまえに一体わたしの苦しみの何がわかるのか、と。

　わたしは椅子に深く腰掛け、目を伏せた。




　　　　※　※　※




　見渡す限りの人混み。俺たちはそれをかき分けるようにして、目的の場所に向かっていた。

　アルカンドは元は大した街じゃなかったが、魔王軍が攻めてくるようになってから、前線に物資を送る中継地点として栄えるようになった。

　誰かが不幸になると、その分、誰かが幸福になれる。よくある話だ。

　そして、人間と違って優秀な魔人どもは、要所となったアルカンドをきっちり狙ってきた。ここを叩たたけば戦況が優位になるのは目に見えている。

　人間にとって救いだったのは、この街の領主がそれなりにまっとうな人物で、儲もうかった金で冒険者を雇って街を護まもらせていたことだ。おかげで最初の襲撃は防ぐことができた。雇った冒険者にかなりの犠牲が出たようだが。それで新たに冒険者を募集しているというわけだ。報酬は良い。恐らく前回の戦いで冒険者が死にまくったせいで、予定より金を使わずに済んだのだろう。それを踏まえて、半分くらい死ぬ前提で成功報酬を提示しているというわけだ。魔王軍を撃退できるなら、もっと金を積んでくれるだろう。

　こいつはチャンスだ。




「魔人は俺たちが始末してやる。だから、報酬は十倍にしてくれ」

　着いた先で依頼者に会うなり、俺はそう伝えた。ただ、依頼者は領主自身だから、直接下々の者に会ったりはしない。代わりに俺の相手をしたのは領主の配下の騎士だった。

　場所は衛兵たちの詰め所になっている建物の一室。椅子と机が置いてあるだけの飾り気のない簡素な部屋で、冒険者の相手はここで十分だと言わんばかりだ。

「十倍は多すぎる。それに他の冒険者と差別することなんてできない」

　騎士は、髪に白いものが交じる世慣れた感じの初老の男だった。

「十倍以上働くから当然だろ？　俺たちはあのマリカの激戦を生き残った歴戦の強者だ。そこらの冒険者と同じにされては困る。別に帰ってもいいんだぜ？　もう一回襲撃を受けても耐えられるって言うのならな」

「マリカの戦いの生き残り？　……聞いたことがある。腕は立つが法外な報酬を要求する冒険者の話をな。あれは本当だったんだな。あのときは義勇兵として戦ったのに、今は金のために戦うのか？」

　騎士は眉をひそめた。

　その言葉にニーナは痛みを感じたような表情を浮かべ、ソフィアは苛いら立だった目で騎士を睨にらんだ。エフセイは関心がないのか、窓の外を眺めている。

「あれで、俺たちは一生分の慈善活動を終えちまったんだ。なけなしの良心も使い果たしちまった。残る人生を金のために使っても、神様だって許してくれるだろうさ」

　値引きに応じるつもりがないことを、俺ははっきりと伝えた。

「だが、俺たちの腕がわかっているなら話は早い。今までに依頼をしくじったことは、ただの一度もないんだぜ？　一度もだ。俺たちに任せれば、魔王軍を指揮している魔人とはおさらばできる。あんたたちも安心して夜眠れるってもんだ。欲しいだろ、安心が。安らかな睡眠ってやつが。平和なときはこの価値がわからなかったかもしれないが、こいつは人生でもっとも大事なものなんだぜ？　それどころか金を払ったって滅めつ多たに買えるもんじゃない」

　実際、安心ってのは大事なものだ。しかも手に入れたと思っても、完全には手に入らない厄介な代物でもある。人間ってのは不安を見つけることにかけては、天才的な生き物だ。

「ここで買い逃したら、次はないかもしれないぜ？」

　俺は右手の人差し指で自分の首をなぞる。

　騎士はこらえるような表情を見せた。今の戦力だけで防ぎきれる自信がないのだろう。

「領主様に判断を仰ぐ」

　眉間に深い皺しわを作った騎士はそう返事をした。

「俺たちは明日の夜にはこの街を出る。それまでに魔物たちが襲ってきたら、真っ先に逃げるぜ？　タダで戦いに巻き込まれたくはないからな」

　俺はそう言うと席を立った。仲間たちも後に続く。ニーナは申し訳なさそうに軽く頭を下げ、ソフィアは勝ち誇ったような顔をしている。エフセイはいつも通りの無表情だ。

　手ごたえは十分。後は酒でも飲んでから目を覚ませば、素敵な返事が届いているはずだ。




　　　　※　※　※




　結局、次の日まで返事を待つ必要はなかった。その日の夜に「十倍の報酬を出す」という連絡が来たからだ。

「話はまとまった。魔王軍を指揮している魔人を倒す」

　いつものように酒場のテーブルを囲んで、俺は仲間たちに言った。

「こっちも情報を手に入れたわ。襲ってきた魔王軍は結構な数がいたみたいよ？　前の襲撃では無理をせずに引き上げたみたいね。だからまだ敵には十分な余力があるわ。レナード、あんた本当にやれると思っているの？」

　ソフィアは俺を小馬鹿にしたような表情を浮かべていた。こいつは貴族の出だけあって、ちょっと高飛車なところがある。そして、その態度とは裏腹に、戦争に参加することを危惧していた。集団の力が物を言う戦争は、冒険者にはあまり向いていない。

「やるさ。金は十分に貰もらえる。後は命を懸けるまでだ。それが冒険者ってもんだろう？」

「お金のためだけではありません。その依頼を引き受けるだけの価値があるかどうかが、大切なのです」

　ニーナは金に重きを置いていない。依頼にやり遂げる価値があるかどうかで判断する。僧侶らしいといえば僧侶らしい。

「その価値はあるだろう？」

「ええ、あります。この街にはたくさんの人たちがいます。その人たちを救うために戦うべきだと思います。決してお金のためではなく……」

　ニーナは依頼を受けることには文句はなさそうだが、報酬を求めすぎたことに罪の意識を感じているようだ。

　エフセイはいつものように、

「任せる」

　とだけ言った。理解があって助かる。

「なに、別に難しい話じゃない。敵の立場に立って考えれば良いだけだ。前回の襲撃は失敗に終わったが、手ごたえは十分。もう一押しでこの街を落とせると思っている。そういう場合はリスクのある奇策や奇襲を取ってこない。正々堂々と真正面からやってくる。敵の大将は一番後ろで偉そうにしているだろうさ。それが戦争ってもんだ。だから俺たちはその背後から大将を狙う。別に魔物すべてを相手にする必要はない。簡単だろ？」

「そんな簡単にいったら、誰も戦争で苦労しないわよ」

　ソフィアが茶化すように言った。

「それを簡単にやるのが優れた冒険者ってヤツさ」

　俺は自分の腕を軽く叩いた。

「まあそんなに気張る必要はない。ヤバくなったら逃げれば良いだけの話だ。気楽にいこうぜ、気楽にな」

　その後は具体的な作戦を詰めて、仲間たちとの話は終わった。

　あとは酒を飲んで寝るだけだ。ところがそんな俺の前に奇妙な客が訪れた。




「おい、この宿の部屋にはサービスで亡霊でもついてくるのか？」

　宿の部屋に戻った俺を出迎えたのは、年代物のローブに身を包み、深くフードを被った何かだった。おそらく人間ではない。まるで煙のように輪郭がはっきりしていないからだ。

　亡霊か精霊の類いだろう。どちらにしろロクなものではない。

　俺は反射的に剣を抜いていた。俺の得物は、大枚をはたいて買った魔法の力が宿る剣。実体を持たない相手にもある程度の効果を発揮する。

　ところが──。

『わたしは預言者だ』

　その声は男だか女だかわからなかった。若いのか老いているのかすらわからない。

　フードの奥に引っ込んでいる顔は、深しん淵えんの闇に閉ざされていた。

「預言者？　勇者を選ぶとかいうアレか？」

『そうだ』

　預言者のことは知っている。魔王を打倒する勇者を見いだすという伝説上の人物だ。

　嘘うそか本当かはわからない。現に「預言者に選ばれた」と名乗るお調子者はそこら中にいる。

　数日前に魔人に殺されたカーマインという若者も、預言者によって選ばれたらしい。

　魔人も馬鹿ではないから、そういった勇者もどきを殺して回っている。

　しかし、誰が勇者かなんて、俺にはどうでもいいことだ。興味もない。

「で、その預言者様が俺に何の用だ？」

『冒険者レナード、おまえを勇者と認める』

　預言者を自称する何かが重々しく告げた。

「そんなことはしたくない。迷惑だ」

　間髪入れずに俺は言うと、後方にある部屋の扉を親指で指した。

「お帰りはあちらだ。もう少し真面目に勇者を探せよ？　長いこと生きて、ちょっと変わったことでもしたくなったか？　俺はそんな酔狂な遊びには付き合えない。ちなみにお勧めの勇者は剣聖レオンだ。聞いた話じゃ、貴族の生真面目な息子で剣の腕も確からしい。きっと喜んで引き受けてくれるぜ？」

『何な故ぜおまえは断る？』

「報酬がないからだ。俺は冒険者なんでね。タダ働きはごめんだ」

　俺は剣を握ったまま、肩をすくめてみせた。

『……魔王を倒せば王の地位が保証される。報酬としてはそれで十分なはずだ』

　その言葉には何故か躊ちゆう躇ちよが感じられた。

「王なんかになりたいものかよ。俺が世界で一番嫌いな職業だ。偉そうで、自分では何もしないヤツらだ。大体、好きでもないお姫様と結婚なんかしたくないね。どうせ気位ばかり高い我わが儘ままな女なんだろう？　誰が好き好んでそんな女を選ぶんだよ？」
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　俺がそう言うと、預言者から険悪な気配が漂ってきた。何なんだ？

『だが、魔王を倒さねば世界は終わる。おまえはそれでもいいのか？』

「そんなもん、俺の知ったことかよ。王とか貴族とか偉そうな連中が考えることだ。俺みたいな末端の冒険者が考えることじゃないね」

『レナード、このままでは世界は終わる。しかし、おまえには世界を変える力があるのだ。人のためにとは言わない。おまえ自身のために魔王を倒せ』

「俺のため？　俺のためだと？」

　頭に血が上るのを感じた。

「そいつは糞くそみたいな連中が吐く言葉だぜ、預言者。自分のためだと言って、都合の良いように人を使おうとするクズどものセリフだ。失せな。二度と俺の前に姿を現すんじゃねぇ」

　俺の怒りを感じたのか、預言者は煙のように姿を消した。

　見事なもんだ。都合が悪くなったら姿を消す。人生においてはもっとも必要な技術のひとつだろう。




　　　　※　※　※




　アルカンドの街には十日ほど滞在した。俺たちの名は十倍の報酬を要求した強欲な冒険者として知れ渡っており、あまり居心地は良くなかった。

「あんたのせいで、わたしたちまで悪者扱いよ」

　ソフィアが俺に文句を言ってきた。しかし、絡んできたガラの悪い男たちに容赦なく魔法をぶっぱなして、さらに悪評を広めたのはこいつだ。

　ニーナは暇さえあれば流民たちの世話を焼いていた。俺に見つかったら何か言われると思ったのか、本人はこっそりやっていたつもりだったらしい。しかし、献身的に働くニーナのことを、聖女のように言うヤツまでいたのでバレバレだった。

　エフセイは俺と訓練するとき以外は、酒を飲んで暇を潰していた。酒場では何度か喧けん嘩かをふっかけられたようだが、すべて無言で返り討ちにしていたようだ。マリカの戦いを生き抜いた唯一の戦士だ。そのへんのヤツが十人束になっても敵かなうはずがない。




　──そして、待ちかねていた連中がやってきた──。




「魔王軍だ！」

　領主が金に物を言わせて林立させた物もの見み櫓やぐらのひとつから、その声は上がった。

　俺たちも外壁に上って、魔王軍の姿を確認した。

「百や二百じゃ利かない。千はいるわよ。そこら中から魔物をかき集めてきたみたいね。統一感がないわ」

　魔法で視力を強化したソフィアが、素早く敵の戦力を見積もった。こういう手際の良さはさすがだ。普段お高くとまっているだけのことはある。

　魔王軍に統一感がないのはありがたい。訓練が行き届いたような魔物を組織的に運用されると、付け入る隙がないからだ。

「魔人を探せ。複数いるかもしれないから、くまなく探してくれよ？」

　頭を潰す戦法は何度も使えない。

　相手が「自分たちが攻めている側だ」と思っているときにだけ有効な手だ。警戒されたら終わりだ。指揮している魔人は、一度ですべて倒しきらなければならない。

「探してください、でしょ？」

　そう言いながらも、ソフィアは魔王軍から視線を離さなかった。

「探してください、お嬢様」

　俺は丁寧に言い直してやった。本当はお嬢様って年でもないのだが。

「……魔人の姿はひとりよ。偉そうに後ろのほうで余裕をかましているわね。緑色の身体をしているからわかりやすいわ。端から端まで見てみたけど他にはいない。魔人がいると、そこだけ緊張感のある行軍をしているからわかりやすいのよ。間違いないわ」

「魔王軍の人材不足に感謝しないとな」

　俺が知る限り、今まで複数の魔人が同時に行動しているのをほとんど見たことがない。

　例外はマリカ国で見た大規模な魔王軍くらいなものだ。あのときは強い魔人たちがうじゃうじゃいた。それくらい連中にとっても、あの戦いは重要なものだったのだろう。

　マリカの戦いでは人間側に多くの犠牲が出たが、魔人たちにも同様の犠牲が出たはずだ。おかげで魔王軍にとって、魔人は貴重な存在となっているに違いない。

　この街ひとつ落とすのに、その貴重な魔人を何人も使うわけにはいかないのだろう。

「じゃあ手て筈はず通りいこうか。反対側の門から住民たちが避難するはずだ。俺たちはそれに紛れて回り込んで魔人を討つ」

　戦いが始まる前に住民たちが避難するのは、領主が決めたことだ。別に珍しいことじゃない。戦えない住民などいても仕方ないからだ。避難させないヤツのほうがどうかしているが、そのどうかしている領主も少なくはない。

　俺たちは住民たちの動きに乗っかって、さりげなく街から離れた。




　住民たちに紛れて門から出ていく俺たちに非難がましい視線を送る連中もいたが、いちいちかまってはいられない。

「監視の目はないか？」

　ソフィアに声をかけた。

「ないわ。近くからは魔物や魔力の気配は感じられない。動いても問題ないはずよ」

　抜かりなく魔法で敵の監視や気配を探っていたソフィアは、すぐに返事をくれた。

　俺たちは住民たちの集団からそっと離れた。その動きを不安そうに見る住民たちもいた。いざというときに守ってくれるかもしれないと期待していたのだろう。

　他人にすがって生きていこうとするような連中は好きじゃない。俺はそういった住民たちを軽く睨みつけながら、魔王軍の後方へ回り込むために移動を開始した。

　魔王軍が進軍していた場所は平原と言えば平原だが、背の高い草むらもあり、身を隠して行動するのには苦労がなかった。

　あとは連中が攻撃するタイミングを待つだけだ。その瞬間がもっとも無防備になる。

　もちろん、魔人も馬鹿ではない。最低限の数の魔物は身の回りに残しておくだろう。

　その数ができる限り少ないことを願うだけだ。

　最後は神頼み。いつものことだ。




　　　　※　※　※




　その魔人は勝利を確信していた。前の襲撃でも、かなりの損害を人間たちに与えることに成功している。今回も同じ数の魔物を集めてきたのだ。もはや人間に防ぐ術はないだろう。

　アルカンドとかいう人間たちの街が見えると、魔人は声を上げた。それは自分たちが使っている言葉ではなく、魔物たちの闘争心を刺激する咆ほう哮こう。すなわち攻撃命令である。

　魔物たちが走り出した。自分たちの荒い気性に逆らって、従順に行軍していた鬱憤を晴らすかのように。魔物たちも魔人たちと同じ神の眷けん属ぞくである。知能は低いが、敵対する神の眷属である人間を本能的に嫌う。

　魔人が率いている魔物は主にゴブリンが多い。人間の子供くらいの大きさで、最弱とも言われる魔物だ。非力だが、集団戦ではそれなりに使える。数合わせには十分だ。

　魔人は自分の周りにいた十匹の魔物たちに目をやった。

　ホブゴブリン。彼らは外見こそゴブリンに似ているものの、人間の男を上回る立派な体格を誇る。知能もそれなりに高く、武器の扱いにも長たけており、単体でも大抵の人間の戦士より強い。

　ホブゴブリンたちも魔人の声を聞いて、ピクリと動きかけたが、すぐに自制してその場に留とどまった。その様子を見て、魔人は満足していた。人間でも知恵のある者たちは魔人を狙ってくる。それに備えるために、ホブゴブリンたちを自分の護衛にしているのだ。

　これで万が一にも自分が敗北することはない。

　魔人こそが神に選ばれた存在なのだ。人間に後れを取ることなどあってはならない。




　魔人はホブゴブリンたちを連れて、ゆっくりと街へ近づいた。戦闘は既に始まっており、人間も必死に抗戦しているが数的有利はこちらにある。防ぎきれるものではない。

　力自慢のオーガたちが全身を矢で射られながらも、門を破ろうとしていた。

　オーガは角を生やした人型の魔物で、ホブゴブリンよりもさらに一回り大きい。人を食べるので人間たちからは特に忌み嫌われている。

　終わりのときは近い。気づけば護衛のホブゴブリン以外の魔物は、すべて街へと攻め入っている。だが問題はない。もはや人間たちには反撃する術などは残っていないはずだ。

（むっ？）

　そこで魔人は魔力の高まりを感じた。この感覚は魔法で狙われているときのものだ。

『影より生まれし闇よ、我が身を護れ』

　簡易的な呪文を唱えて結界を張って備える。人間の場合、魔法を使えるかどうか個人差があるのだが、魔人はほぼ例外なく使うことができた。

　間髪を入れずに轟ごう音おんが鳴り響き、魔人の張った結界に強い魔力が激突した。どうやら爆発系の魔法を撃たれたらしい。完全には防ぎきれず、二匹のホブゴブリンが倒されている。

（やはり、魔法使いか。伏兵がいたのか？）

　魔法は万能ではない。魔力の高まりを感じた方向から、術者の位置はある程度特定できる。魔法使いの居場所は街とは正反対の方角だった。

（自分の周囲から魔物たちが少なくなるまで待っていたのか）

　合理的な判断だと魔人は考えた。もっと早く仕掛けていれば、街の攻防戦を長引かせることができただろうが、相手は街を囮おとりにして自分を狙ってきたようだ。

　魔物たちの指揮を執る魔人を失うわけにはいかない魔王軍には、有効な戦術である。

　もちろん、魔人も黙って次の魔法を撃たせるつもりはない。魔法使いが隠れている方向を指さして、ホブゴブリンを三匹走らせた。自分自身は剣を抜いて敵の攻撃に備える。

　魔法使いだけが潜んでいることなどあり得ない。戦士も近くにいるはずだ。

　残る五匹のホブゴブリンたちにも周囲を警戒させたが、そこに空から何者かが襲いかかってきた。槍やりを持った人間の戦士が、頭上から一匹のホブゴブリンを串刺しにしたのだ。

　短い悲鳴を上げて、ホブゴブリンが絶命する。

　魔人はすぐにその戦士を取り囲もうとしたが、草むらから剣を持った戦士が現れて、不意を突いてホブゴブリンを一体斬り伏せた。残るホブゴブリンは三匹。

　魔法使いを捜しに行かせた三匹は戻ってこない。倒された──にしては魔法で狙われている気配は感じられなかった。

　今は自分を含めれば四対二。状況はそこまで悪くない。剣を持った戦士は自分が相手をすることにして、槍を持った戦士に三匹のホブゴブリンを差し向けた。

　状況が許せば魔人は一対一の戦いを好む。自分たちの力に自信があるが故に。

　構えた大剣を叩きつけるように振るう。

　魔人はその力を存分に発揮するために、巨大な剣を得物としていることが多かった。実際、いかに技量が高くても、魔人の剛剣をまともに受けられる人間などそうはいない。

　その戦士は間合いをぎりぎり外すことで、その一撃を避けた。

（ならば踏み込むまでのこと）

　人間は剣の技量を磨くことに執着するが、それは単に個体の力の差に開きがないから、技で差をつけようとしているにすぎない。単純に力で圧倒できれば、技量が入り込む余地などないのだ。実際、魔人はその戦士が避ける動作を見てから、瞬時に次の攻撃に移った。狙いは頭部。そこに初撃の隙など存在しない。

　が、戦士も同時に踏み込んできた。こちらよりも速い。次撃の軌道を予測したように、低い構えをとって剣を振るう。

　魔人の剣が空を斬り、戦士の剣が魔人の足を斬り裂いた。

『下劣な剣を！』

　魔人は思わず叫んだ。

　魔人の世界に騎士道は存在しないが、それでも暗黙のルールのようなものはある。

　基本的には腕力や魔力を正面からぶつけ合うことが前提なのだ。そうやって勝敗をつけて、どちらが上かをはっきり示す。

　力関係をはっきりさせること。それこそが魔人にとって大事なことなのだ。

　だから、足を狙うような卑ひ怯きような戦い方は好まれない。

　幸い、傷は深くはない。だが、足に踏ん張りが利かなくなった。

　魔人は上半身のみで大剣を振り回した。大剣の攻撃範囲は長く、まだ十分な脅威である。しかし、戦士はそれに付き合うことなく、死角を探るように魔人の周囲を回り始めた。そして、隙を見ては近づいて一撃を加えて離れる、という動作を繰り返した。

　魔人の身体にどんどん傷が増えていく。初撃の足の傷のせいで思うように動けない。

　ホブゴブリンたちのほうに目を向けたが、いつの間にか距離が離れている。

　槍を持った戦士がホブゴブリンたちを釣り出すように戦い、魔人から引き離したのだ。

　救援を求めようとして声を上げかけて、魔人は思おもい止とどまった。自分の誇りにかけて、下等と蔑んでいた魔物たちに助けを求めるようなことはできない。

　せめて魔法を使いたかった。しかし、戦士はその思惑を見抜いているかのように、間断なく攻撃を仕掛けてくる。

（この人間は自分たちのことを熟知している）

　魔人は直感した。戦士は魔人のことを理解した上で挑んできているのだ。自分に何もさせることなく、獣を狩るかのように倒しに来ているのだと。

　ようやく正面で捉えて目が合った。もはや全身傷だらけで身体が思うように動かない。

　戦士の目はそんな自分を憐れんでいるようでもあった。

　ただ、その奥底には深い憎しみが感じられた。




　　　　※　※　※




「くたばったか」

　地に伏してピクリとも動かなくなった魔人を前に、俺はようやく息をついた。

　魔人は人間に比べて合理的な連中だが、それでも戦いには誇りみたいなものが見え隠れする。よほど力の差がない限り、そこを突いてやれば勝てない相手ではない。

　ホブゴブリンが一匹でも残っていれば勝ち目は薄かっただろう。だが、この魔人は一対一で戦うために、あえてエフセイのほうにホブゴブリンを三匹とも差し向けた。そこに慢心があった。

　とはいえ、俺も無傷とはいかない。魔人の剣が脇腹をかすめていた。それだけで結構な傷になっている。今は布で無む理り矢や理り縛って傷口を塞いでいるが、実を言えば歩くのもつらい。

「さて助けに行ってやらなきゃな」

　俺は脂汗を流して立ち上がった。

　一匹目は不意を突いて簡単に倒すことができたが、本来ホブゴブリンは強力な魔物だ。一匹ならともかく、三匹を同時に相手にしてはまず勝てない。

　エフセイの武器が間合いのとれる槍だから、何とかホブゴブリンたちを引き付けることができているが、内心は冷や汗ものだろう。

　それにソフィアとニーナもそろそろ戻ってくるはずだ。あのふたりは逃げながらホブゴブリンを引き付けている。ホブゴブリンは武器も防具も装備しているが故に、移動速度はそれほど速くない。一方、魔法使いであるソフィアと僧侶であるニーナは鎧よろいを身に着けておらず、身軽で逃げ足は速い。その差を利用して、絶妙な距離をとって逃げているはずだ。

　そうやって護衛を引き離した後、俺が魔人を討つ。これが今回の作戦だった。




「……疲れたわ。ねぇ、知っているかしら？　魔法使いって口を動かすのが仕事なのよ？　足を動かすのは馬の仕事。レナード、あんた仲間の使い方を間違ってない？」

　疲れて座り込んでいるソフィアが憎まれ口を叩いた。

「魔法使いだって体力は必要さ。何でもできたほうが便利だ」

「じゃあ、あんたも魔法を使ってみなさいよ」

「考えておくよ」

　俺は肩をすくめた。

「わたしも今回の作戦は疲れました。ホブゴブリンは確かに速くはありませんでしたが、まったく疲れることなく、いつまで経たっても追いかけてきたのです。わたしは途中で神に祈りました。『助けて』と」

　珍しくニーナが冗談交じりに疲れを訴えた。神の奇跡で身体を強化していたはずだが、その反動なのか大分疲弊している。

　ふたりを追いかけていた三匹のホブゴブリンは、俺が背後から奇襲をかけることで、仕留めることに成功している。

　一方、エフセイは何も言わずに岩に腰かけていた。肩に槍をかけて、頭をがっくりと下げている。綱渡りのような立ち回りを続けて、心身ともに消耗しているようだ。

　エフセイが相手にしていたホブゴブリンたちは、最後に俺たちが全員合流したことで難なく倒すことができた。これも計画通りだ。だが、みんな疲れていた。俺もさっき癒いやしてもらったとはいえ、脇腹の痛みはまだ引いていない。

「ニーナ、疲労を回復させる祈りを頼む。このままだと街が落ちちまう」

　魔人を倒したところで、アルカンドが劣勢なことには変わりはない。

　今から街まで戻り、魔人を倒したことを魔物たちに知らしめてやる必要がある。そのためには疲労を回復させる必要があった。魔人を倒したのは良いが、街が陥落して報酬が支払われない事態になったら笑い話にしかならない。

「レナード、あなたの脇腹の傷が一番深かったのです。先ほど癒やしたとはいえ、まだ痛みが残っているのでは？　もう少し休んだほうが……」

　ニーナが俺を気遣った。

「俺の心配はいい。報酬のほうを心配してくれ。早く街に戻らないと時間切れだ」

　俺が苦痛で歪ゆがむ顔で無理矢理笑ってみせると、ニーナは黙って神に祈りを捧ささげ始めた。

　その間に俺は死んでいる魔人の顔を眺めた。文字通り悪鬼のような形相をしている。せこい戦い方をする俺に倒されて、納得いかなかったのだろう。

　俺はその首を斬り落とさなければならない。魔人の首を掲げて、魔物たちをビビらして退却に追い込む必要があるからだ。

「そんなに睨むなよ。俺だってロクな死に方はしないんだろうからさ」

　自分の死に様は最悪だろうという自覚はある。




　　　　※　※　※




　魔人の首は効こう果か覿てき面めんだった。街に戻った俺たちが、その首を見せつけただけで魔物たちは恐れをなして逃げていったのだ。無理をして戻った甲か斐いがあったというものだ。

　しかし、タイミング的にはギリギリだったらしい。

　領主の代理として街の防衛に当たっていた初老の騎士は、俺たちに半分感謝し、半分怒りをぶつけるという器用な対応をしてくれた。

　魔人を倒したことには礼を言ってくれたのだが、街を攻撃されてからかなり時間が経っていたので、守備隊には甚大な被害が出ていたのだ。騎士、兵士、冒険者を問わず、半数は戦死していた。

「もう少し早く魔人を倒せなかったのか」

　その表情には沈痛なものがあった。恐らく身内か近しい者が亡くなったのだろう。

　対して、俺たちにはひとりも犠牲が出ていない。それが納得いかないのだ。

　死ぬ気でやらなかったのではないか、と言いたいのだろう。

「俺たちの仕事は魔人を仕留めることだ。街を救うことじゃない。務めは果たしたさ」

　俺に言えることはそれだけだ。人がやれることなんて高が知れている。勇者様だったら、もっと献身的に働いたかもしれないが、俺はそんな柄じゃない。

　領主は俺が要求した報酬を気前良く了承してくれた。魔王軍の指揮官である魔人の死は、街にそう長くはない平和が訪れたことを意味していたからだ。
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　わたしは小さな薬屋を営んでいた。

　様々な知識を要する薬屋は魔法使いがよく選ぶ商売のひとつで、実入りはそれほど良いわけではないが生活するには十分だった。

　その頃、世界は魔王の脅威にさらされていたが、わたしはそんなことには無関心で、凪なぎのような平穏な日々を享受していた。

　ところがある日、店に無頼の匂いを漂わせた金髪の男が訪れた。屈強な体つきを見るに、腕の立つ戦士と思われた。

「傷薬をくれ。よく効くやつだ」

　男の注文は雑なものだったが、こちらが好きに薬を選べるので客としては悪くない。多少値段は張るが、相応の効き目がある薬をカウンターの上に置いてやった。

「これで足りるか？」

　わたしが値段を言う前に、その男は金貨をカウンターの上に三枚落とした。思わず眼鏡をかけなおして、わたしはそれが金貨で間違いないことを確認した。

「……多すぎるわ」

　魔法使いの薬は高価であるが、そこまでの値段はしない。

「そうかい。じゃあ釣りの代わりに、ちょっと話を聞かせてくれよ」

「話？　何の？」

　男の目的がわからず、カウンターの下に置いてある魔法の杖つえを握った。

「そう警戒するなよ」

　男は何もないことを示すように両手を開いてみせた。

「ちょっとあんたのことを知りたくてな。聞けば、昔は腕の立つ魔法使いだったらしいじゃないか。それが何でこんなところで薬屋をやっているのかと思ってね」

　わたしを魔法使いとして勧誘しに来たのだろうか？　時々そういう話を貰もらうことはあったが、すべて断っていた。

「わたしの身の上話なんて、別に大したことないわ。面白くもないし」

「まあいいじゃないか。他に客もいないし、それくらいのサービスはあってもいいだろう？　別にあんたを口説こうってわけじゃないんだ」

　黄昏たそがれ時どきで確かに客はいなかった。男は好みの顔ではなかったが、人の懐に飛び込んでくるような図ずう々ずうしい笑みを浮かべている。

　その顔を見て、何となくその気になった。正直に言えば、三枚の金貨がありがたい収入だったということもある。話ひとつでその金額を貰えるのであれば悪くない。

「……わかったわ。少しだけ昔話をするわね」

　わたしはカウンターの上に置かれた金貨を手に取った。

「わたしはね、こう見えても貴族だったの。お嬢様だったのよ？　使用人とかも大勢いる屋敷で育ってね。何不自由なく育ったわ。今は魔法使いになって薬屋をしているけどね。でもこれは別に珍しい話じゃないの。元貴族だなんて魔法使いにはよくあることよ。なにせ魔法を学ぶ教育にはお金がかかるしね。庶民にはとても無理なのよ」

「金持ちしかなれない職業ってわけか」

　男は皮肉っぽく口の端をゆがめた。

「そういうこと。わたしはこれでも優秀だったのよ？　魔法に必要な古代語はすぐに覚えたし、六歳くらいで呪文を唱えることにも成功したわ。あのときはみんながわたしのことを褒ほめ称たたえてくれたわ。『天才だ！』ってね」

「若くして順調な人生だ」

　男は肩をすくめた。わたしもつられてクスリと笑う。

「そうね。でも、貴族には、それも女には別にそんな才能は必要なかったのよ。成長するにしたがって段々とわかってきたの。わたしに求められたのは、適当な貴族の妻になって子供を産むことだ、ってね。両親はあんなに褒めてくれたのに、結局は魔法の才能なんてそんなに必要なかったの。生まれてくる子供に魔法の才能があれば十分だったのよ」

「クソみたいな話だな」

　男は眉間に皺しわを寄せた。

「ええ、まったく。クソよ、クソ。だから、わたしは家を出たの。実力だけで生きていこうって。冒険者になってやろうと思ってね」

「お上品なお嬢様が思い切ったもんだ」

　また男が笑った。彼は話に合わせて、ころころと表情を変えるので喋しやべりやすい。

「まったくよ。それで知り合いの伝つ手てを頼って、冒険者の仲間入りよ。魔法使いの数は少ないから、仲間に加えてくれるパーティーもすぐに見つかったわ。それにわたしは天才だったしね」

　わたしは笑っていた。怖いもの知らずだった若かりし頃の自分を思い出して。

「それからは冒険の日々よ。普通に生活するのも冒険のようなものだったわ。貴族の出で上品なわたしには、庶民的な暮らしがなかなか馴な染じめなかったから。でも、何をするにも自分でやらなければいけなかったけど、生きているって実感があったわ。仲間にも恵まれたし、充実していた。魔物たちに向かって、得意の魔法もどっかんどっかん撃ってね。ここだけの話、わたしは攻撃魔法を使うのが好きなのよ。あの爽快感たるや他にないわ。本当に楽しい日々だった」

「人生の輝けるとき、ってヤツだな」

　男の言うとおりだった。あの頃のわたしが一番輝いていた。

「でもね、あの戦いが起こったのよ。知っているでしょう？　十年前のあの戦いを」

「マリカか」

　男の顔が真剣味を帯びる。

「そう。迷惑なことに魔王軍がマリカ国に侵攻してきたのよ。人が幸せな人生を送っていたのに、空気の読めない連中だわ」

「……違いない」

　その声は硬かった。

「わたしたちも冒険者たちで結成された義勇軍に参加したわ。それもわたしが『冒険者なら人のために戦うべきよ！』って、みんなを説得してね。人生が上手うまくいきすぎていて調子に乗っていたのね。それに多分、わたしはあの戦いで名を上げることで、捨てたはずの家とか貴族たちを見返したかったのよ。そういう功名心もあった」

　わたしは心の奥底で、貴族から冒険者になったことを引け目に感じていた。それをあの戦いで払拭したかったのかもしれない。

　男は黙って話の先を促した。

「結果は知っての通りよ。魔王軍は撃退できたものの、義勇軍もほぼ全滅状態。とても勝ったとは言えなかった。わたしは運よく生き残れたけど仲間はみんな死んだわ。だから、もう戦いはこりごりなのよ。あの戦いで一生分戦ったからね。それで今は薬屋をやって細々と生活しているわけ。わたしの人生は以上よ。満足していただけたかしら？」

　わたしは冗談めかして言った。

「いや……」

　予想に反して、男は首を横に振った。

「もう少し具体的に話してほしいな。特にマリカの戦いのところを。あんたが何な故ぜ生き残れたのかをな」

　顔はにやけていたが、その目はわたしをしっかり捉えていて、嫌とは言いづらかった。

「あまり話したくないんだけどね……」

　わたしは目をつぶって息を吐いた。

「まあいいわ、確かに金貨三枚の代金には足りなかったかもしれない」

　それに誰かに話しておきたかったことでもある。

「魔王軍との戦いは、最初はわたしたちが優勢だったわ。魔物の数は多かったけど、冒険者同士が連携すれば何とかならないこともなかった。わたしも得意の攻撃魔法で魔物たちを薙なぎ払はらったわ。それも何百という数の魔物をね。でもね、いくら倒しても後から後から魔物たちは襲ってきたわ。死ぬのがわかっているのに突進を止めないのよ？　そんな魔物たちを相手にしているとね、心身ともにすり減っていくのよ。そうしているうちに戦士たちの振るう剣が鈍り始め、魔法使いたちの魔力も尽きかけてきた。もちろん、わたしも例外じゃないわ。なにせ強力な魔法を撃ちまくっていたからね。そうして、疲れ切ったわたしたちの前に魔人たちが現れたのよ」

「最初からそれを狙っていたんだろうな。魔人は悪賢い。それくらいはやってくる」

　この男は魔人に詳しいようだ。冒険者なのだろうか？

「そうね。わたしたちは魔人を甘く見ていた。実際、一気に劣勢に追いやられたからね。でも、わたしたちにも希望はあったわ」

「希望？」

「義勇軍にはルークという冒険者がいたの。最強と謳うたわれた戦士よ。彼は諦めることなく戦い続け、ひとりで何人もの魔人を倒したわ。彼の姿を見て冒険者たちは再び奮い立ったのよ。そして果敢にも再び魔人に立ち向かったわ」

「芝居だったら逆転しそうな流れだな」

　男は寂しげな笑みを浮かべていた。結末がわかっているからだろう。

「そうね。そうだったら良かったんだけど、そこまでは上手うまくはいかなかった。気力だけではどうにもならなかった。尽きた体力と魔力は戻ってこないのよ。ルークの奮闘も虚むなしく、冒険者たちはひとり、またひとりと倒れていったわ」

　それは今でも夢に見る、かつての仲間たちが死んでいく光景。

「わたしも魔人に殺されかけたわ。子供の頃から魔法を唱えること以外は何もしてこなくて、体力がまったくなかったの。一生懸命逃げたんだけど、すぐに息が上がってしまったわ。それで魔人にあっさり追いつかれてしまってね。あのときは怖かったわ……でも助けられたのよ。ひとりの女性の魔法使いに。あの人は魔法使いなのに、機敏に動いてわたしと魔人の間に割って入った。そして、魔法が使えなくなったわたしなんかをかばって、彼女は魔人と相討ちになったの。血まみれになった彼女は、わたしに覆いかぶさって一緒に倒れたわ。それで言ったの。『……このまま戦いが終わるまで倒れていなさい』って。わたしのお母様よりも母親らしい顔をしていたわ。きっと、まだ小娘だったわたしを憐あわれんだのね。あの頃はわたしも若かったから……」

　わたしは自嘲するように薄く笑った。でも、男は笑わなかった。

「……その女の名前は知っているか？」

「レイよ。高名な魔法使いでルークの妻でもあった人。ルークはレイが死んだのを見ると大きく吠ほえて、魔人たちの中に斬り込んでいったわ。妻が死んで自暴自棄になったのかもしれない。そして、そのまま帰ってこなかった……わたしなんかのせいで」

　レイの死のきっかけを作ったのは間違いなくわたしであり、ルークの死の原因となったのもわたしかもしれない。その罪は重く、誰が許してもわたしは自分を許せなかった。

「わたしの服はレイの流す血で染め上げられて、はたから見れば折り重なった死体のようにしか見えなかったでしょうね。それで、そのまま死んだふりをして何とか生き残ったわけ。情けない話よ」

　わたしは大きなため息をついた。

「これで満足していただけたかしら？　もうすっかり夜だわ。店じまいの時間よ」

　いつの間にか外の景色は暗くなっていた。

「そうだな。すっかり遅くなっちまった」

　男も外を見た。ようやく帰る気になってくれたのだろうか？　ただ、彼に話を聞いてもらえて、わたしも胸のつかえが取れたような気がした。

「実はな、俺は冒険者なんだよ」

　振り返った男が唐突に言った。彼が冒険者なのは予想通りなので特に驚きはない。

　やはり、わたしを仲間に誘いにきたのだろうか？

　けれど、彼の言葉は予想外のものだった。

「あんたの実家から、あんたを捜し出すように言われてきたんだ、ソフィア」

「なっ……」

　男はわたしのことを知っていた。彼はわたしの両親の依頼でここに来たのだ。優しかった両親の顔が浮かぶ。決して悪い人たちではないのだ。けれど……。
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「未いまだに娘を思う優しい両親だ。あんたが独り身と知ったら、結婚相手も探してくれるだろうさ。悪くない話だろ？」

　男が軽薄な笑みを浮かべる。

「わたしが貴族なんかに戻りたいと思っているの？」

　わたしは魔法の杖つえを構えた。今更、家に戻る気はない。

「じゃあ、薬屋になりたかったのか？」

「…………」

　答えに窮した。薬屋になりたかったわけではない。わたしは冒険者として生きたかったのだ。でも、もうそんな資格はない。ルークとレイを殺してしまったわたしには。

「実はな、俺は仲間を探しているんだ。腕の立つ魔法使いだ。ついでに美人であれば最高だと思っている」

　男はわたしを口説くように片目をつぶった。不思議と不快ではなかった。

「俺があんたの実家にここにいることを報告すれば、迎えが来て楽しい薬屋ごっこも終了だ。ただ、俺が『娘は見つからなかった』と報告すれば気ままな生活を続けることができる。冒険者としてだがな。さてどうする？」

　男が選択を迫る。

「ひとつ聞きたいけど、何な故ぜわたしなの？」

「俺はかつてルークとレイの仲間だった」

　その言葉に息を呑んだ。ルークたちの他の仲間について、わたしは何も知らなかった。

「そして、ひとり生き残っちまった。俺には仲間が必要なんだよ、ソフィア。あんたにはそのひとりになってほしいんだ」

　この男はあの戦いを経験して、まだ戦おうというのか。

「……わたしにはもう冒険者をやるような資格はないわ」

　仲間たちとルークとレイを死なせてしまった罪の意識から、わたしはあのときからずっと動けずにいる。自分だけが冒険者を続けることなんてできなかった。

「何だ、やっぱりあんたは貴族に戻りたかったのか」

　その声は挑発的で芝居がかっていた。

「本当はフリルの付いたドレスを着て、菓子でも食って生きていたいんだろう？　それで人に戦わせて、自分は安全な場所から見物を決め込むような人生だ。確かに悪くない。楽だからな。だが、その年齢で貴族のお嬢様っていうのは、ちょっと痛々しいぜ。お勧めはできない」

　……ああ、なるほど。この男はわたしに言い訳をくれようとしているのだ。色んな理由をつけて逃げていたわたしに。

「失礼な男ね。口の利き方に気を付けなさい。わたしは無礼な男は嫌いなのよ？」

「おっと、すまない。なにせ育ちが悪いものでな。──美しいお嬢様、どうかわたしと来てくださいませんか。もう一度、あの下品で粗野な戦いの場へと」

　男が貴族っぽい大仰な身振りをして、わたしに手を差し伸べた。

「──そうね。わたしも貴族の礼儀作法はもう覚えていないの。今更、お上品な令嬢に戻るのは難しいかもしれない。ちょっとその選択肢はないわね」

　わたしは待っていたのかもしれない。こういうふうに誰かが連れ出してくれることを。

「それに卑劣な男に脅されてしまったからには、冒険者に戻るしかないようね」

　わたしはカウンターから出ると男の手を取った。久しぶりに触れた人の手は熱かった。

「それで、あんたの名前はなんていうのかしら？」

「レナードだ。よろしくな、上品な貴族の元お嬢様」

　金髪の冒険者はまた片目をつぶった。
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「次の依頼が決まったぞ」

　酒場のテーブルを囲んでいた仲間たちに、俺は声をかけた。

「ここから西にある魔王軍に占領された国から、強欲な商人が脱出できなくて困っているそうだ。救出する人間は四人。一人頭金貨百枚貰もらえば、合わせて金貨四百枚になるぼろい仕事だ」

「魔王領に取り残されているのですか？　かなり危険な状態なのでは？」

　ニーナが心配そうに言った。魔王軍の支配下に入った土地では魔物たちが増え、活動も活発になる。人が生きていくには、ちょっときつい環境だ。

「最近占領された国だから、そこまでヤバくはないはずだ。ただ、脱出は難しいだろうな。助けに行ってやれば、俺たちのことが神の御み使つかいのように思えるだろうさ」

「最近の神の御使いには金貨が必要なわけ？」

　ソフィアが皮肉っぽく笑った。

「もちろん。救いを求める気持ちが同じなら、金を持っているほうを神だって優先するさ」

　俺は肩をすくめた。信心だけで神が救ってくれるなら世界は平和だ。

「でも、四人だと逃がすのに馬車がいるわね。こっちが用意するの？　それとも向こう？」

　ソフィアが眼鏡をくっと上げて確認してきた。薬屋をやっていたせいか、金の出入りには俺以上に細かいところがある。

「こちらで用意していく。必要経費として請求しよう」

「そう。依頼主持ちなら、せいぜい良い馬車を用意しましょう。お城の舞踏会に参加できるような立派な馬車をね」

　ソフィアが魔女のように悪い顔をした。俺たちの懐が痛まないから、高い馬車を用意するつもりなのだろう。

「行き先は舞踏会じゃないんだ。見み栄ばえよりも頑丈なヤツが良い」

「わかってないわね、レナード。貴族御ご用よう達たしの見かけが良い馬車は丈夫なのよ？　あいつらは見栄と安全が最優先だからね」

　ソフィアは貴族出身のくせに元のお仲間たちが嫌いらしい。

「そうかい。しかし、目立つのは上手うまくない。行き先の舞踏会に魔物たちを招待する羽目になる。できるだけ地味で頑丈なヤツがいい」

「わかったわ。人を積み荷のように運ぶ、素敵な乗り心地の地味な馬車ね」

「この際、乗り心地より安全が優先だ。商人の一家をエスコートするより、積み荷にしちまったほうが手っ取り早い」

　依頼は商人の一家を無事に脱出させること。接客は二の次だ。

「行くと決まったのであれば早くしないと。商人の一家の方々は救出を心待ちにしていることでしょう」

　ニーナが凜りんとした声を上げた。商人たちのことを本心から案じているのだろう。

「そうだな。依頼は魔物の討伐じゃない。死体を持って帰ってきても、金にはならないだろうよ。早く行くに越したことはない」

　俺のくだらない冗談にニーナは眉をひそめたが、腰を上げることで他の仲間たちに行動を促した。それを見てエフセイが酒を飲み干し、億おつ劫くうそうに立ち上がる。

「じゃあ出発は明日だ。快適な旅の準備を整えてくれ」

　俺の言葉に三人の仲間たちはそれぞれ散っていった。
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　その夜、俺が買い込んだ荷物を持って宿屋の部屋に戻ると、そいつは待っていた。

　──預言者。魔王が現れるとき、人の中から勇者を選び導く者。

「また、あんたか。俺はもう添い寝が必要な年じゃないんだ。残念だが他を当たってくれ」

　俺の軽口に預言者は何の反応も示さず、ただ一言告げた。

『西には行くな』

「さすが預言者様だ。耳が早い。情報屋にでも転職することをお勧めするぜ？」

　どこで聞いているのか知らないが、こいつは俺たちの行き先を事前に把握しているらしい。薄気味悪い野郎だ。

『東へ行け。そこで勇者としての使命を果たせ』

　魔王軍に侵略されつつある西に比べて、東側は戦況が悪くない。敗色濃厚な西側に行くよりも、まだ可能性のある東側に向かえ、ってことだろう。確かに悪くない選択だ。

　しかし──。

「東だろうが、西だろうが、俺の知ったことじゃないな。俺は金のためにしか動かない。いや、金をいくら貰おうとも、国や世界のために働く気はないね。そんなもののために働くヤツは頭がどうかしている」

　俺はこめかみに指を当てた。

「自己犠牲は確かに尊いかもしれない。犠牲になるそいつ以外のヤツにとってはな。その最たるものが勇者だ。『勇者様だ』とおだててやれば、魔王と戦ってくれるんだからな。ありがたくて涙が出る。勇者が死んだ後は、銅像のひとつでも立ててやれば十分だとでも思っているんだろう？　馬鹿馬鹿しい。世界を救いたかったら自分たちで戦えよ」

　こめかみに当てた指をそのまま預言者に向けた。

「おまえもそうだ、預言者。人に勇者をやらせる前に自分が戦え。偉そうに後ろから指図するんじゃねぇ。人を使うことしか考えてないおまえは、どうせ貴族か王族の出なんだろ？　虫むし唾ずが走る」

　俺の言葉に預言者がわずかに動揺したように見えた。図星だったのかもしれない。

　ヤツの姿は亡霊のように薄くなり、そのまま部屋の闇に溶け込んでいった。

「俺は勇者なんかじゃない。勇者はいないんだよ」

　預言者が消えた場所に向かって俺は呟つぶやいた。
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　俺とエフセイは馬を走らせていた。

　ソフィアとニーナは交代で馬車の手綱を取っている。魔王軍の占領地について来てくれるような奇特な御者はいなかった。

　救出対象の商人一家が潜伏している村までは、もうそれほど距離はないが、何事もなく依頼が達成できるほど世の中は甘くない。少し先に道を塞いでいる何かが見えた。俺は仲間たちに合図を送って、馬の速度を落とした。

「巨人だな」

　エフセイが馬を寄せてきた。巨人もれっきとした魔物だ。禿とく頭とうに猫背、なで肩で頼りない外見をしているがとにかく縦も横もでかい。立派な家屋ひとつ分はある。動きが鈍いのでその大きさほど強くはないのだが、街道を塞ぐような使い方をされると厄介だ。

「足元にもゴブリンどもがいる」

　俺が指さした先には、三十匹ほどのゴブリンが挑発するように小躍りしていた。

　巨人と一緒にいるので気が大きくなっているのだろう。本来はもっと臆病な連中だ。

「ソフィア、ちょっと燃やしてくれ」

　ちょうど馬車から降りて、固まった身体を伸ばしているソフィアに俺は声をかけた。

「燃やしてください、でしょ？　人使いが荒いリーダー様だこと」

　文句を言いながらも眼鏡の女魔法使いは杖つえを構え、そっと目を閉じた。

『燃え盛る赤き焔ほのおよ、火の精霊よ、我が詠唱に応え給たまえ。熾おき立たつ炎ほのおよ、古いにしえの秘術により注がれし叡えい智ちと共に、我が呼び声に応えん……』

　紫がかった黒髪をなびかせながらソフィアが唱えているのは、魔法を顕現させるために必要な古代語だ。えらく難解な言葉で、当然俺にはほとんど何を言っているかわからない。わかったところで魔法が使えるかどうかは才能だから、学ぶ気も起きない。

　ソフィアの杖の先に光が宿った。ゴブリンたちはまだその様子に気づいていない。のんきな連中だ。良い感じにローストされることが決定したというのに。

　そして、紅ぐ蓮れんの炎が竜巻となって、巨人とゴブリンを覆った。

　悲鳴を上げる間もなく焼き尽くされるゴブリンたち。巨人はさすがにこの一発では死ななかったものの、全身に火傷やけどを負って苦しんでいる。

「さて、とどめを刺しに行くか、エフセイ」

　エフセイは無言で頷うなずくと、俺と同時に馬を走らせた。

　巨人は近づいてくる俺たちに気付き、手に持った棍こん棒ぼうを振り回し始めた。速い動作ではないが、うっかり喰くらってしまうと、この世からおさらばだ。

　俺は馬から降りて接近すると、棍棒をかわしながら剣で細かい傷を負わせていく。

　エフセイは少し離れた場所で様子を窺っていたが、巨人の注意が完全に俺に向いたことを確認すると全力で跳躍した。

　空中に高く飛び上がるのはエフセイの特技のひとつ。ただ、飛んでいるところを狙われると無防備なため、俺が囮おとりになる必要があった。

　エフセイが跳躍したその高さは、巨人の背を軽々と上回る。

　巨人の背後から飛んだエフセイは、そのままヤツの首を槍やりで深々と貫いた。巨人だろうが魔人だろうが人型なら急所は同じだ。ここをやられてしまえばイチコロだ。

　巨人はそのままピクリとも動かなくなった。絶命したのだろう。

「怪け我がはありませんか？」

　俺たちの身を案じたニーナが、すぐに駆け寄ってきた。

「ない。楽なもんさ」

　俺は親指を立てた。同時にエフセイも槍を巨人から引き抜いて、その反動でくるくると回転して着地した。怪我はない。いつも、かくありたいものだ。
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　巨人を倒した俺たちは目的の村まで、あっさりとたどり着くことができた。

　この村の住人たちは、魔王軍の侵攻とともにどこかへ避難してしまったため、今は廃村同然となっている。

　そこに隠れていた商人の一家とも、無事に対面することができた。首尾は上々といえる。

　ところが、ひとつ問題が発生した。

　この村にいた子供を一緒に逃がしてほしいと、商人が言ってきたのだ。

「子供ひとりくらい大丈夫だろう？」

　それが言い分だった。

「そいつは命の価値を軽く考えてやしないか？」

　俺は肩をすくめた。

「俺たちは自分たちの命を削って、あんたたちを助けにきた。想像してくれ。あんたたちは谷に落ちかけている。それを俺たちは引き上げようとしているわけだ。無理をすれば、自分たちも谷の底へと転落するような危ない場面だ。でも、その分の金は貰っているから、まあ何とか頑張れる。しかし、そこにさらに子供が追加でぶら下がろうっていうんだ。そいつはちょっと、腕に踏ん張りが利かなくなるとは思わないか？」

「でも子供じゃないか！　君たちは腕利きの冒険者と聞いたぞ？」

　依頼主の商人が詰め寄ってきた。商人にしては優しい人間のようだ。

　ついでにニーナも助けてほしそうな表情を浮かべている。エフセイとソフィアは「おまえに任せた」と目配せで伝えてきた。

「追加で金貨五十枚だ。半分にまけとくよ」

　この辺が落としどころだろう。

「金貨四百枚も取って、その上まだ金を取るのか!?」

　こちらが譲歩したにもかかわらず、依頼主は不満そうだった。

「好きにしてくれ。俺たちはもうこの村から出る。いつ魔人たちがやってくるかわからないからな。別に一緒に来ないのなら構わない、依頼は失敗、俺たちは報酬が貰えず評判も落とすだろうが、あんたたちは命を落とす。痛み分けだ。もしくは最初の依頼通り、あんたとその家族だけを護衛する。もしくは追加の金貨を払って、その子供も一緒に連れていく。さあ、どうする？」

　時間がないのは本当だ。あんなに目立つ巨人がいなくなったのだから、すぐに魔王軍は気付くだろう。それで魔人どもが大挙してやってきたら終わりだ。

　残念ながら魔人は人間ほど間抜けではない。王族や貴族どもが魔人くらい勤勉であったら、戦況はもう少しマシだっただろう。

「……金貨五十枚払おう」

　商人は不満を滲にじませながら、追加の報酬を約束した。

「素晴らしいね。あんたは命の価値がわかっている。契約成立だ。俺たちは金貨五十枚分の価値があると思って、その子を守る。すぐに馬車に乗ってくれ。ひとり増えた分、手狭になるが、荷物のひとつも諦めてくれれば問題ないはずだ。なに、人の命に比べれば大したことはないだろう？」

　俺はすぐに出発するよう促した。
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　馬車の中に商人の一家と追加の子供を押し込めて、俺たちは出発した。

　そして、来た道ではなく、さらに西に向かう道へと進んだ。商人が拠点としているエルデリアの街を目指すのだ。当然、来た道のほうが安全は確認できているが、そういう依頼なのだから仕方がない。

　冒険者は流れ稼業だ。こうやって国を渡り歩くことは珍しくない。アルカンドに戻りたければ、そっち方面に行く依頼を受ければ済むことだ。

　無事にエルデリアにたどり着ければ、の話だが。




　出発して一時間も経たたないうちに、街道を埋め尽くす集団が見えた。

　魔王軍だ。占領した土地の主要な道はきっちり封鎖して、人間の好きにはさせないようにしている。戦争をしているのだから当たり前のことだ。ヤツらに抜かりはない。

　人間が魔王軍に対して劣勢なのは、当然の成り行きだろう。

「どうする？　回り道をするか？」

　エフセイが馬を近づけてきた。

「いや、敵の数は少ない。魔人もひとりだ。下手な道に入ると魔物どもが寄ってくる。ここは正面突破といこう。それにもしかしたら、話のわかるヤツかもしれないしな」

　魔人は人間の言葉を理解できる。見かけほどヤバい感じでもなく、意外と理知的なヤツもいたりする。実際、話し合いで解決したこともなくはない。かなり低確率ではあるが。




　道を塞いでいる魔王軍は魔人を長として、様々な魔物で構成されている混成部隊のようだった。ゴブリン、オーガ等々、親の顔より見慣れた連中だ。

　合図を送って馬車を止めると、御者台に座っていたソフィアに声をかけた。

「準備しておいてくれ」

「わかったわ」

　ソフィアの返事を聞くなり、俺はひとりで馬を進めた。

　そして、逃げられるギリギリくらいまで魔王軍に近づくと声を張った。

「無駄な戦いは止めようぜ、魔人さんよ。俺たちは腕利きの冒険者だ。戦えばこっちが勝つに決まっている。しかし、それはそれで手間なんだ。あんたたちにも『通る人間を根絶やしにしろ』なんて、無む茶ちやな命令は出てないんだろう？　ちょっとだけ、目を閉じておいてくれればいいんだ。なに、そんな長い時間じゃない。小便する程度の短い間だ。そしたら、俺たちもあんたたちも、誰も傷つかないし死ぬこともない。多分、あんたの人生で五番目くらいには良い話だ。違うか？」

　俺よりも頭ふたつはでかい巨きよ躯くを誇る紫色の肌をした魔人は、鋭い眼光で睨にらんだ後、ゆっくりと俺を指さした。

　すると、従えていた魔物たちが一斉に俺に向けて殺到してきた。

　交渉失敗。融通が利かないヤツはどこにでもいるもんだ。

　俺はすぐに馬首を返して、仲間たちのいるほうへと向かった。ソフィアが道の真ん中に陣取って呪文を詠唱している姿が見える。

　そのソフィアとすれ違った瞬間、魔法が完成した。

　追いかけてきた敵の集団に、ソフィアの杖から放たれた雷が直撃。消し炭となって、魔物たちが倒れていく。交渉には失敗したが、囮としての役割は成功したようだ。今の呪文で敵の半分は潰せただろう。

「じゃあ行くか」

　再び馬首を返して、俺は剣を抜き放った。エフセイも槍を構えている。

　これからは戦士の出番だ。




　さっきの魔法で棒立ちになっていた魔物どもを、馬を走らせながら叩たたき斬った。

　エフセイも槍を振るって暴れている。こういうのは勢いが大事だ。たったふたりでも勢いさえあれば、数に勝る敵に対しても有利に戦うことができる。

　瞬く間に魔物の数は減っていったが、後方に控えていた魔人が叫んだ。それは人の言葉ではなく、獣のような雄お叫たけび。すると、怯ひるみながらも戦っていた魔物たちが一目散に逃げだした。あれは退却命令か何かだったのだろう。

　態勢を立て直されても面倒なので、逃げる魔物たちの背中を容赦なく斬った。

　今のうちにできるだけ数を減らしておきたいが、背中を見せて走っている相手に致命傷を与えるのはなかなか難しい。結局、残りの敵の半数以上に逃げられてしまった。

　入れ替わるように魔人が前に出てきた。でかい身体には特注品であろう鎧よろいを身に纏まとい、両手にはそれぞれ大剣を握っている。動きを重視しているのか、繊細に作ることができなかったのかわからないが、関節部は鎧に覆われておらず、肌が露出していた。

　二刀流か。人間の腕力では片手で大剣を扱うのは難しいが、魔人の力をもってすれば造作もないことなのだろう。アルカンドの魔人よりもでかい。恐らくは強敵だが、俺とエフセイのふたりがかりなら倒せなくはないだろう。

　ただ、魔人もそのへんは心得ている。配下の魔物たちはまだ数多く残っていた。ヤツらを回り込ませて、俺たちの死角を突こうとしてくるはずだ。もしくは馬車を狙う可能性もある。

　ソフィアとニーナは接近戦には向いていないので、馬車の守りは薄い。俺かエフセイのどちらかがフォローする必要がある。要するに、魔人の相手はひとりでしなければならない。このでかくて筋骨隆々の紫色の化け物の相手を。

　隣に視線を走らせると、エフセイと目が合った。

「ここはリーダー様の出番だろ？」

　くそっ、俺に押し付ける気満々だ。

「いや、今気が付いたが、俺はリーダーなんて器じゃなかった。このパーティーのリーダーには、エフセイがふさわしいんじゃないかと前々から思っていたんだ」

「残念ながら『リーダーにはなるな』と死んだ親父おやじから言われているんだ。後は任せた」

　父親はまだ健在だったはずのエフセイは、俺の返事を待たずに後方へと下がって魔物たちの牽けん制せいへと向かった。

　まあ、魔人の相手をするのは俺の役目だから仕方がない。

　相手がふたりからひとりに減ったのを見て、魔人は不敵に笑った。人間ひとりに後れを取ることはないと思っているのだろう。

　俺は長剣を構えた。刃が青白い輝きを放ち、魔法の力が宿っていることを示している。

　屋敷が建つくらい値の張る名品だ。冒険者を引退した後は、これを売り払って悠々自適の生活を送る予定だ。

　それも目の前の魔人を倒せれば、の話だが。

「ようやくおでましか、魔人さんよ。体調が悪そうな顔色をしているが大丈夫か？　紫色のその面が治るまで、家に帰って寝ていたほうが良いと思うぜ？」

　安い挑発だったが、効果はあったようだ。

　魔人は目を血走らせて、右手の大剣で力任せに斜めに斬りつけてきた。

　それは軽いステップで後ろにかわしたが、続けざまに左手の大剣を横よこ薙なぎに振るってきた。これは剣で受けて、全力で地面へと受け流す。見た目通りの腕力に両腕が軽く痺しびれる。

　俺は地面をえぐる恰かつ好こうとなった相手の大剣を踏み台にして、一気に魔人の首を狙った。

　魔人も右手の大剣で防ぎに入ったが、首を狙うのはフェイント。本命は左腕だ。

　身体を回転させて、鎧に覆われていない腕の関節部を叩き斬った。

　魔人の左腕から人間と同じ赤い血が噴き出る。

「グゥオオッ！」

　たまらず悲鳴を上げて下がる魔人に、俺は立て続けに二回三回と剣を振るう。

　鎧があるので思うようにダメージは与えられないが、それなりの手傷は負わせた。左腕はだらりと下がっている。もう使い物にはならないだろう。

　だが、そう簡単には終わらない。

　魔人は怒りの形相で口をガッと開くと、その咥こう内ないにゆらめくものが見えた。

　とっさに横に飛ぶ。

　瞬間、蒼あおい炎が吐き出され、さっきまで俺がいた場所を覆いつくした。

　ブレスだ。効果は不明だが、少なくとも健康には良くないだろう。試す気にはなれない。

　さらに魔人は残った右手の大剣を、棍棒のように振り回した。剣で受けようものなら、腕が折れること請け合いだ。間合いを外して、その攻撃もかわしたが、さらにブレスが俺を狙う。ああ、まったく忙せわしない。

　離れればブレス、近寄れば大剣、面倒な相手だ。仲間全員で挑めれば何とでもなっただろうが、ひとりで相手をするのは骨が折れる。初撃で左腕を潰して正解だった。

　後方をちらりと確認すると、俺が戦っている間に残りの魔物たちが馬車のほうに向かっていた。

　エフセイも馬車を守りながらだと戦いにくそうだ。ソフィアとニーナは魔法で牽制しているが、馬車はほぼ囲まれている。中に乗っている商人たちは、さぞかし青ざめていることだろう。俺が助けにいかないと不味まずい状態だ。

　とっとと、目の前の紫魔人を倒さなければならない。

　そんなことを考えていると、魔人の動きに一瞬の溜めが入った。ブレスの予備動作だ。

　十分引き付けてから、横に回避。良い感じだ。だんだん、わかってきた。

　あの瞬間は右手の動きも留守になる。そこを狙えばいい。

　俺が間合いを詰める、大剣が飛んでくる、後ろにかわす、ブレス。

　基本的にはこのパターンだ。ということは……。

　俺は魔人に斬りかかった。剣術もへったくれもない大剣が純粋な暴力となって迫る。

　これを紙一重のギリギリを狙って避けた。そして、ブレスの予備動作と同時に前に踏み込む。少しでもタイミングを間違えれば、あの蒼い炎の餌食だ。

　口を開こうとした魔人が間の抜けた顔を見せた。

　俺の動きに構わずブレスを吐いておけば、相討ちに持ち込めたかもしれないが、その一瞬が勝敗を分けた。

　俺は剣先で魔人の喉を斬り裂いた。そこから赤い血と青い炎が漏れ出す。

　自らの青い炎に頭部を焼かれ、魔人の声にならない絶叫が口の形でわかった。

　まだだ。こいつらの生命力は人間とは比べ物にならない。

　案の定、大剣が横薙ぎに振るわれた。やけくその攻撃だが喰らえば即死。まったく簡単には勝たせてくれない。

　力任せの雑なその攻撃を跳躍してかわしながら、俺は再び魔人に迫った。

「短い付き合いだったな」

　渾こん身しんの力でその首を叩き斬った。




　　　　※　※　※




　馬車は荷台こそしっかりした作りをしているが、上部は幌ほろを被かぶせているだけなので周囲の状況は簡単に窺うことができた。

　にもかかわらず、荷台に乗っている商人の一家は目を開けていない。

　商人はまだ小さい娘を抱いて、商人の妻はさらに幼い息子を抱いて、身を硬くしていた。

　ひっきりなしに聞こえてくる魔物たちの雄叫びが、状況の悪さを雄弁に物語っていた。

　ただひとり、十歳くらいであろう少年だけが所在なく、馬車の後方に見える魔物たちを呆ぼう然ぜんと見ている。

　馬車の前面では、女の魔法使いと僧侶が敵を寄せつけまいと戦っているが、魔物の数は減るどころか増えていく一方だ。

「この人たちが諦めて逃げちゃったら、もう終わりだ」

　少年は他人に命を握られていることに恐怖を感じていた。

　そのうち、一匹のゴブリンと目が合った。土くれでできたような肌に、申し訳程度の頭髪。黄色い目は血走っていて、いかにも悪そうで、そして狡こう猾かつさを感じさせた。

　その手には短めの錆さびた剣を握っている。

　男の子の存在に気付いたゴブリンは、周りの仲間に声をかけて、それから指さした。

「今から向かう」とでも告げるように。

　実際、ゴブリンは五匹ほどで徒党を組んで、女たちの魔法の標的にならないように気を付けながら、じりじりと迫ってきた。その顔には邪悪な笑みを浮かべている。

　男の子は息を呑んで周りを見たが、逃げるところなど何ど処こにもなく、ただ自分の子供をかばおうとしている商人の夫婦の姿を再確認して、悲しくなった。

　ゴブリンたちがやってくる。馬車の前方から外を覗のぞくと、魔法使いたちと槍使いが他の魔物たちを必死に防いでいて、助けを求められそうにないし、逃げ出せる状態でもない。

　とうとう、ゴブリンたちが荷台に手をかけた。彼らは嗜し虐ぎやく的てきに顔を歪ゆがめている。

　荷台がきしむ。商人たちもさすがに目を見開いて、恐怖におののいた。

　男の子は商人と目が合った。その視線には何となく非難めいたものを感じた。

「おまえが生いけ贄にえになれ」とでも言いたげな。

　気付くとゴブリンが剣を振り上げていた。それは免れない死に思えた。

　だが次の瞬間、ゴブリンの腹から剣が生えた。そして、凶悪な小人はゆっくりと倒れる。

「よう、金貨五十枚のスリルはあっただろう？」

　ゴブリンの後ろから現れた剣士が口元だけで笑っている。全身が血まみれで息が荒い。その表情ほどには余裕がないのは明らかだった。

「怪我が……」

　返り血もあるだろうが、剣士自身も傷ついているのは明白だった。先ほどまで姿が見えなかったのだから、強引にここまで突破してきたのだろう。

「なに、うちの僧侶にも少しは活躍の場を与えてやらないとな。働かないのに報酬だけくれてやるのも癪しやくに障る。だから、こんな怪我はすぐに治るさ。問題ない」

　男の子はただ何度も頷くだけだった。




　　　　※　※　※




　魔王軍の一団と遭遇した後は、これといったトラブルもなく、エルデリアの街に到着した。今回の依頼も無事達成だ。

　魔物を馬車の中まで侵入させたのが不味かったのか、依頼主の商人はひどく不満そうだったが、おまけの子供には感謝された。まあ、世の中、感謝より金だ。子供だって金貨五十枚の価値があったから助けたにすぎない。

　隣接する国が魔王軍の侵攻を受けているにもかかわらず、エルデリアの街はにぎわっていた。いや、侵攻を受けているからこそ、潤っているのかもしれない。

　人間相手でも魔物相手でも戦争は金になる。何度も見てきた光景で、少し苦手だ。

　とりあえず、俺たちはこの街で一番美味うまい飯を食って、酒を飲み、一番上等なベッドが用意されている宿屋で寝た。野宿が続いた後は、この落差にささやかな幸せを感じる。

　で、何日か休んで疲れを取った後、冒険者が集まる酒場の掲示板で次の依頼を探した。

　金が良くて、目指す方面に向かえて、目的も合致するようなものを。

　そんな都合の良いものはなかなか見つからない。掲示板を端から端まで念入りに見ていると、隅っこのほうにその依頼はあった。

　神の御お導みちびきというやつだ。多少条件は合わないが、おあつらえ向きの仕事には違いない。

　俺はその紙を掲示板からはぎ取ると、酒場の主のところへと向かった。




　その日の夜、預言者がまた現れた。

『何な故ぜ、金にならない依頼を選んだ』

　俺が次の依頼として決めた依頼は、ここからさらに西にある地・ガスタンに出現した魔物の討伐だった。

　ガスタンから出ている輸送の馬車が魔物に襲われているらしい。戦争の影響で不足しがちな穀物を輸送しているため、兵士を護衛に付けていたようだが見事に全滅している。

　危険度が高い割には、提示されていた報酬額は低く、正直、労力に見合っていなかった。

　そのため、他の冒険者たちが誰ひとりとして引き受けなかった依頼だ。

「金になるさ。こういうのは交渉次第だ。恐らくガスタンの連中は相当困っている。報酬の引き上げには応じるだろうさ」

『もっと高額で割の良い依頼はあっただろう』

「驚いたな、預言者は依頼の選定までしてくれるのか？　俺たちの専属で依頼の仲介でもやるか？」

　俺の皮肉に、預言者は動じることなく告げた。

『西へは行くな』

「どこへ向かおうが、俺たちの勝手だ」

『……何を隠している？』

「隠す？　それをおまえが言うか、預言者」

　俺は預言者の顔に指を向けた。

「正体も何も明かさず、人を陰から操ろうとしているヤツが、よくそんなことを言えるな」

『それは……』

　預言者の姿が揺らいだ。魔術的な何かで投影しているだけの虚像だろうが、精神的な部分にも影響されているのか？

「言っておくが、俺はおまえのことなど信用していない。おまえが本物の預言者であることを証明する物など何もないからな。わかったら、早く俺の前から消えろ。勇者なら他を当たれ。有望なヤツならいくらでもいるだろう？　剣聖レオン、聖女マリア、大賢者ソロン。こいつらは誰もが知っている天才だ。何故やつらを選ばない？　何故俺を選ぼうとする？　おまえの選択は明らかにおかしい」

　俺は剣を抜き放って、預言者に突き付けた。

「答えろ。おまえは何者だ？」

　相手は幻影だが、俺の剣は一応魔法の力を帯びている。斬れば何らかの影響を与える可能性もなくはなかった。

　本物だろうが偽物だろうが、どちらにしろ、ずっと俺に付いてこさせるわけにはいかない。これくらい脅せば、いつものように姿を消して、二度と俺の前に姿を現さなくなるだろう。

『……わたしは何者でもない』

　予想に反して預言者は消えなかった。ただ、その声にいつものような威厳はなく、何か不安げなものを感じさせた。

「何者でもない？　おまえは預言者ではないのか？」

『預言者ではある。だが、わたしには……』

　預言者の顔と声は男か女かの区別がつかない。年若いのか老いているのかもわからない。しかし、今はその雰囲気だけで、何か迷いが生じていることだけがわかった。




　剣を突き付けられたまま預言者は黙り込み、しばらく経った後に姿を消した。

　あいつはまた姿を現すだろう。その確信だけは俺にはあった。







[image: 間章　ニーナ]










　わたしは僧侶として、流民の方々を支援する活動をしていました。

　魔王軍の侵攻によって、住んでいた土地を追われる方々は日に日に増えており、誰かが助けなければならなかったからです。

　活動当初は様々な国から支援を得ることができたのですが、戦況が悪化するにつれて、どこの国も自分たちのことで手いっぱいになり、差し伸べられる手は少なくなっていきました。今では流民を受け入れてくれる国はなく、十分な食料もなく、明日をも知れない状態にまでわたしたちは追い込まれてしまったのです。

　そんなときにわたしの前に姿を現したのが、一組の男女でした。

　男性のほうは険しい目つきで流民の人々を睨にらみながら、女性のほうはあまりの流民の数に困惑した様子で、わたしのところへやってきました。男性のほうには見覚えはありませんでしたが、女性のほうはどこかで見たような気がしました。

「あんたがニーナか？」

　そう問いかけた男性は無造作に切った金髪で、背は高くないけれど鍛えられた身体に、ぎらついた眼まな差ざしをしていました。

「そうですが、あなた方は？」

「俺はレナードだ」

「わたしはソフィアよ」

　女性のほうは眼鏡をしており、紫がかった長い黒髪が印象的な美しい人でした。現に彼女は流民の男性たちの目を惹ひいていたようです。

「それでわたしに何の御用ですか？」

「なに、ちょっと話をしたくてな」

　レナードと名乗った男性は、軽薄な笑みを浮かべていました。

　こういう話にはいくつか心当たりがあります。戦争で僧侶の数が不足しているので、自国の軍に参加してほしいという打診。または僧侶として冒険者のパーティーに参加し、傭よう兵へいのような依頼を引き受けて戦場で稼ごうという勧誘です。

　彼らは典型的な後者のように見えました。

「冒険者としての勧誘ならお断りします。今のわたしはここの方々を助けるのに精一杯で、それ以外のことには手が回りません」

　わたしは近くに座り込んでいる人たちに視線をやりました。

　世間からは流民と呼ばれ、蔑まれている人たちです。住むところもなく、食べる物にも事欠き、あらゆるものから見捨てられています。

「馬鹿なのか、おまえは？」

　レナードは眉間に深い皺しわを作っていました。

「おまえが一緒にいようがいまいが、こいつらは行き詰まっている。どうしようもない。このままだと共倒れになるだけだ。そんなことに何の意味がある？」

「これはわたしがやりたくてやっていることです。そこに意味など求めていません」

「自己満足か」

　レナードは肩をすくめました。人を馬鹿するような仕草。後でわかるのですが、これは彼の癖のようなものでした。

「結局、おまえは本気で救おうとしてないってことじゃないか。目の前にあるものに手を差し伸べて、何となく気持ち良くなっているだけだろ？　クソだな」

　言葉を選ばない直接的な物言い。それは事実でもあり、わたしの痛いところをついていました。出会い頭にこんなひどいことを言う人は、今までに会ったことがありません。

「帰っていただけますか？　不愉快です」

　そう言って、わたしはレナードに背を向けました。

「ちょっと待って！　わたしの話を少し聞いて！」

　ソフィアという女性が慌ててわたしに話しかけてきました。

「わたしのこと覚えてないかしら？　直接話したことはないけど、十年前にマリカで一緒に戦ったんだけど……」

　言われて、おぼろげに記憶が蘇よみがえってきました。マリカの戦いでわたしが参加した義勇軍の中に、同い年くらいのまだ若い魔法使いの女の子がいたことを。

　確かあの子も眼鏡をかけていて、長い綺き麗れいな黒髪をしていました。もっとも持ち場が違ったので、あの戦いのときにどうなったかまでは知りませんでしたが。

「覚えています。生きていらしたのですね……」

　思わず頬ほおに涙が流れました。あの戦いで生き残った人に出会ったのは、これが初めてだったからです。義勇軍は全滅したと言われており、生きていたのはわたしひとりだと思っていました。

「何も泣くことはないわ。死んだふりをして、みっともなく生き延びただけよ」

　笑い話のように語ったソフィアの目も、やはり潤んでいました。

「この馬鹿が言ったことは、わたしが謝るわ」

　そう言うと、ソフィアはレナードの後頭部を引ひっ叩ぱたきました。叩たたかれたレナードは頭をさすりながら、不満げな表情を浮かべています。その様子が少しおかしくて、思ったほど悪い方ではないのかもしれないと思いました。

「ちょっと昔話をしない？　できれば人目のないところで」

　周囲の目を気にしたソフィアが提案してきました。確かに今のわたしたちは流民の方々の注目を一身に浴びています。

「……わかりました。それではこちらへどうぞ」

　わたしは使い古した自分のテントに彼らを招き入れました。




「簡単に言えばね、わたしたちはあなたを仲間にしに来たのよ」

　テントの中に入るなり、ソフィアが切り出しました。

「先ほども言った通り、無理です。わたしは彼らとずっと一緒にやってきました。今更、自分だけどこかに行くことなどできません」

「あいつらがどうにもならないことがわかっていて、一緒に居続けるのか？　それは逃げじゃないのか？」

　仲間にしに来たとは思えないほど、レナードの態度は辛らつなものでした。

「あんたは黙ってなさいよ」

　またソフィアが頭を叩こうとして、今度はレナードがかわしました。それはまるで長年連れ添った夫婦のようで微笑ほほえましくもありました。

　空振りしたソフィアは舌打ちをすると、またわたしに話しかけました。

「まあ、あなたの立場からはそうよね。でも、とりあえず話をしましょう。お互いのね」

　そう言うと、ソフィアは自分の話を始めました。

　元々貴族であったこと。それが嫌で冒険者になったこと。マリカの戦いでレイという魔法使いに救われたこと。そして、薬屋を営んでいたところをレナードに連れ出されたこと。

「わたしはきっとマリカの戦いのときから時が止まっていて、どこにも進めずにいたのよ。こいつは嫌なヤツだけど、また足を踏み出すきっかけを作ってくれたわけ。見かけほど悪いヤツじゃないのよ？　多分ね」

　ソフィアは悪戯いたずらっぽく微笑みました。

「わかりました。では、わたしの話もしましょう。その後のルークの話も少しはできると思います」

　ルークの名を聞いて、レナードの表情が真剣なものに変わりました。

「わたしは商人の娘として生まれました。それなりに裕福な家庭で、両親は信心深く優しい人たちでした。その影響でわたしも幼いころから神を信じ、祈りを捧ささげて日々を過ごしていたのです。ある程度の年齢になり、正式な祈りの作法を学ぶようになると、わたしは祈りのために組んだ手の中に光が宿ったことを発見しました。それはささやかな光でしたが、神の奇跡でした。わたしには僧侶の才能があったのです」

「どいつもこいつも才能に恵まれていやがるな」

　うんざりしたようにレナードが言い、それをソフィアが睨みました。

「そうですね。わたしは僧侶としての才能に恵まれました。これでも聖女候補として挙げられたこともあったのですよ？　わたしのささやかな自慢です」

　現在の聖女はマリアという少女とされています。会ったことはないのですが、きっと清らかで慈愛に満みち溢あふれた素晴らしい人物なのでしょう。

「その聖女候補が何でマリカの戦いに行ったの？」

　ソフィアが首をかしげた。彼女は冒険者だったからマリカの戦いに赴いたのだけれど、わたしはそうではなかったからでしょう。

「そうするべきだと思ったからです。魔王軍と戦い、人を救うことこそが神の思おぼし召めしだと、わたしは考えたのです」

「神の思し召しね……」

　レナードは虚無的な表情を浮かべていました。

「それでニーナはマリカの戦いをどうやって生き残ったの？」

　ソフィアの質問に、わたしはひとつ息をつきました。

「そうですね。ソフィアが先ほど言っていたように、あれはひどい戦いでした。回復を担当していたわたしのところにも魔物たちが迫るようになって、自分でロッドを振るって戦うことを余儀なくされるほどに。そんな中で、わたしもルークの姿を見たのです。雷光のように敵を斬り裂くその姿は他を圧倒し、彼がひとたび剣を振るえば、魔物が確実に倒れました。魔人ですらルークの前に怖おじ気けづいているように見えました。ただ……」

　わたしはソフィアの様子をそっと窺うかがいました。

「常に近くにいたはずのレイの姿は既になく、たったひとりで戦い続けていました」

　ゴクッ、とソフィアが唾を飲み込んだ音が聞こえました。彼女が知りたかったルークのその後の話だったからでしょう。

「他の冒険者たちのほとんどが倒れた中で、ひとり戦い続けるルークの姿はまさに勇者でした。しかし、何の助けもなしに無傷でいられるはずもありません。彼は敵の血と自らの血でその身を赤黒く染めて、満まん身しん創そう痍いのように見えたのです。わたしは思いました。今こそわたしの力が必要だと。彼に神の奇跡を届けなければならないと──」

「……それでどうしたの？」

　間を置いたわたしに、ソフィアが先を促しました。

「どうもしませんでした」

「えっ？」

　ソフィアは驚き、レナードは顔をゆがめました。

「足がすくんで動かなかったのです。わたしはいつの間にか戦場の恐怖に囚とらわれ、恐ろしい魔人たちに怯おびえていました。だから、それ以上前に進むことができなかったのです。その結果、わたしはルークを見殺しにしてしまいました」

　それがわたしが二度と戦場に行かない理由。本当のわたしは臆病者で、肝心なところでは何もできなかったのです。

「仕方ないわ。わたしもあなたも若かったんだもの」

　ソフィアの労いたわりの言葉はわたしの心に染み入りました。同じような思いをしているからこそ、わかるものがあるのでしょう。

「それで……ルークはどうなった？」

　レナードが硬い声で聞いてきました。ルークの仲間だったという彼は、その後のことが気になるのでしょう。あの乱戦の中です。レナードがルークの姿を見失ってしまったのも仕方ありません。

「たったひとりで敵陣の中に斬り込んでいきました。恐らくルークは、魔物たちを指揮していた魔人を狙ったのでしょう。劣勢が明らかなあの状況下では、それしか勝つ方法がなかったのですから。わたしはその姿を眺めていただけでした」

「そうか……」

　意外にもレナードはわたしを責めませんでした。むしろ、ルークと行動を共にできなかった自分を責めるように俯うつむいたのです。

「ニーナはどうなったの？」

　気遣うようにソフィアが尋ねました。

「わたしは無慈悲に魔人に斬られました。肩口から胸にかけて」

　その傷をなぞるように、わたしは肩から胸を撫なで下おろしました。

「それ、どうやって助かったの!?」

　ソフィアは目を丸くしました。

「わたしには僧侶としての才能だけはあったのです。斬られて打ち捨てられたあと、わたしは無意識に神の奇跡を起こし、自分の傷を癒いやしたようです。後から戦場に到着した王国軍によって救出されたときには、既にわたしの傷はなくなっていたそうです。王国軍に同行していた司祭様に褒められました。『さすが自分の意志でマリカに赴いただけのことはある』と」

　わたしは首を横に振りました。

「とんでもない勘違いです。わたしはルークを見捨て、自分の命だけを救った生き汚い女にすぎません。だからせめて、これからは人のために生きようと思い、わたしは流民の方々の手助けをしているのです。誰かの仲間になって戦うだなんて無理なのです」

　わたしは目をつぶり、これで話が終わったことを示しました。

「ふざけるなよ？　足がすくんだのなら、次は動かせばいいだけのことだろうが」

　そんなわたしにレナードがにじり寄ってきました。

「一度失敗したら、それで終わりか？　二度目はなしか？　おまえはどれだけ完璧な人生を送ってきたんだ？」

　レナードのその言葉はとてもまっすぐなもので、彼の怒りと、そして悲しみを感じさせました。

「何な故ぜ、あなたはそのように悲しんでいるのですか？」

「悲しんでなどいない。おまえみたいに逃げたままでいる人間に腹が立つだけだ。もう一度戦えよ、ニーナ。おまえは本当にこのまま終わって良いのか？」

　──良いわけはありません。それはわたしにもわかっていました。あのとき、人のために戦おうと思ったわたしの気持ちに嘘うそはないのです。そして、このまま世界の窮状を見捨ててしまったら、ルークをはじめとして死んでいった人たちにも申し訳が立ちません。

　わたしはテントの外に出て、共にここまで来た流民の人たちに目を向けました。

　皆、不安そうにわたしたちのほうを見ています。

「……それでも、わたしにはこの人たちのことを見捨てることはできません」

　それもまた偽らぬ本音でした。

「あんたがいても一緒に逃げることくらいしかできない。無駄なんだよ。こいつらを全員救いたかったら、身体で稼いだほうがまだ建設的ってもんさ」

　わたしは驚いて目を見開きました。この人はわたしに何をさせるつもりなのでしょうか？　ソフィアも怒りの形相でレナードのことを睨んでいます。
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「いや違う。そういう意味じゃない」

　レナードが慌てて否定しました。

「人を救うにも金がいるって話だ。人の命だって金で買える。あんたはそのためにも冒険者に戻るべきなんだよ」

「冒険者の報酬がいくら高くても、この人数を救えるとはとても思えませんが？」

　どんなに報酬が良くても限度というものがあります。この大人数を賄いきれるはずがありません。

「十倍だ」

　レナードが不敵に笑いました。

「俺はそこらの冒険者の十倍稼いでみせる。それだけじゃない。その報酬を使って、こいつら全員を救ってやるよ」

　それは悪魔の誘いのようでもありました。
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　ガスタンは穀倉地帯として有名な土地だった。

　収穫された穀物を他の地域にも輸出しており、近隣諸国への一大供給地となっている。

　そのガスタンから運ばれる穀物が、魔王軍に狙われていた。

　俺は到着するなり、依頼主の村長のところに交渉に赴いた。

　村長の家は、他の村人たちのものよりも少し立派になった程度で、茅かや葺ぶきの質素なものだった。俺が座った椅子やテーブルも、かなり年季が入っている。それは生活が楽なものではないことを示していた。

「騎士だろうが冒険者だろうが、まったく歯が立たないんだろう。あの報酬の額じゃ、誰も依頼を引き受けないぜ？　十倍の額にすれば俺たちが魔物を倒してやるが、どうだ？」

　魔王軍の侵攻はまだガスタンにまで及んでいない。だが、食料の重要な供給源と見み做なして、ガスタンからの輸送路を襲わせているのだろう。

　さすが魔人どもだ。人間が嫌がることをきっちりやってくる。

「しかし、今この村にはそれほどお金がないのです。収穫された穀物は安く買い取られて、戦地の食料になっている状態で、我々には余裕がありません」

　村長……といっても、そこらの老人と変わらない恰かつ好こうをしていた。手も顔も長年働き続けてきた人間特有の深い皺しわがある。その言葉に嘘うそはないだろう。

「人間のために戦っているんだ！」と言われれば、この村も安い価格で穀物を売らざるを得ない。よくある話だ。大義名分があれば、そういうこともまかり通る。

　ただ実際の話、人間側が戦いに負けて魔王軍がここまで押し寄せてくれば、この村の畑は盛大に燃やされることになるだろう。

「報酬は穀物で貰もらうから問題ない。俺には商人に伝つ手てがある。国よりもよっぽど高い値段で買い取ってもらえるさ」

「しかし、それでは国に供給できる量が確保できなくなるかもしれません」

　真面目なじいさんだ。貴族どもにとっては理想的な農民だろう。

「簡単な話さ。輸送している間に魔物にやられちまったことにしちまえばいい。その分を俺がいただく。それで問題ないだろう？」

「横流しをしろと!?」

　朴ぼく訥とつそうな村長は「信じられない」というような顔をして天を仰いだ。

「どちらにしろ、俺が護衛しなかったら魔物にやられちまうだけだ。ずっと襲われ続けるか、横流しに目をつぶるか、好きなほうを選びなよ」

　村長は頭を抱えた。

　これじゃ、まるで俺が悪いことをしているみたいだ。心が痛む。

「村長さんよ、よく考えな。俺の話を拒否すれば、ここの穀物は輸送中に襲われ続ける。誰も幸せになれない。奪った穀物を食っている魔物以外はな。しかもだ、そのうち魔物たちは、いつ通るかわからない馬車を待つのを面倒くさがるかもしれないぜ？」

「……どういう意味ですか？」

　村長は暗い目をしていた。

「魔物がガスタンを直接襲い始めるかもしれない、って話だ。魔物たちと戦っている兵士たちも、補給が滞れば腹が減って動きが鈍る。そうなれば魔王軍はやりたい放題だ。いちいち馬車なんか狙わず、『畑を燃やそう』って発想に変わるだろうよ。俺だったらそうする。あんただってそうするだろ？」

「それは……」

　俺の不幸な予言を否定する言葉を、村長は持たなかった。

　しばしの沈黙の後、疲れ切った老人は俺の提案を呑のんだ。




　　　　※　※　※




　その日の夜、俺の泊まった部屋に再び預言者が現れた。

　何度追い払ってもやってくる。懲りないヤツだ。

『何な故ぜ、不当な報酬を要求する？』

　預言者はあまり言葉に感情を乗せないタイプだが、その口調は怒っているようだった。

「不当じゃない。正当な報酬だ。文句があるなら、おまえがやれよ。タダでな。村長は喜ぶだろうよ。この国の連中も喜ぶ。不幸になるのはおまえと魔物だけだ。人外同士が戦ってくれるんだから、人間にとっては悪い話じゃない」

『……わたしにはそんな力はない』

「何か？　おまえは自分にできないことを俺たちにやれと、それも安い報酬で？　おまえの本職はありがたくて安い説教をする神父か何かか？」

『わたしは神父にはなれない。その資格はない』

　その言葉はわずかに震えがあった。

「言い訳ばかりだな。できるできないじゃなく、まず自分でやってみろよ。偉そうなことはその後で言え。口ばっかりの人間なんて誰が信用する？」

『……預言者は勇者を導く存在。それ以外のことはできない』

　預言者の声が次第に小さくなっていく。

「決めつけるなよ。自分の可能性を否定するな。亡霊みたいな姿をしているが、頑張れば人間にだってなれるかもしれないぜ？」

　俺は肩をすくめた。すぐにこの不毛な会話を打ち切って寝たかった。

「あとは冒険者にでもなって仲間を集めれば、魔王だって倒しに行けるさ。寿命の短い、お勧めはできない人生だがね。でもそれがおまえさんの理想なんだろう？」

『わたしは亡霊ではない。おまえと同じ人間だ。今更、冒険者になることなどできない。わたしは何もできないんだ』

　預言者は俺の冗談を真に受けて、むきになっているようだった。

　人間？　預言者は人間だったのか？　俺は少し興味が湧いた。

「何言っているんだ？　こんなところに幻を飛ばせるようなら、すごい魔法使いか何かなんだろう？　もっと他にやれることがあるだろうが？」

『他には何もできない。これだけだ』

「マジかよ!?　ただ相手に幻を見せて、勇者に仕立て上げるのが預言者の仕事か？　言っておくが俺は勇者なんかにならないぜ？　完璧に選ぶ相手を間違っている。ってことは、これで人間は滅亡するのかよ？　おまえ、もっと真面目に仕事しろ？　おまえも一応同じ人間なんだろ？」

　どうやらこの預言者は本物のようだ。俺が警戒している相手なら、こんなことは言ってこないだろう。

　ただ、どちらにしろ俺には魔王を倒すほどの力はない。年齢も三十を超えて、これ以上は自分の力が伸びないことも知っている。そもそも俺に勇者になる資格なんかなかった。

『真面目にやっている！　何度も何度も繰り返している！』

　そう叫ぶと預言者は消えていった。

　とりあえず、俺は寝ることが許されたらしい。しかし、「何度も繰り返している」ってどういう意味だ？




　　　　※　※　※




　翌日、俺たちはガスタンから出発した馬車の一台に身を潜めていた。

　気分は出荷される牛だ。もっとも向かっている先は屠と畜ちく場じようではなく魔物たちが待ち構える地獄なのだが、似たようなものだろう。

「隠れる必要があったのか？」

　普段は口数の少ないエフセイが、うんざりしたような声を上げた。穀物を運ぶための粗末な馬車だ。あまり長居したくない気持ちはわかる。

「念のためだ。魔物だって楽に仕留められる馬車を襲いたいだろうよ。俺たちのような腕利きがこれ見よがしに護衛していたら、びびって襲ってこないかもしれないだろ？」

「レナードって変なところで真面目よね。本当にお金のためなら何でもするんだから」

　ソフィアも馬車の乗り心地があまり気に入っていないようだ。

「金のためなら何でもするさ。金がなければ何もできないからな。世の中、金だ。ソフィアだって、結婚するなら金のある相手のほうが良いだろう？　まさか、優しさで選ぶとか言うなよ？　そんな夢見がちな年でもないんだからよ」

「金を持っていたって、金遣いが荒かったら何の意味もないわよ」

　ソフィアが俺を揶や揄ゆした。

　それを言われると弱い。確かに俺の金遣いは褒められたものではなかった。

「わたしは相手の心で選びます」

　珍しくニーナが話題に加わってきた。いつもは黙っていることが多いのだが、結婚相手にはこだわりがあるかもしれない。

「じゃあ、俺なんかぴったりだろう。多分、この中じゃ一番心が清らかだ」

「おまえのどこが清らかなんだよ」

　エフセイが苦笑いした。

「あんたの心が清らかだったら、世の中に汚濁は存在しないわ」

　ソフィアが鼻で笑った。

「そうですね……」

　ニーナだけは真面目な顔をしていた。

「レナードはきっと清らかな人間だと思います。残念ながら、わたしの結婚相手にはなりませんが」

　そう言って微笑ほほえんだニーナの顔は、まるで少女のように無む垢くで可愛かわいらしいものだった。実年齢は三十を超えているのだが。

　意表を突かれた俺は何も言えなかったが、そこで馬車が急に止まった。

「お客さんかな？」

　エフセイが馬車の床に置いていた槍やりを掴つかんだ。

「行くか」

　俺は擬装用に積んであった荷を蹴飛ばして、外に降りた。

　馬車が止まっていた場所は森の中の道。まあ、人間が住んでいない場所など、大抵森か荒野なのだが。近くには同じように荷を積んだ馬車が十台くらい並んでいる。魔物たちに襲われたわけではないようだ。




　先頭の馬車のほうに目をやると、道の先が倒木によって塞がれていた。恐らく魔王軍の仕業だろう。よくある手だが効果的だ。

　馬車の御者たちがうろたえている。

「おっかない魔物どもがやってくるぞ？　狙いは馬車の積み荷だ。さっさと逃げ出したほうがいいぜ？　俺たちはおまえらを守る気なんか、さらさらないからな」

　その言葉に嘘はない。人を守りながら戦うのは効率が悪く、勝算が立ちにくくなる。俺たちの目的は魔物どもの討伐であり、積み荷や御者を守ることではない。

　俺の声を聞いた御者たちが次々と馬車を降りて、慌てふためいて逃げていった。

「ソフィア、周囲の探索を頼む」

　荷台からようやく降りてきた眼鏡の魔法使いに、俺は声をかけた。

「もうやっている！」

　ソフィアはすでに探知の魔法を使っていたようだ。話が早くて助かる。

「前方の森の中から反応があるわ。数は二十から三十くらいね。左右から挟み込むつもりのようよ」

　探知を終えたソフィアが素早く報告してきた。

「俺は右側を引き受ける。エフセイ、左側を頼む」

　走り出すと同時に森の中から、おなじみの魔物どもが姿を現した。

　主にゴブリンだが、オーガも何匹か交じっている。

　無邪気に馬車に襲い掛かろうとしたゴブリンを一匹斬り伏せた。魔物たちの注意が一気にこちらに向いて、俺を取り囲もうと動く。

　そこにソフィアの雷の魔法が放たれた。

　身体を貫く電撃に、悲鳴を上げてのたうち回る魔物たち。かまわずに俺は連中を片端から斬り捨てていく。左側ではエフセイが同じことをしているはずだ。

　しばらく戦って襲ってきた敵はあらかた始末したが、当然これで終わりではない。この程度の数なら、今までに付いていた護衛の兵士や冒険者で十分だ。

　後方から馬のいななきが聞こえてきた。本命はそっちのようだ。

「回復を頼む」

　ニーナは黙って頷うなずくと、俺とエフセイに癒いやしを施した。傷はほとんど負っていないが、疲労は蓄積する。癒やしがあるとないとでは、この後の戦いがまったく違う。

　馬車の隊列の一番後ろまで回ると、魔物たちの群れが迫ってくるのが見えた。




　　　　※　※　※




（戦いが始まっている……）

　影法師に意識を繋つなげた預言者が見たものは、魔物たちと戦うレナードたちの姿だった。

　今までに何十人と勇者たちを導いてきたが、レナードには飛びぬけた強さはない。

　剣の腕で言えば、剣聖レオンには及びもしないだろう。ただ、パーティーとしての強さはなかなかのものだった。良く連携が取れている。

　普段の会話を聞いている限りでは、それほど仲が良いとも思えないが、いざ戦いになると彼らは綺き麗れいな連携を取る。だからといって、レナードのパーティーが魔王を倒せるかというと、望みは薄いように思えた。

（もうわたしにはわからない）

　預言者は疲れていた。最初に導いたレオンのときは、それこそ可能な限り意識を幻影に繋ぎ、自分に少しでもできることはないかと模索していた。

　けれど、できることなどほとんどなかった。

　預言者として勇者たちの信頼を得るために、未来に起こる出来事を伝えたくらいだ。

　しかも、状況が変われば未来も変化するので完全ではない。そのたびに自分の無力さを痛感した。自分は所詮影であると。

　導いた勇者たちに疎まれたことも少なくない。

「おまえの言葉を信じたせいで……」

　そう呪じゆ詛そのように言い残して死んでいった者もいる。

　言い訳はできない。

　彼らは「自分こそが預言者に導かれ、魔王を倒す勇者である」と信じていたのだ。

　今までの歴史がそうだったのだから、そう思い込むのは無理もない。

　しかし、実際は違う。預言者が何度も試行錯誤した結果、魔王を倒した者だけが勇者足り得る。誰が勇者であるのか、預言者自身にもわからないのだ。

　時間を巻き戻して世界をやり直す『世せ界かい編へん纂さん』。その回数が十を超えたあたりで、預言者が幻影と意識を繋げる時間は減っていった。

　たった十回。しかし、一度の『世界編纂』に費やされる時間は十年にも及ぶ。十回繰り返せば百年を超える年月となる。

　預言者の精神力はむしろ驚嘆すべきものと言えるだろう。

　だがそこには誰の賞賛もない。皆がすべてを忘れ、ただ預言者だけが覚えている。

　やり直すのだから肉体が疲弊していくことはないが、精神は摩耗していった。次第に預言者が幻影を通して勇者を導く時間が減っていくのは当然だった。




　レナードが剣を振るって魔人と戦っていた。このパーティーの基本戦術なのか、レナードが魔人に一騎打ちを挑むことがほとんどだ。

「てめぇの親の色を当ててやるよ！　親父おやじが赤で、お袋が青だ！　だから、おまえの色は紫なんだろ？　もしくは親父が青で、お袋が赤だ。違うか？」

　人語を解する魔人は怒り狂った。

「そんなに怒るなよ？　ひょっとして親父は黄色か何かだったのか？　悪いな、おまえのお袋の不貞を暴くような真似まねをしちまってよ」

　……ひどい挑発を魔人に投げかけながら、レナードは楽しそうに戦う。

　およそ勇者らしくない、品がなく粗野な男。だからこそ試しに選んでみたのだ。

　高潔で力のある人間は幾人もいた。しかし、長く行動を共にしていると、そんな人間にも粗が見えてしまう。翻ってレナードはどうだろうか？

　性格は最悪のように思える。しかし、そこには特有の強さも垣かい間ま見みえた。

　勝つためには手段を選ばない。どんな犠牲も厭いとわず、味方すらも利用する。

　徹頭徹尾、自分を善なる者として見做していないが故の強さだった。

　剣術も汚い。強敵を相手にする場合は、いきなり首や胴体の急所などを狙うのではなく、比較的無防備な指先や足から攻撃していく。そうやって相手を蝕むしばむように弱らせ、じわじわと追い込んでいくのだ。

　現に今レナードが戦っている魔人は手の指を何本か失い、足の脛が傷だらけになっている。正直見るに堪えない状態だ。

　他の魔物たちはレナードの仲間たちが押さえ込んでいる。

　戦士エフセイの槍さばきはなかなかのものだ。

　槍という武器の特性上、距離を保って敵を攻撃するのには適しているが、距離を詰められると弱い。しかし、エフセイは槍が複数あるかのように見えるほど、素早く突きを繰り出すことができた。その卓越した槍そう術じゆつのおかげで、距離を詰められることなく魔物を倒している。相手が格下だからこそできる技だろうが、強敵である魔人をレナードが引き受けている状況では有効だった。

　魔法使いのソフィアは効率的に呪文を唱えていた。

　いつどこに何の魔法を使うのが効果的なのか、よく考えられている。密集した敵には爆発する呪文、森の中に入った敵には木や草ごと燃やす炎の呪文、足止めしたい的には切り刻む風の魔法といった具合に。

　それに彼女はとにかく慎重だった。魔力を使いすぎないように、必要最小限の魔法しか唱えようとしない。いつ長期戦に陥っても問題ないように注意を払っているのだろう。

　僧侶ニーナは細やかに回復魔法を唱えていた。

　傷だけでなく、疲労具合も見計らって神に祈りを捧ささげている。レナードとエフセイが無尽蔵に動けるのは、彼女の支援があってこそだろう。

　意外なことにロッドを使って戦うこともできるようで、魔物が近づいてきてもゴブリン程度なら一撃で倒していた。そのせいか、恐れることなく前に出た。僧侶とは後ろに控えているのが普通なのだが、ニーナは常にレナードたちのそばにあろうとしている。

　彼らの戦い方は安定して隙がない。わたしが見てきた勇者のパーティーの中でも、上位の部類に入るだろう。ただ、年齢が三十前後なので、これ以上の伸びは期待できないかもしれない。恐らくそれでは魔王には届かないだろう。わたしは必死に戦っている彼らに失望している自分に気付き、自己嫌悪に陥った。




　やがて魔人が咆ほう哮こうを上げた。自分に迫る理不尽な死に耐えかねたように。

　レナードはそれに臆することなく、むしろ踏み込んで攻撃した。相手の怒りすらも彼にとってはチャンスなのだろう。

　レナードの剣が魔人の鎧よろいを貫通して、胸を、心臓を刺し貫いた。

　魔人の生命力は人間よりも遙はるかに強い。とはいえ、容赦なくここまで攻撃できる戦士はそう多くはないだろう。この瞬間だけ、レナードの顔は憎悪に満ちた歪ゆがんだものへと変貌した。恐らく、わたしが導いてきた勇者の中でも、彼はもっとも魔人を憎んでいる。それが何に由来するものなのか、わたしは知らない。

　レナードはすぐにいつもの飄ひよう々ひようとした表情に戻ると、残った魔物を倒すために仲間のもとへと向かった。




　そしてすべての魔物を倒し終えた後、意外な人物がレナードたちの前に現れた。

　彼らが魔王領から救出したエルデリアの商人だった。

「予定通りだな」

　レナードは商人に言った。

「随分、派手にやりましたね」

　商人は魔物たちの死体を見て、うんざりしている様子だった。

「これがアルカンドに持っていってもらう積み荷だ。馬車も付いている。十分だろ？　御者の数は揃そろっているか？」

「言われた通り揃えてきましたよ」

　商人が乗ってきた馬車から男たちがぞろぞろ降りてきて、レナードたちが乗ってきた馬車の御者台に座った。

「話はついている。ガスタンの村長は積み荷の横流しを了承済みだ。アルカンドの領主も積み荷が届くことを知っている。後はおまえが届けるだけだ。金貨三百枚の仕事だ。しっかり頼むぜ」

　レナードが商人の肩を叩たたいた。

「レナード、あなたは一体……」

　商人の顔には複雑な感情が見え隠れした。

「余計なことは言うなよ？　俺は金次第で何でもする男だ。そういうことにしておいてくれ。実際にそうだしな。世の中は金がすべてだ。だから、おまえさんだって積み荷をアルカンドに持っていってくれるんだろ？」

　レナードは皮肉っぽく笑った。商人も丸い顔を綻ばせた。

「ええ、わたしは商人ですから。金額分の働きは必ずします。積み荷はアルカンドまで確実に届けさせてもらいます」

「頼むぜ」

　商人たちは馬車の隊列を組み直すと、アルカンドに向かって去っていった。




　　　　※　※　※




『あれは一体何だったのだ？』

　レナードたちは商人たちが乗ってきた馬車を譲り受けて、近くの街へと移動を始めた。しかし、さすがにその夜はたどり着けず、今は野宿をしている。

　そして、仲間たちと交代で見張りについたレナードの前に、預言者は姿を現していた。疲れ切ったエフセイたちは、馬車の中でよく寝入っているようだ。

「何のことだ？」

　レナードは焚たき火びに目をやったまま静かに言った。仲間を起こすまいと配慮しているのかもしれない。

『何故、あの商人がやってきた？　そして、何故積み荷をアルカンドに運んで行った？』

「どうでもいいことさ。おまえさんが気にする世界の行く末には関係ないことだ」

　焚火の光に照らされたレナードの顔は、不思議と穏やかなものだった。

『どうでも良いことではない。教えてくれ』

「おまえさんにそれを話すメリットは見当たらないが……」

　レナードは近くにあった小枝を焚火の中に投げ入れた。枝がパチリと音を立てて、ゆっくりと燃え上がる。

「そうだな、じゃあお互いの秘密を話すとしようか」

『秘密？』

「おまえは少し前に俺に『繰り返している』と言っただろう？　あれはどういう意味だ？」

　預言者はこの世界の行く末について考えた。恐らく今回も駄目だろう。そうであれば、レナードに隠す必要はないのではないか、と。

『わたしは世界を何度もやり直している』

　預言者は意を決して秘密を口にした。それほどまでに目の前の男のことが知りたかった。

「何だそれは？　意味が分からないな」

　レナードはやはり静かに笑った。それは預言者を嘲るようなものではなく、自分の無知を自嘲しているようだった。

『わたしには何の力もないと言ったが、あれは嘘だ。ひとつだけ力がある。わたしには世界をやり直せる力がある』

「だから、世界をやり直すって何だ？」

　レナードの眉間に皺が寄った。

『……わたしが死ぬと世界は時間を巻き戻す。今だと、ちょうど六年くらい前になるな。そしてわたしは新たに探すのだ。魔王を倒してくれる勇者を』

「あんたが死ぬと？　それじゃあ、永遠に世界はやり直し続けるじゃないか」

『寿命による死は受け入れられる。しかし、それ以外の死は世界の再編へと繋がる。そして、魔王を倒さない限り、わたしは必ず死ぬ運命にある。何をしても無意味だ。魔王を倒す以外に世界のやり直しを止める術はない』

「ということは、あんたは魔王を倒せる勇者を知っているわけじゃないのか？」

『わたしは勇者を知らない。ただ魔王を倒すまで繰り返すだけだ。十年ほどの旅を何度も、何度も。もう何十回と同じことを続けている』

「本当かよ？　そいつはかなり重要な秘密に聞こえるが、俺の大したことのない秘密と交換していいようなものなのか？」

　そう言った瞬間、レナードは気づき、口の端を歪ませた。

「……なるほど。今回の勇者候補様では魔王を倒せないと思ったと。つまり、俺たちでは無理だってことか」

『いや、今回の勇者の候補はおまえとは別にいた。そして、彼は既に死んでいる。少し前におまえが埋葬した若者だ。覚えているか？』

　レナードは顎に手を当てて、少し考えた。

「ああ、魔人に殺されていたヤツか。悪かったな、もう少し俺たちが早かったら、助けられたかもしれなかったが……」

『いや、彼ではどちらにしろ魔王は倒せなかっただろう。だが、確かに早い死だった。世界を巻き戻すには時期尚早だと思った。だから、わたしは……』

「なるほど、時間が余ったから俺を試してみようと思ったのか。ようやく納得いったよ。何であんたが俺なんかを勇者に選ぼうとしたのかが」

　レナードが肩をすくめた。

『おまえたちは腕の良い冒険者として有名だった。だから、その力を見てみたかったというのはある。レナード、おまえは確かに力のある冒険者だ。しかし、魔王の力は強大なのだ。剣聖レオン、聖女マリアは魔王のもとにすらたどり着けずに死んでいった。大賢者ソロンは魔王と戦い、深い絶望の中で死んでいった。おまえは彼らほどの力は持たず、若くもない。これ以上の成長は望めないだろう。……すまない』

「別に良いさ」

　レナードは新たな枝を近くから拾って、再び焚火に投げ入れた。

「おまえには何度も言っただろ？　俺は勇者じゃないって。俺はな、本物の勇者を知っているんだよ」

『誰だ？』

　預言者の声が硬くなった。藁わらにもすがる思いで新たな勇者候補を知りたいのだろう。

「昔、俺と同じパーティーにいたルークって戦士だ。十五年前に死んだよ。あんたは六年前からしかやり直せないのか？　十五年前には戻れないのか？」

『戻れない。十五年前はわたしは預言者の任を負っていなかったからだ。巻き戻しはわたしが預言者になった後から始める。……十五年前というとマリカの戦いか？』

「ああ、ルークさんは、俺の勇者はそこで死んだ」

　レナードは少し大きめの枝を拾い上げて、乱暴に焚火の中に投げ込んだ。預言者が十五年前に戻れないことに失望したことを示すように。

「俺はな、あの戦いには参加していないんだ」

『なんだと？』

「みっともない話さ。魔王軍を目の前にしてよ、ビビッて逃げちまった」

『だが、おまえはマリカ国の戦いで生き残ったと……』

「生き残ったのは本当のことだろう？　一応、戦場にまでは行ったからな。行って、戦わずに帰ってきただけだ。嘘は言っていない」

　レナードはまた肩をすくめた。

「だがな、俺の仲間たちは本当に戦ったんだ。それで生き残った。俺は偽物だが、あいつらは本物だ。だから仲間になってもらったのさ。頼み込んでな。まあ、あいつらには脅迫に聞こえたかもしれないがね」

『おまえだって十分に強い』

　預言者の言葉には労いたわりがあった。

「ありがとよ。でもな、強さってのは剣の腕とかじゃないんだ。生き方っていうのかな？　俺が勇者だと認めた人は、強かったけど生き方もカッコ良かった。俺はああいう人になりたいと思って冒険者になったのに、いざとなったら死ぬのが怖くて逃げだしちまった。しかも言い訳をいっぱい並べてな。カッコ悪いにもほどがある」

　レナードはその言葉と共に、枝を思い切り焚火の中に投げ入れた。

「断っておくが、俺は別に自分が間違っていたとは思っていないんだ。怖かったら逃げるのが当たり前だ。人間ってのはそんなもんさ。命が惜しい、酒が飲みたい、美味うまい物が食いたい……そういうものさ。で、命だろうが何だろうが、大抵の物は金で買える。だから、金が世界で一番正しい。違うか？」

『…………』

　預言者はそれを否定したかったが、返す言葉が見つからなかった。

　百年を超える旅をしてきて、預言者は人間にとって何が正しいことなのかがわからなくなっていた。人間のために命を懸ける勇者は美しい。何な故ぜなら、その行為が稀け有うなものだからだ。常識から外れたところにあるから、人々の憧れになり、そこに美しさを感じる。そのことは理解していた。

「黙られると困っちまうな」

　レナードが苦笑した。

「俺はな、それを実践したんだ。命を惜しんで逃げた後、戦える冒険者が減って、俺みたいなのが重宝されるようになって荒稼ぎした。逃げて大正解。美味い物を食って、酒を浴びるほど飲んで、贅ぜい沢たくもして、それで『最高の人生だ！』って、自分に言い聞かせていたんだ。でもよ、金で買える物ってのは、大抵すぐに飽きちまうんだよ。食い物だろうが酒だろうが、次の日には記憶から薄れて、あっという間に消えちまう。形に残るものだって、すぐにそこにあることに慣れちまうんだ。で、喜びもどこかへいっちまう。その程度のもんさ。それで残るのはあのときの記憶だ。ルークさんを見捨てて逃げたときの記憶」

　レナードは焚火から空へと目を向けた。




「俺がルークさんを見殺しにした。俺が勇者を殺したんだ」




『そんなことは……』

　預言者はこの男に何かを言ってやりたかった。

「わかっている。俺がいてもいなくても結果は同じだっただろう。でも、あのときの後悔がいつまで経たっても腹の中で燻くすぶっていやがる。そいつをどうにかしないと、俺は先には進めないんだよ。もちろん、勇者になんかなれやしない」

　レナードが預言者に目を向けた。

「無駄話がすぎたな。聞きたかったのは商人の話だったか？　あれはな、報酬の金貨四百枚のうち三百枚分をチャラにして、代わりに仕事を請け負ってもらったんだ。ガスタンの穀物をアルカンドに運んでもらう仕事をな。穀物はあれだけじゃない。他にもガスタンから直接穀物を運んでもらう約束になっている。魔物に奪われたということにしてな」

『何故、アルカンドに穀物を運ぶ？』

「簡単な話さ。アルカンドでも、報酬の代わりにひとつお願いを領主にしたんだ。『流民を受け入れてくれ』ってな」

『流民？』

　アルカンドで見た流民たちの姿を、預言者は思い出した。あのとき、レナードは流民たちを粗雑に扱っていたはずだ。その姿を見て、預言者はレナードのことを軽蔑した。

「戦争で故郷を追われた連中だ。金がないからどこにも行く当てがない貧乏人どもさ。だから、金を出せば簡単に救える軽い命だよ。その軽い命すらも誰も救わないご時世だがね。まあ、あいつらを救うのはニーナとの約束でもある」

　預言者も流民たちの存在は認識していた。『世界編纂』を始めた当初は「いつか救う」と誓った命だった。魔王さえ倒せばどうにかなると思っていた。けれど、世界が救われるまで、彼らがどういう思いをするのか、そこから目を背けていた。

「だがな、アルカンドも流民をいくらでも受け入れられるほど余裕があるわけじゃない。戦争中で食い物の値段だって高騰しているんだ。領主からは受け入れる代わりに食料の調達を要求された。それは仕方ないことさ。金があっても現物がなければ、どうにもならない。現にガスタンからの荷馬車は、魔物たちの標的にされていたしな。それでガスタンから穀物を輸送する手段と、穀物そのものを確保することが必要になったわけだ。穀物の売り先は役人どもに管理されていて横流ししてもらう他なかったから、口が堅い運び手が必要だった。その点、信用できる商人は金さえ払えば、その辺のことはわきまえている。なにせ自分たちのついでに、子供まで連れていこうとするようなお人良しだったからな」

『おまえは流民を救うために、ガスタンにまで行ったのか？　彼らのために高い報酬を求めていたのか？』

「違うね。全然違う」

　レナードは鼻で嗤わらった。

「俺は金を好きに使っただけさ。金は尊い。命まで救えちまう。偉そうな王や貴族どもに救えなかった命だ。神からも見放されている。金さえ持っていれば俺なんかでも、そんな命を救えちまうんだ。しかも、命ってのは続いていく。明日明後日に消えるようなものじゃない。『あいつらの命は俺が救ってやったんだ』と思えば、それなりに良い気分になれる。酒も美味くなるってもんだ。酒の肴さかなのようなものだよ。大体、報酬を全部あいつらのために使っているわけじゃない。商人から約束された金貨四百枚のうち百枚は自分たちで使っているしな。それだけあれば十分遊べるんだよ。余った金を使っているだけさ」

　金貨百枚あれば数年は遊んでいられる金になる。レナードの言うことに嘘はない。

「それにガスタンまで行ったのには、別に用事があってのことだ。食料を調達したのはついでにすぎない。俺たちには俺たちの目的があるのさ」

『何だそれは？』

「すぐにわかるさ。すぐにな」

　レナードはそれ以上口を開こうとせず、しばらくしてエフセイと交代で馬車の中で眠りについた。
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　マリカの戦いの後、俺は冒険者を続ける気がなかった。

　他の連中と組むなんて、まっぴらごめんだったからだ。あの戦いに参加しなかった冒険者など、偽物のようなものだ。

　とはいえ、生きていくには金を稼がなければならない。だから俺はひとりでできる依頼を探しては、それをこなすことで日銭を稼いでいた。

　マリカで一応は人間側が勝利したおかげで、しばらくは平和なものだった。

　ところが五年もすると、また魔王軍が動き始めた。

　あれだけの犠牲を出しておいて、たった五年しか平和が続かなかったのだ。

　でも俺には関係ないことだ。俺はもうあのとき十分戦った、そう思っていた。

　そんなときに耳にしたのが、レナードの噂うわさだった。

　マリカで生き残ったことを自慢げに吹ふい聴ちようし、報酬が高い仕事しかしないという冒険者。

　しかも、金次第では何でもやるらしい。あの戦いで生き残って、冒険者で金かね儲もうけをしているヤツがいるだなんて、俺には信じがたかった。

　冒険者が集まる酒場でその姿を見かけたことがあったが、俺と同じくらいの年で軽薄な笑いを顔に張り付けたような男だった。

　──嫌なヤツ──。

　それが初めてレナードを見たときの印象だ。

　とても俺と同じ経験をした男の顔に見えなかったからだ。

　何をのうのうと生きていやがる。何で笑っていられる。おまえはあのときのことを忘れたのか、と。

　そして、気付いた。ああ、俺は自分のことが許せないのだと。

　マリカの戦いで生き残ってしまった自分のことが。




　情勢は日々悪化していった。魔王軍が再侵攻を開始し、人間側は負け続けた。

　だからと言って、俺が何をするわけでもない。俺の中で世界はマリカの戦いのときに終わっていた。俺は死んでいるようなものだった。

　世界の行く末に目を瞑つぶって、ただ槍やりを振るう。黙々と日銭を稼ぐ。それだけだ。

　ところがそんな俺に声をかけてきたヤツがいた。

　それがレナードだった。

　俺が家に入ろうとしたところを、後ろから呼び止めてきたのだ。

「よう、あんたのことは聞いているぜ。マリカの生き残りだそうじゃないか。どうだ、俺と組まないか？」

　こいつが特定の冒険者と組まないことは知っていた。依頼によって組む相手を変えて、報酬は自分が多く取っていくと有名だった。

「他を当たりな。俺はおまえのことが嫌いだ」

　もちろん、俺がレナードに愛想良くしてやる理由はない。

「残念ながら、俺はおまえのことが好きなんだ。頼むよ、俺と組んでくれないか？」

　きつく断れば悪態をついて離れていくと思っていたが、レナードの反応は意外なものだった。いつもの軽薄な面だが目は真剣だ。

「おまえの話は聞いている。依頼によって仲間を変えるんだろ？　槍使いなら他にもいくらでもいるだろうが。俺である必要がどこにある？」

「エフセイ、俺があんたを誘っているのは、一晩限りの安い付き合いのためじゃない。俺はあんたと仲間になりたいんだ。そうなったら浮気はなしだ。神に誓ったって良い」

　まるで女でも口説いているかのように、レナードは俺に迫ってきた。

　確かこいつにはそういう趣味はなかったはずだと、記憶をたどりながら俺は後ずさった。

「悪い話じゃないぜ？　俺の残りの仲間はふたりの女だ。しかもふたりとも、とびっきりの美人ときている。こんなチャンスは人生に一度っきりしかないぜ。どうだ？」

　まるで歓楽街の質たちの悪い客引きのようだ。とても仲間に誘っているようには思えない。

　その強引な勧誘に、俺は家の扉のところまで追い込まれた。かつてないピンチだ。

　と、そこでレナードの背後から、ヤツの頭に向けて杖つえが振り下ろされた。

「いてっ！」

　叩たたかれた頭を押さえたレナードの後ろに見えたのは、ふたりの女の姿だった。

「あんたに任せたわたしが馬鹿だったわ」

　呆あきれたように言ったのは、レナードを杖で叩いた眼鏡をかけた女だった。恐らく魔法使いだろうが、紫がかった長い黒髪が目を惹ひく美人だ。

「わたしたちを餌に使って勧誘するのは感心しませんね」

　もうひとりは肩のところで髪を切きり揃そろえた赤毛の女だった。神官服に身を包んでおり、一見地味だが、よく見れば顔立ちは整っており清せい楚そな印象を受ける。

　このふたりがレナードの言っていた仲間なのだろうか？　それならレナードの言っていたことは、あながち嘘うそではなかったようだ。

「少し話をしない？」

　黒髪の女が言った。

「わたしたちは全員マリカの戦いの生き残りなのよ。たまには昔話も悪くはないでしょう？」

　美人にそんなことを言われて、断れるはずもなかった。




　俺は三人を家に入れた。レナードは余計だったが、まあ仕方がない。

「それで昔話って何を話すんだ？」

　俺はレナードを無視して、ソフィアと名乗った黒髪の女に尋ねた。赤髪の女はニーナというらしい。言われてみれば、マリカの戦いのときに参加した義勇軍の中に、同じくらいの年の若い魔法使いの女と僧侶の女の姿があったような気がする。

　俺はソフィアとニーナに椅子をすすめ、レナードは立たせたままにしておこうと思ったのだが、あいつは勝手に椅子に腰かけていた。

「ただの身の上話よ。ちょっとした儀式みたいなものね。あの戦いを経験した人間は何かしら抱えているわ。それを人に話すことで気持ちを軽くするわけ。仲間になる、ならないは、その後でいいわ」

　ソフィアは上から話すような感じはあるものの、さっぱりした気質の人間のようだった。

「ほぼ初対面の人間に、俺の過去の話をしろと？」

　いくら美人が相手とはいえ、それには少し抵抗があった。

「そうね、じゃあわたしたちから話をするわ」

　そう言うと、ソフィアは自分の生い立ちから話し始めた。慣れているのか妙に話し方が上手うまい。その次に話したのはニーナだったが、こちらは僧侶らしく重々しい語り口だった。

　ふたりは出自の違いこそあれ、マリカの戦いで生き残った後は似たような生き方をしているように思えた。

　生き残った罪悪感から現実に目を背けてきたという──俺と同じように。

　ふたりが話し終えた後、俺はレナードに目を向けたが、ヤツは肩をすくめて俺に先に話すように促した。少し腹が立ったが、ふたりの女に先に話をさせておいて俺が話さないというのは恰かつ好こうがつかない。仕方なく、俺も身の上話ってヤツを語り始めた。

「俺の親父おやじは傭よう兵へいだった。槍を得意としていてな、俺もガキの頃から槍を振り回して遊んでいたものさ。それで行き着いた先が傭兵か冒険者の二択で、冒険者を選んだにすぎない。

『傭兵よりも冒険者のほうがマシだ』と親父に言われたということもあるな。

　自分で言うのも何だが、若いわりには腕が立った。他のヤツとは年季が違ったからな。それで待遇の良いパーティーに入って、そこそこ順調な人生を歩んでいたよ。あんたらと同じようにな」

　俺はソフィアとニーナに目を向け、ふたりとも軽く頷うなずいた。

「で、やっぱりあんたらと同じように、マリカの戦いで痛い目に遭ったってわけさ。慣れ親しんだ仲間たちは、みんなあそこで死んじまった。それは仕方ないことだ。腕がないヤツは死ぬ。冒険者はそういうもんだ。だがな、俺は負けっぱなしってのは性に合わなかった。それで魔王軍の大将を狙うことにしたのさ」

　ソフィアたちが息を呑んだ。良い反応だ。話し甲が斐いがある。

「そいつはすぐ見つかった。魔人たちが密集している中で、一際身体のでかい黒いのがいたからだ。なにせオーラが違う。こいつはヤバいという臭いをプンプンさせていやがった。

　俺は身を低くして動いて、できるだけ戦いを避けながら、何とか後ろに回り込もうとしたんだ。あの黒い魔人の首に槍を突き刺すためにな。

　で、その回り込みには成功した。別に俺が上手くやったわけじゃない。ひとりの戦士が魔人たちを相手に派手に戦っていたからだ。

　ルーク──あんたらの話にも出てきた人間最強の戦士だ。あの人は黒い魔人目指して正面から突っ込んでいった。無謀としか言いようがなかった。できるわけがない。だが、おかげで敵の注意はルークに向かい、俺は魔人の背後を取ることができたってわけさ」

　気づけば、レナードが軽薄な面を引っ込めて、ひりつくような緊張した面で俺の話に聞き入っていた。

「俺は跳躍した。黒い魔人よりもはるかに高く。やった、と思ったよ。俺の槍はあいつの首を捉えていたからな。けれど、槍はあっさりと魔人の腕に払われた。まるで虫でも追い払うかのように軽い手つきで。地面に転がった俺に向かって、あいつは言ったよ。

『わたしを狙ったおまえは正しい。ただ、力が足りなかっただけだ』と。

　格の違いってヤツだな。さすが魔王軍の大将なだけはあった」

　今思い返してもぞっとする。正面から対たい峙じしたあいつは、人間が勝てるような相手とは思えなかった。

「それで？」

　ソフィアが続きを促した。先が気になって仕方ないようだ。

「俺は精いっぱいの強がりを口にしたよ。『名前くらい名乗れよ』ってな。あいつはご丁寧に『ベルゼラだ』と教えてくれたよ。割と良いヤツかもしれない」

　俺は冗談めかして言ったが、誰も笑わなかった。

「その人の良い魔人様は、黒いオーラが纏まとわりついている大剣を俺めがけて振り下ろした。正直、死んだと思ったよ。目も開けていられなかった。だがな、観念した俺の前に、ひとりの戦士が立った。それがルークだ。あの敵の中を抜けて、ベルゼラのところまでやってきたんだよ。信じられなかった」

　あの後ろ姿は一生忘れることがないだろう。俺にとって勇者はあの人以外にはありえない。誰が何と言おうと。

「ルークはあの魔人の大剣を剣で受け止めると俺に言った。『後は任せろ。おまえはそのまま後ろに向かって走れ』ってな。確かに後ろには魔物の数は少なかった。しかし、俺にだって意地はある。俺はルークを助けようと思ったんだ。最初はな」
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　俺は首を横に振った。

「だが、無理だった。ルークとベルゼラの戦いは凄すさまじく、そこに割って入れるほどの力は、俺にはなかった。俺だけじゃない。他の魔人たちだって近づくことすらできずにいた。

　ふたりの戦いは初めこそ互角だったが、徐々にルークが押され始めた。当たり前だ。ここまで激しい戦いを何度も繰り返して、ルークはようやくベルゼラのところまでたどり着いたんだ。もうほとんど体力は残っていなかった。でも、ルークは俺のほうを振り返りもせずに叫んだ。『何をしている！　早く行け！　無駄死にをするな！』ってな。

　それで俺は走った。俺は何の役にも立たなかった。せめて足を引っ張るのは避けたかったんだ。ベルゼラは言ったよ。『あの程度の人間を逃がすために盾となるか、おまえこそ無駄死にだぞ？』と。悔しくて仕方がなかった」

　俺はそこで一息ついて話を区切ったが、誰も何も言わなかった。

「その後、『人間をなめるな、魔人！』というルークの叫び声が聞こえた。振り返るとベルゼラとルークの影が重なっていた。お互いの肩を斬り合っていた。だが、ルークの剣はベルゼラの肩をわずかに斬り裂いただけで、ベルゼラの剣はルークの胸にまで達していた。俺は走ったよ。そして、二度と振り返らなかった」

　俺は深いため息をついた。情けなくて苦い記憶だった。

「話はこれで終わりだ。生き残ったといっても、逃がされたようなもんさ。別に力があったわけじゃない」

　場に重い沈黙が訪れた。だが、ソフィアが言っていたように、俺の中にあったつかえのようなものが取れた気がした。そんなに悪い気分じゃなかった。

　少し時間を置いた後、俺はレナードに目を向けた。

「おまえも話せよ、レナード。正直、おまえが義勇軍にいたことは覚えちゃいないが、同じ戦場で戦っていたんだろ？」

「俺は戦ってない」

　レナードは硬い顔をして言った。

「何？　おまえはマリカから生きて帰ってきたと聞いていたぞ？」

　さすがマリカから帰ってきた男は違う、と冒険者の間でも評判になっていたはずだ。

「そいつは嘘じゃない。俺は確かにマリカから帰ってきた。戦いが始まる前にな。俺は戦わずに逃げたんだよ、おっかなくなってな」

　途端に怒りを感じた。こいつは騙かたっていたのだ。あの戦場を知っていると、さも自分が歴戦の冒険者であるかのように。

　知らなかったのか、ソフィアとニーナも目をむいていた。

「ふざけるな！　誰がおまえのようなクソ野郎と組むか！　恥知らずが！」

　腰かけていた椅子から立ち上がって、俺はレナードを突き飛ばそうとしたが、その手を掴つかまれた。

「知っている。俺はクソ野郎で恥知らずだ。じゃあ、エフセイ。おまえは何だ？　今何をしている？　何な故ぜこんなところにいるんだ？」

「なっ!?」

　俺の腕を握るレナードの手を振り払おうとしたが、逆に強い力で押さえ込まれた。

「おまえは逃がされたと言ったな。それだけか？　おまえを逃がしたルークは何のために死んだんだ？　魔王軍を五年ほど追っ払って、それで終わりか？」

「……おまえに何がわかる。あそこから逃げ出したおまえに」

「さあな？　俺はわかっているのかもしれないし、わかっていないのかもしれない。だが、そんなことはどうでもいいんだよ。俺は逃げちまったんだ。そいつは靴に入った小石のようにいつまでも俺を不快にさせる。それを何とかしないことには、先には進めないんだよ。おまえならわかるんじゃないか、エフセイ？」

　レナードの言葉は俺の心の深いところをえぐった。

「……なんだ、おまえは何をするつもりなんだ、レナード？」

「俺はベルゼラを殺す。手伝ってくれよ、エフセイ。俺はあの日、逃げたことをなかったことにしたいんだ」
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　ガスタンからさらに西に行った街の酒場で、レナードは次の依頼を探していた。

　ここは魔王軍との激戦地に近く、冒険者だけでなく傭よう兵へいなども集まっており、物騒な賑にぎわいを見せている。

　そんな中、ひとりの男がレナードに近寄ってきた。

「あなたがレナードさん？　各地で魔人を討伐してきたって噂うわさの」

　男は小太りで顔も丸く、表情を作らなくても笑っているような顔をしていた。

「ああ、そうだが。あんたは誰だ？」

「わたしはラルフといいます。仕事を受けてくれる人を探していましてね。でも誰でもいいってわけじゃない。腕が確かな人に受けてほしいんですよ」

　ラルフは人好きのする笑みを浮かべていた。

　酒場を通した冒険者への仕事の依頼は、相手を指名することはできない。そのためラルフのように、目当ての冒険者に直接仕事を依頼する人間もいた。ただ、手間がかかるのでその数は多くない。

「そいつはかまわないが、俺たちの依頼料は高いぜ？　仕事はきっちりこなしているのに、おかげで依頼人からの評判はからっきしだ。他を当たったほうが良いんじゃないのか？」

　レナードは自嘲するように口の端を上げた。

「いやぁ、最近はまともに戦える冒険者の数がめっきり減っていましてね。多少金はかかってもいいから、ちゃんと仕事をする冒険者を探していたんですよ」

「そうかい。でも、あんたに俺たちの依頼料が払えるのか？」

　レナードはラルフの恰かつ好こうを上から下まで見た。

　みすぼらしいという服装ではないが、金があるようにも見えない。ラルフという人間自身が、どこにでもいそうな一市民だった。

「わたしはあくまでも仲介役でして。依頼主は別にいます。だから、仕事のできる冒険者を紹介しないと不味まずいんですよ。わかっていただけますかね？」

　依頼の仲介役というのも珍しくない。身分の高い人間や金を持っている商人などの代わりに、細々と動く人間は必要とされる。

「なるほど。それで依頼はどんなのだ？　そいつを聞いてみないと何も始まらないぜ？」

「それもちょっと込み入った話でして。場所を変えませんか？　ここも悪くはありませんが、話をするには不向きでしてね。良いところを知っているんですよ。そこなら部屋を借りて話をすることができます。依頼を受けても受けなくても、お代はこっち持ち。あなたは何もしなくても一晩の酒代と飯代が儲もうかる。悪い話じゃないでしょう？」

　ラルフの話し方は上手うまかった。朗らかな表情も相まって、人の警戒感を解いて懐に入り込んでくる。

「確かに悪くはなさそうだな。でも良いのか？　俺は躊ちゆう躇ちよなくタダ飯を食うタイプの人間だぜ？」

「そういう人間が望ましいんですよ。肝が太くないと難しい依頼でして」

　ラルフはそう言うと、レナードを誘って酒場の外へ出た。




　レナードが連れていかれた先は、羽振りの良い商人たちが利用する酒場だった。

　店構えからして小奇麗で、一いち見げんで入るにはそれなりの勇気と金が必要になるだろう。

　ラルフは躊躇なく、その店の扉を開けた。

　中は品の良い調度品で統一感があり、客はそう多くはなかったが身なりは良い。

　そのためか、入ってきたレナードに殺伐としたものを感じ、胡う乱ろんな視線を向けた。しかし、ラルフが如じよ才さいない挨拶をすると、笑って挨拶を返して、すぐに興味を失ったようだ。

　ラルフは慣れた感じで店の人間に話しかけて部屋を取ると、そこにレナードを案内した。

　小さな個室にはテーブルと椅子がふたつ。すぐに店員が酒と食事を運んできて、手際よくテーブルに置くと、丈夫そうな扉を静かに閉じて出ていった。「後は好きに内緒話でもしてくれ」と言うように。

「それで、依頼内容ってのはどんなのだ？」

　遠慮なく酒を一杯あおると、レナードは話を切り出した。

「少し食事をした後にしませんか？　実はお腹なかが減っていましてね」

　ラルフはそう言うと、レナードに酒や食べ物を勧めつつ、自分も飲み食いし、他愛たわいのない話をした。自分の生い立ちから話し始め、レナードからも上手く話を引き出していく。

　そして、徐々にお互いがどんな人間であるのかを探るような会話へと移行していった。




「そうですよね。やはり金がないことには、世の中どうにもならない」

　適度な相あい槌づち、相手の望む表情と反応、ラルフは人から話を聞く術に長たけていた。

「ああ、だから俺たちも相応の依頼料を要求しているだけなんだがな、それがどうにもわかってもらえなくて困る。悪評ばかりさ」

　レナードも機嫌よく話しているようだった。

「ところでレナードさん。ここだけの話、戦況をどう思いますか？」

　ラルフがわずかに声を潜めた。

「どうもこうもない。人間側が勝つことはないだろうさ。俺たちにできることといえば、自分たちが生きている間に人間が滅びないことを祈るくらいだ」

　レナードは投げやりに答えた。

「やはりそういう見立てになりますか。さすが実際に魔人と戦っている方が言うと重みが違いますな」

　ラルフは何度もうなずいている。

「当たり前のことだ。魔人は人間より強い。力も魔力も。知恵もある。しかも、魔王をてっぺんにして統率が取れた動きをしている。それに比べて、人間側は未いまだに国ごとに対応が割れている始末だ。勝てると思うほうがおかしい」

「ええ、残念ながらそういう方向に行きかけていますな」

「……それとおまえの依頼と何か関係あるのか？」

　レナードの声色が低くなった。

「レナードさんは金を積めば何でもすると仰おつしやられていましたが、それに間違いはありませんか？」

　ラルフはレナードの質問には答えず、逆に問いかけた。

「ああ、金さえくれれば何でもするさ。世の中に金以上のものはない。命だって金で買える。相応の金を用意してくれればな」

　ラルフは小さな革袋をテーブルに置いた。ガチャリと金属同士がぶつかる鈍い音がした。

「これは前金です。準備のための資金と思ってください」

　レナードが革袋を掌てのひらの上に傾けると、金貨が滑り出てきた。

「気前の良いことだな。で、依頼の内容は？」

「殺しです」

　人の好よさそうなラルフの目に闇が宿る。

「……そいつは穏やかじゃないな。一体、誰をやるんだ？」

「勇者です」

「勇者？　勇者って誰のことだ？」

　レナードが怪け訝げんそうな顔をした。

「まだわかりません」

「話が見えないな」

　レナードの表情が険しいものへと変わっていく。

「これは万が一のときのための依頼だと思ってください。レナードさんの仰っていた通り、現状人間側の敗色は濃厚。恐らく魔王軍の勝利はまず間違いないでしょう。しかし、唯一の不安要素があるとすれば、勇者という存在です。わたしの依頼主は魔王軍が勝つことを前提に活動されている方でして、それがひっくり返ると困るのですよ」

「俺に人間を裏切って勇者を殺せと？」

　レナードの目が冷たく光った。しかし、ラルフは動じない。

「レナードさんは賢い方だ。先も見えている。この際、どちらに付くのか腹をくくるべきなのでは？　こちら側には、あなたが思っているよりも多くの方々が参加しています。中には貴族や大商人もいる。人間が負けた後のことを考えてね。賢い方々は皆そうしているんです」

　あなただけではない、とラルフは囁ささやいた。罪悪感を覚えるようなことではないと。

　それは人間側の敗北が見えてきているこの戦況下では、抗あらがいがたい誘惑に思えた。

「こちら側に来れば、魔王軍が勝利しても命の保証はされます。万が一、人間側が勝利したとしても、我々が口裏を合わせてしまえば事が露見することもありません。リスクは小さく、見返りの大きな話だと思いますが？」

「なるほど」

　レナードが一瞬で剣を抜き放ち、ラルフの首筋に当てた。

「俺も甘く見られたものだな」

　ラルフはそれでも動揺を見せなかったが、額から汗が滴り落ちる。

「前金が足りなかったですかね？」

「いや、おまえでは命の保証が不十分だ」

「……というと？」

　首に刃を当てられたままのラルフの声は、かすかに震えていた。

「魔人に俺たちの命の保証をさせろ。それが条件だ。でなければ信用できない。どうせ、おまえらの上は魔人なんだろう？　あいつらは騎士のように誇り高い連中だ。人間と違って嘘うそは言わない。だが、おまえを介して話を進めた場合、話に齟そ齬ごが生じる恐れがある。おまえが勝手に約束しただけ、っていう可能性もなくはないからな。だから、約束をするなら魔人と直接話をしなければ意味がない」

「魔人と直接？　いや、わたしは……」

「ベルゼラだ。知っているだろ？」

「……何な故ぜその名を？」

　ラルフの額から汗が絶え間なく滴り落ちる。

「俺はマリカの生き残りだぞ？　敵の大将の名前くらい知っているさ。魔人たちの頂点は魔王だが、侵攻してきている魔王軍の指揮をとっているのはベルゼラだ。そいつに話を通すことができれば、後になって話を反ほ故ごにされる心配はない。違うか？」

　人間を平然と裏切っているラルフは、見かけとは異なりかなり豪胆な男だったが、レナードの話を聞いて動揺していた。

（魔人に対する理解が高い）

　実際、レナードの言う通りなのだ。ラルフはベルゼラから大まかな命令を受けて行動している。裁量権はかなり大きい。勇者を暗殺する方法も彼の自由に任されている。

　ラルフが人間を裏切った理由は、人間側が負ける可能性が大きいということもあるが、それだけではなかった。

　人間たちの中には、魔王軍に寝返った者たちの組織が存在するのだが、その序列は身分ではなく働きによって決まっている。魔人たちは働きを適正に評価し、力があると見れば誰であっても取り立ててくれるのだ。

　ラルフはある商人の下で見習いから長年働いていたが、主の商人が血縁を重視していたために実力を認めてもらえず、ずっと燻くすぶっていた。

　そのために人間社会全体に不満を抱くようになり、魔王軍に与くみする組織で働くようになった。そこでは組織に貢献すればするほど地位が上がっていき、ラルフは初めて自分の能力が認められたのだった。

（何のしがらみもなく力を認めてくれる魔人のほうが、人よりも優れているのでは？）

　ラルフはそう信じるようになり、ますます組織のために働くようになった。

　現在、ラルフは組織全体を統括する立場にまで至っている。その組織の中では、ラルフは貴族や大商人よりも地位が上なのだ。

　ただ、地位が上がったとはいえラルフは叩たたき上あげなので、重要な仕事は自分ひとりで進めることが多い。だから、レナードの噂を聞いて、その評判を慎重に調査し、自ら組織に引き入れようと動いたのだ。人間を蔑んでいるがために、人を信じて使うことができない。それがラルフという男だった。

　剣で脅されたラルフは、レナードという男への認識を改めた。

　調査では「腕は立つが、金に汚い冒険者」という報告が上がっていたが、頭も切れるようだ。魔人のこともよく知っている。また、話してみた結果、合理的で割り切った判断ができる男だという印象を持った。人間社会への不信感も強い。

（引き合わせても問題ないか）

　ラルフは頭の中で様々な思案を巡らせた結果、そういう結論に至った。

「わかりました。会わせましょう。ただし、こちらの指定する場所に来てもらうことになりますが、それで問題はありませんか？　魔王軍の勢力圏内になると思いますよ？」

　それは最低限譲れない条件だった。というよりも、人間側の勢力圏に来てくれと頼んだところで、ベルゼラは応じないだろう。

「問題ない」

　レナードは剣を鞘さやに戻した。満足げな表情を浮かべている。

「俺の他に仲間が三人付いていくことになる。あいつらも直接命の保証をしてもらいたいだろうからな」

　それも問題ないと思われた。いくら腕の立つ冒険者たちとはいえ、たった四人である。強力な魔人たちに囲まれて、戦おうなどと馬鹿なことは考えないだろう。
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『どうするつもりだ？』

　その夜、預言者がレナードの部屋に現れた。

「見ていたのか？」

『見ていた。おまえはこれをずっと待っていたのか？』

「初めはおまえがそうなのかと考えていた。預言者のふりをして俺を試し、魔王軍に引き入れるつもりなのかと。もしくは、俺を誘い出して殺すつもりなのかと思っていたよ。どちらにしろ、まさか本物だとは思わなかったな」

　レナードは苦笑いを浮かべていた。

『これがおまえの目的か？』

「まあそういうこったな。魔王軍が再侵攻を始めてから、ベルゼラを倒す機会をずっと窺っていた。どうやって近づくか、どうやって戦うか。幸いと言っていいかわからないが、俺は評判が悪かったものだから、人間側に魔物に与する組織があるという噂はよく聞かされていた。ただ、さすがに連中は用心深くてな。その拠点が戦地に近い、西のほうにあるとは聞いていたが、どこにあるかはわからなかった。だから、西に向かいつつ、俺の悪評を広めていたってわけさ。まあ悪評はわざとではないがね」

『たった四人でベルゼラを倒すつもりか？』

「魔王軍に寝返るつもりだとは思わないのか？」

　肩を震わせて、レナードはくっくっくっと笑った。

『思わない。おまえはそんな男ではない』

「状況を考えればラルフの持ってきた話は悪くない。人間側は劣勢。魔王軍がすべての国を滅ぼすのは時間の問題だろう。それに魔人どもは話のわからない連中ではない。俺が知る限り、人間と違って嘘はつかないしな。むしろ、そこらの国の貴族よりはマシな頭をしている。自分たちにメリットがあるとわかれば、ある程度人間を残すことも厭いとわないだろう。だったら、魔王軍についたほうが利口ってもんだ」

『そこまでわかっていても、おまえは戦うのだろう？』

　笑うのをやめ、レナードは預言者をまっすぐに見た。

「どうかな？　案外、強い魔人を目の前にしたら、逃げちまうかもしれないぞ？」

『……おまえは逃げなかった。そこで死ぬ運命にある』

「なるほど、俺の末路も知っていたということか。だから、『西に行くな』と親切にも忠告してくれていたというわけか」

　自分の死の運命を知っても、レナードに動揺はない。

『行くな、レナード。最後くらいわたしの言うことを聞け。ベルゼラは強力な魔人だ。逃げるのは恥ではない』

「そいつは聞けないな。これは俺の仲間たちの願いでもあるんだ。俺もあいつらもマリカで生き残って、そこから先に進めずにいる。勝ち負けの問題じゃないんだ。マリカに置いてきたものがある。そいつを拾いに行かなければならない。おれはもう二度と逃げられないんだよ」

『機会を待て。今でなければならない理由はないはずだ』

「人間側はもう持たない。違うか？」

　預言者を見据えたレナードの目は静せい謐ひつをたたえていた。

『それは……』

　レナードの予想は当たっていた。この後、魔王軍の大攻勢が始まり、人間側は一気に崩れていく。恐らく分岐点のひとつであるが、これが覆ったことはない。

　魔王までたどり着いたソロンも、戦争のことは無視して旅をしていたのだ。

「そこまでは手が回らない」というのが、かの大賢者の言い分だった。預言者もそれは正しいと思った。一度にいくつものことが成し遂げられるほど、人は万能ではない。

「たとえおまえが上手くやって、勇者が魔王を倒したとしても、失った命は戻らないんだよ。俺がせっかく救った流民どもの命もおしまいだ。せっかく大枚をはたいたっていうのにな。それじゃあ、もったいないだろ？」

『おまえが気にすることではない。自分の命と金が何より大事なのだろう？　金がすべてだと。言っていることと、やろうとしていることが違うではないか。何故死ぬとわかっていて、おまえは戦おうとする？』

「言っておくが、俺に死ぬつもりなんかない。死ぬと言っているのは、おまえだけだよ」

『わたしのことが信じられないのか？』

「信じているさ」

『何？』

「おまえがいつか本物の勇者を導くと俺は信じている。百年だが二百年だが俺にはわからないが、おまえは世界を救おうと頑張ってきたんだ。とんでもない努力だ。そいつはいつかきっと実を結ぶだろうさ」

　その口調はいつものように冗談めかしていた。

『おまえにわたしの何がわかる！　数百年を孤独に歩んできたわたしの何を知っているというんだ？　わたしのやってきたことなど誰も覚えていない。誰も知らない。共に旅をしたところで、すぐに忘れ去られる。わたしは無力だ。今もおまえはわたしの言うことなど聞かずに、戦いに赴こうとしているではないか！』

　預言者は声を荒らげた。こんなことは数百年を超える旅の中で一度もなかった。

「少しはわかる」

『えっ？』

「多分、おまえさんは女で、身分が高くて、それで美人だ。合っているだろう？」

　口説き文句のように、レナードの口調は優しくて軽い。

『……何故そう思う？』

「美人ってのは自信に満みち溢あふれているものさ。いつも周りから賞賛され、優しくされているから、卑屈なところがない。あんたの声は男だか女だかわからないが、話し方から、そういう美人特有の自信みたいなものを感じたんだよ。自信のある男の場合は、もっと傲慢で自分の正しさを押しつけてくるものだが、あんたにはそういうところはなかった。で、尊大な口調はわざとらしくもあったが、使う言葉そのものには慣れを感じた。正しい言葉遣いってやつさ。だから、身分が高いことも想像がつく。あとはまあ、話の内容とかだな。どうだ？」

『……わたしは美しくなどない。人に寄生することしかできない醜い女だ』

「ということは正解か？　やっぱりな。そうじゃないかと思っていたんだ。俺は美人にはすぐ気づくんだぜ？」

　レナードはパチンと指を鳴らした。

『わたしの話を聞いていたか？　美人ではない。もう年だ。娘だっている。それにモノの美醜は何も外見だけの話ではない。わたしは何人もの若者を勇者にして死地に送った。わたしは醜い。自分が嫌になる。もう、こんなこと続けたくない……』

　預言者の声は次第にか細くなり、消え入りそうになっていった。

「死んだやつのことを気にすることはないだろう？　やり直せば、なかったことになるんだ。そいつらは死んじゃいない。いつか、あんたが上手くやればそれで済む話さ。それにな、そいつらだって、あんたのことを信じて勇者になったんだ。そこに嘘はないはずだ。ひょっとしたら、俺と同じようにあんたが美人だってことに気付いていたやつもいたかもしれないぜ？　だとしたら、あんたに命を賭ける価値があると思って話に乗ったんだよ。気楽に考えな」

　レナードは肩をすくめた。

『気休めは言わないで！　あなたにわたしの何がわかるの!?　やり直したって、死んでいった者たちの顔はいつまでも私の頭に焼き付いている。毎晩のように夢に見る。苦しんで死んでいったあの光景を。確かにやり直せば彼らは生きているかもしれない。でもわたしがやったことは、わたし自身がいつまでも覚えている。なかったことになんかできない。わたしの罪はわたしがいつまでも覚えている。みんながわたしのことを忘れても、わたしはみんなのことを忘れはしない……』

　預言者が取り繕っていた言葉は素のものへと変わり、涙交じりになっていった。

　繰り返すたびに皆は忘れ、自分だけが失敗と罪を積み重ねていく。

　一族の義務と娘への愛、そして倒れていった者たちへの贖しよく罪ざいを糧にここまで来たが、もはや限界だった。

「じゃあ俺が覚えておいてやるさ。なに、難しいことじゃない。あんたが覚えていられるんだ。もうひとりくらい覚えているヤツがいたって、不思議じゃないだろう？」

『無理よ。それは不可能だわ。これは神の……』

「残念ながら、俺は女のことは忘れない質なんだ。きっちり覚えておいてやるよ。おまえが見事に魔王を倒した後に証明してやる。会ってこう言うんだ。

『やっぱり美人だった、俺の思っていた通りだった』ってな。楽しみに待っていろ」

『レナード、だったら行かないで。わたしの言うことを聞いて』

　預言者はすがるように言った。

「そいつは聞けないね。これは俺たちの戦いなんだ」

『ではわたしがあなたを導きましょう。あなたが成功するまで何度でも。それなら……』

「やめておけ」

　レナードは優しく微笑ほほえんだ。

「六年前からやり直せても、俺たちは魔王までは届かない。それは俺が一番良く分かっている。時間を無駄にするな。おまえはおまえの道を行け。心配すんな、俺たちだって何回もやり直すことになるんだ。そのうち一回くらいは成功するさ」

『そんなことは……』

　──ありえない──。

　そう口に出かかったが、預言者は言葉を呑のみ込こんだ。

「預言者。勇者は別で探しておけ。おまえが何度やり直そうとも、俺はこの選択をする。悪いな」

　そう言うとレナードはベッドの上に身を倒した。話はこれで終わりだと示すように。
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「依頼という形で、あなたたちには魔王軍の占領地の近くまで来てもらうことになりました」

　同じ店、同じ個室で再びレナードと顔を合わせたラルフが告げた。

「そこで金目の物を回収してくることになっています。よくある話でしょう？　物も用意してありますし、実際にそれを欲しがっているおめでたい貴族も存在します。アリバイとしては十分。誰も魔人と会っていたとは思わないでしょう」

　ラルフは鼻で嗤わらった。悪化しつつあるこの状況下で、滅びた国の芸術品を欲しがる貴族の気が知れないのだ。

「なるほど。俺はそこでベルゼラと会うことができるわけだ」

　酒を喉に流し込みながら、レナードは頬ほおを緩めた。

「ええ、ベルゼラ様は使える者は誰であれ認めてくれる方です。そこに人間と魔人の区別はありません。レナードさんたちのことも把握していました。今までに何人もの魔人を倒してきた力のある人間だと。おかげで話は早く進みましたよ」

　ラルフがにこやかに笑った。こんなにもあっさりと、ベルゼラたちがレナードと顔を合わせてくれるとは思っていなかったからだ。魔人たちが少しでも難色を示せばこの話は流れ、ラルフはレナードを始末しなければならなくなっただろう。そうなれば、なかなか骨が折れることになったに違いない。

「……恨まれてはいないのか、俺たちは？」

　酒の入った器にレナードは視線を落とした。

「いません。ベルゼラ様は合理的な方です。あなたたちほどの実力者が魔王軍に付くことを、むしろ歓迎していました。そういった心配はありません」

　魔人はまっとうだ、とレナードは思った。付き合ってみれば、きっと人間よりも良い種族なのかもしれないと。

「ただ……」

　ラルフの目が真剣なものに変わった。

「くれぐれも変なことは考えないでくださいね？　言っておきますが、そこにいるのはベルゼラ様だけではありません。護衛の魔人や魔物たちもいます。少しでも変な動きを見せたら殺されますよ？　他の人間たちを手引きしようとしても、すぐに露見しますからね？　あらゆるところから見張られていると思ってください。わたしにも紹介した立場というものがありますから、気を付けてくださいね？」

　ラルフは慎重な人間である。レナードのことはある程度信頼していたが、それでも念を押さずにはいられなかった。

「わかっている。魔人たちは人間よりも賢くて強い。俺たちが他の冒険者や騎士団を手引きしたところで、向こうにはバレバレだろうし、戦っても返り討ちに遭うだけだ。わかっているさ。それとも、そんな馬鹿に見えるか、俺が？」

「……見えません。そう、仰る通り、魔人は強い。今更、人側が勝てることなどありえません。くれぐれも失礼のないように気を付けてください」

「わかってるって」

　レナードはラルフの肩を叩いた。

「俺は命が惜しいし、金が欲しい。ただそれだけなんだよ。人間なんてそんなもんだろ？」
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　宿の一室に俺たちは集まっていた。上等な部屋なので、立派な机と人数分の椅子が用意されている。

　ついでにソフィアが魔法で結界を張っているので、話を盗み聞きされている心配はない。

　机の上には一枚の地図。その一点を俺は指さした。

「俺たちの最後の目的地が決まった。マリカ国の王都だったガルナハッザだ」

　指の先に指し示された場所を、仲間たちは凝視していた。その近郊こそ、十五年前の戦地でもある。

「そこにベルゼラが来るのか？」

　エフセイが俺を見た。その目は少し血走っている。

「ひとりじゃない。お友達の魔人も来るみたいだぜ？」

「ヤツが来るなら、それで十分だ。他の魔人なんざどうでも良い」

「頼もしいね」

　俺は笑った。恐らくはベルゼラが連れてくる魔人どもは、魔王直属だろうからクソ強い。まともに戦ったら、四人がかりでも一体倒せるかどうかといったところだ。

「ソフィア、心構えはできているか？」

　地図を見たまま固まっているソフィアに声をかけた。

「できているわ。この日のためにずっと。無駄にならなくて本当に良かった」

　眼鏡の魔法使いの目線は、地図上のガルナハッザに向けられたままだ。

　色々と思うところがあるのだろう。

　ニーナはというと少し怖がっているように見えた。死にに行くようなものだから、当たり前の反応だ。

「ニーナ、神は何と言っている？　逃げろと？」

　俺は冗談半分で尋ねた。やめるんだったら、やめたほうが良い。俺は本当にそう思っている。無理強いするつもりはないし、自分の素直な気持ちに従ってほしかった。

「……わたしは逃げません。神ではなく、自分の意志に従います」

　ニーナは俺を睨にらんだが、その目は怯おびえているようだった。

　きっと俺のことが、自分を惑わす弱い心のように見えているのだろう。その気持ちはよくわかる。俺だって誰かが、「やめよう」って言ってくれるのを待ち望んでいる自分がいるのを知っていた。それで「なし」になって、みんなして遠くに逃げて、気楽に生きていく。

　悪くない。そうできたら、どんなに良いことか。

　──でもそうはならない──。
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　ここはそういう場面じゃない。残念ながら。

　俺はいつの間にか、ルークさんの年を超えていた。俺に子供はいないけど、今ならあのときのルークさんの気持ちがわかるような気がする。

　ルークさんもやっぱり怖かっただろうし、家族と一緒に逃げたい気持ちもあったはずだ。あの人は確かに勇者だったけど、同じ人間だったんだ。

　でも、あそこは恰好つけなければならない場面だった。それがルークさんにはわかっていた。だから今に繋つながっている。

　託されたものがある。忘れてきたものがある。

　あのとき逃げた俺は勇者になんかなれないけど、その真似まね事ごとくらいはできるはずだ。

「その言葉は戦わずに逃げた俺によく効く」

　俺は肩をすくめた。

「そんなつもりは……」

　ニーナは困惑した表情を浮かべている。

「冗談だよ、冗談。けどまあ、『やめよう』って言ってくれるまともなヤツがいなくて俺は悲しい。このパーティーはいかれたヤツばっかりだ」

　エフセイとソフィアは笑っていた。ニーナも強こわ張ばった顔が少しほぐれている。

「じゃあ行こうか。言っておくが、俺は死ぬつもりはない。準備は万全で頼むぜ？　生きて帰ってくるのが、本当に良い冒険者ってヤツなんだからな」
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　現在、ガルナハッザは魔王軍の占領下にあり、戦地からも遠い。

　当然、俺たちがいた街からもかなり離れていた。

　馬車を借りて走らせたが、それでも三日はかかる距離だ。

　ただ、魔物たちによる妨害は一切なかった。気味が悪いくらい何もない。

　ベルゼラの命令が行き届いているのだろうが、かえって不安になるくらいだ。

「まるで普通に旅をしているみたいだな」

　俺の言葉に皆が頷うなずいた。

　穏やかな旅路だった。夜は焚たき火びを囲み、他た愛わいのない話をしながら飯を食った。

　多分、着いた先に誰もいないことを、皆が望んでいたのではないだろうか？

　そして、目的地にあと一日というところまで来た夜、見張りに立っている俺の前に預言者が現れた。




『戻る気はないのですか？』

　相変わらず声は男だか女だかわからず、年齢も不詳だったが、その口調は優しい女のものだった。

「残念ながらないな。おまえもいつまでも俺に付きまとわずに、次の勇者候補を探したほうがいいぜ？」

『探します。わたしは何度だって探します』

　その声には強い意志が感じられた。やる気が戻ったようで何よりだ。

『でも、今回はあなたの先行きを見届けることにしました』

「物好きだな。俺は勇者じゃないっていうのに」

『いえ、あなたは勇者です。誰が何と言おうと。たとえ魔王を倒す者ではなかったとしても、あなたは勇者です』

「俺はそんな上等なものじゃないと思うけどな。でもまあ、嬉うれしいよ。預言者様から勇者と認められるとは。ガキの頃の夢が叶かなったようだ」

　そう、俺が冒険者を目指した理由。それはおとぎ話の中の勇者に憧れたからだ。

『わたしだけではないと思います。きっと、あなたが出会ってきた人たちも、あなたの中に勇者の姿を見たことでしょう』

「どうかな？　あまり良く言うヤツはいなかったけどな。まあ、俺がそう仕向けたせいもあるが」

　それは俺が選んだ道だった。金のためなら何でもやる冒険者、社会に馴な染じめないはぐれ者。魔人たちが自分たちの側に引き込むのに、うってつけだと思う人間。俺はそれを演じてきた。自分の本質も似たようなものだから、特に苦労はなかった。

　そして、俺の狙いは実を結びつつある。

　後はベルゼラに届くかどうかだ。

『やり方は他になかったのですか？』

「スマートなやり方があったら、俺が知りたかったくらいだ。ベルゼラは、例えるならば王様みたいな存在だ。普段は城の中で強い騎士たちに囲まれている。しかも、王自身が強いときている。そんなヤツを俺みたいな冒険者がどうやって倒すっていうんだ？　懐に飛び込むしかないだろ？」

『他の人たちに協力してもらうとか……』

「ラルフを見たか？　どこにでもいる人の良さそうな男だ。仕事もできる。そんなヤツが魔王軍についているんだ。どこに裏切り者がいるのか、わかったもんじゃない。平民だろうが貴族だろうが、命が惜しいことには変わりないんだ。そこに『助けてやる』なんて声がかかってみろよ。その誘惑にはなかなか抗えないぜ？　俺はよ、そういう連中の気持ちもわかるんだよ。俺も逃げ出した卑ひ怯きよう者ものだからな。だから、余計に誰も信用できない。今の仲間を選んだのも、俺が逃げた戦場を生き抜いた尊敬できる人間だからというのが理由だ。俺たちでやるしかないんだよ」

『……わたしが導いてきた勇者たちの中にも、人間に裏切られた者たちがいました。一番最初に勇者に選んだレオンもそう。彼は剣聖の名にふさわしい強さを持っていましたが、まさか人に裏切られるとは思っていなかった。貴族としての高潔さが、レオンの弱さになってしまったのです。わたしが今回導こうとした若い騎士も誇り高い人間でしたが、誰かの密告によって魔人に襲われてしまったようです。何度繰り返しても、それを防ぐのは難しい』

　預言者の言葉は、深いため息のようでもあった。

「人間の弱さってヤツだな。正々堂々と綺き麗れいに戦える人間が強いってわけじゃない」

　俺は首を横に振った。

「多分、勇者ってのは不屈の精神を持った泥臭い人間なんじゃないか？　何があっても決して諦めないような。もちろん、強いってことは大前提なんだが、それだけじゃない。心の強さってヤツか？　そういうのを持っている人間が勇者になるんだよ」

『そんな人が現れるのでしょうか？』

「いるさ。勇者っていうのはな、本当は誰にだってなれるものなんだよ。だけど、その自分の中の勇者を自分自身で殺しちまうんだ。十五年前の俺みたいにな。でも、人間はいっぱいいるんだ。最後まで勇者であり続けるヤツだって、どこかにはいるさ」

　俺がそうつぶやいたとき、仲間たちが寝ている馬車から物音が聞こえてきた。

　見張りを交代する時間になったのだろう。俺たちの会話はそこで終わりになった。
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　滅びたマリカ国の王都、ガルナハッザ。

　十五年前、人間と魔物たちが激戦を繰り広げた場所でもある。

　レナードたちは三日間の旅を経て、ようやくこの地にたどり着いた。

　そこは十五年前の戦いの傷跡が今も残っている。

　その荒廃した街の中心に、魔人たちはいた。

　魔人ベルゼラ。魔王軍の事実上の指揮官と目されている。魔物とは思えない理知的な赤い瞳。人間の倍はあろうかという体格で、身体は鎧よろいのような黒い鱗うろこで覆われていた。腰には人間の大剣とは比較にならないほど、巨大な剣を下げている。

　その後ろには三体の魔人が控えていたが、ベルゼラよりはやや小柄だった。身体はやはり鎧のような鱗で覆われていたが、鱗の色は赤、青、緑とそれぞれ異なる。

　赤い魔人は両手持ちの長い戦せん斧ぷ、青い魔人は巨大な槍やり、緑の魔人はやはり両手持ちの長い棍こん棒ぼうを手に握っている。

　ガルナハッザに入る間に馬車を降りていたレナードたちは、ゆっくりと魔人たちの前に進んだ。距離は大分ある。

『おまえがレナードか』

　ベルゼラの声は低いが周囲に響き渡った。まるでそういう楽器のように。

「そうだ。あんたがベルゼラか？」

『如い何かにも。話は聞いている。おまえたち四人の命はこのベルゼラが保証しよう。代わりに人間の勇者が現れ次第殺せ。方法は問わぬ』

　ベルゼラの喋しやべったことは簡潔だった。必要最低限で無駄がない。

「あんたが直接命の保証をしてくれるなら問題ない。ところであんたの護衛はうしろの三人だけか？　少し不用心じゃないか？」

『これで十分だ。あまり連れてくると、おまえたちが怯えて姿を現さぬ可能性があると判断した。最善はおまえたちが人間を裏切ること。次善はおまえたちが我らをたばかった場合、おまえたちを殺すことだ。どちらも我らにとって利がある。で、どちらだ？』

　ベルゼラはレナードたちが戦いを挑んでくることを織り込んでいた。その上で護衛の魔人を三人だけ連れてきていたのだった。

　レナードの額にうっすら汗がにじむ。

「何か？　あんたらは俺たちが約束を反故にすると思っていたのか？」

『虚言を弄するのは人間の倣いだ。度し難いがな。だが、おまえたちは何人もの魔人を倒している強者。そのおまえたちを殺すことは、我々にとって意味のあることだ。故におまえたちが人間を裏切ろうが、約束を違えようがどちらでも良い』

　ベルゼラもその護衛たちも平然としている。

　レナードたちが襲ってきても、当然だと思っているのだろう。

「まったく魔人ってヤツは隙がない。少しは驚いてほしかったんだがな」

　レナードは剣を抜いた。エフセイは槍を構え、ソフィアとニーナは呪文の詠唱を始める。

『戦いを選ぶか、人間。勝ち目はないぞ？』

　ベルゼラも剣を抜いた。刃に黒いオーラが宿っている。

　背後に控えていた魔人たちも前に進み出てきた。

　こうして、レナードたちの最後の戦いが始まった。
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　戦いなど幾度となく見てきた。

　最初こそ勇者たちの勝利を祈っていたが、その祈りが無意味であることを何度も思い知らされた。

　わたしは無力だ。預言者の姿で勇者たちの敵を惑わすことを試みたこともあったが、幻影は動かすことができず、ほとんど役に立てなかった。

　次第に勇者たちが負けそうになると目を伏せるようになり、時には幻影と同調するのを止めたこともある。

　けれど、わたしは恐らく何十年ぶりに、ひょっとしたら百年以上の時を経て、レナードたちの勝利を祈った。神にではなく、自分の信じる何かに。

　エフセイ、ソフィア、ニーナが三人の護衛の魔人を引き付けている。

　思えばこの三人は、今までも常に魔物たちを引き付けるような戦い方をしていた。それはベルゼラとの戦いを想定して行っていたのだろう。

　戦士であるエフセイはともかく、魔法使いのソフィアと僧侶のニーナが魔人と直接戦うなど、自殺行為以外の何物でもない。

　ところが彼女たちの動きは、魔法を使う者とは思えないほど機敏だった。

　魔法によって身体を強化しているのだろうが、よく走って敵を引き付けている。

　これは魔法の力だけではない。恐らく日頃からの訓練の賜たま物ものだ。見れば靴も服も動きやすいものを身に着けている。

　魔力は才能に依よるところが大きい。まして、レナードのパーティーはみな三十を超えているはずだ。これ以上の伸びはあまり期待できない。だから、彼女たちはまだ伸びが期待できる身体を鍛えていたのだろう。

　無論、逃げ回るだけではなく、隙あれば魔法を放っていた。

　そこには自分ひとりでも魔人を倒すという強い意志が垣かい間ま見みえる。

　しかし──薄氷を踏むような戦いをしていることには変わりない。

　彼女たちの魔法が直撃しようと、魔人たちには怯ひるむ気配がない。

　魔人たちは手こずっているようにも見えるが、彼らが一撃でも攻撃を当ててしまえば勝負は決してしまう。

　それはエフセイも同じだった。

　青い魔人と槍同士で戦いを演じていたが、魔人の巨大な槍と比べれば、エフセイの槍は麦わらに等しい。

　打ち合うたびにエフセイの槍は大きくたわみ、今にも折れてしまいそうだった。

　見ているだけで胸が苦しくなる。けれどエフセイは諦めることなく戦い続けた。できるだけ魔人をベルゼラから引き離すように。

　エフセイもソフィアもニーナも、命を賭して時間を稼いでいるのだ。

　レナードが勝つことを信じて。




　そのレナードは、今までに見せたこともないような必死の形相で戦っていた。

　いつものように軽口を叩く余裕もなく、黒いオーラを放つベルゼラの大剣をすれすれでかわしている。

　わたしもベルゼラのことは初めて見たが、恐るべき魔人だった。

　剣を縦に振るえば地は裂け、横に薙なげば廃はい墟きよが跡形もなく粉々になった。

　剣と魔法が一体となったような攻撃。

　レナードはそれを恐れることなく、何度もベルゼラに接近しようと試みている。

　軽かる業わざ師しのような鮮やかな身のこなしだが、嵐の中心に向かって進んでいるようなものなので、何度も後退を余儀なくされていた。

　恐らくベルゼラの見立ては正しいのだろう。レナードに勝ち目があるようにはまったく見えない。それでもレナードは進み続けた。身体を捻ひねり、押し込むようにして無む理り矢や理り嵐の中をこじ開けていく。

　一歩間違えば、命が消し飛ぶ綱渡りのように。

　何度もかわして、何度も踏み込んで、そんな努力が何度も無駄になった。

　けれど、レナードは前を向き続ける。レナードが魔人との一騎打ちを幾度となく繰り返してきたのは、このときのためなのだろう。

　何十回という試みを経て、レナードは初めて剣を振るった。

　それはベルゼラの指先にかすかな傷を負わせた。

　だが、ベルゼラの動きが鈍ることはない。

　レナードは気落ちすることなく、またベルゼラに向かっていった。

　それは雨垂れが石を穿うがとうという行為に似ている。

　しかし、そうやって少しずつ傷を増やしてくと、徐々にベルゼラの動きに乱れが出てきた。それは傷によるものなのか、心を乱された結果か。

　そして、ベルゼラまで後一歩というところまでレナードは達した。

　首を狙って大きく剣を振りかぶる。

　──けれど、先の届いたのはベルゼラの剣だった。

　レナードが振り上げた右腕の肘から先を、握った剣ごと吹き飛ばしたのだ。

『終わりだ』

　ベルゼラが口の端を上げた。

「人間をなめるな、魔人！」

　レナードは腕を惜しむ素振りすら見せず、むしろ斬られた反動を利用するように錐きりもみしてベルゼラに迫った。

　残る左手が腰に差してあった短剣を抜く。

　レナードがカーマインの遺体から奪っていった短剣だった。

　──俺がこいつの意志を継いでやる──。

　初めてレナードを見たときの言葉が頭をよぎる。

　知らず、跪ひざまずいて祈っていた。

　その剣が届くことを。

　それは瞬くようなほんの一瞬。

　わたしの涙が頬を伝うよりも先に、レナードが身体ごと叩きつけるようにベルゼラの首に短剣を突き立てた。

　奇跡のような一撃──けれど、黒い鱗を貫通して刺さった場所はやや低く、首元に近い。

　生命力の強い魔人には、それでは致命傷に至らないことをわたしは知っている。

　ベルゼラが初めて顔を歪ゆがめた。

　しかし、それもほんのわずかな時間のことで、魔人の右腕がレナードを弾はじき飛ばす。

　短剣はベルゼラに刺さったままで、地面に打ちつけられたレナードは左腕で何とか上半身を起こすのが精いっぱいだった。

　当たり前だ。半分になった右腕からは血が溢れている。

　ベルゼラが短剣を引き抜いた。赤い血が噴き出す。

『見事だ、人間』

　その声には痛みも怒りもなく、称賛があった。

『わたしが認めよう。おまえは勇者だ。そして勇者はこのベルゼラが殺す』

「そいつは嬉しいね……」

　レナードは軽口をたたいたが、出血で顔は蒼そう白はくだった。

「けど、いつか本物の勇者がおまえの前に姿を現すさ。たとえ千年かかろうと、きっとあいつはやり遂げる」

　偶然なのかレナードの視線は、何も見えないはずのわたしのほうへと向けられていた。

　彼はいつものように笑っていた。わたしが嫌った軽薄な笑い。

　──でも今はその笑いが愛いとおしく思えた。

『おまえが何を言っているのかわからぬが、終わりだ』

　ベルゼラの大剣が無慈悲に振り下ろされる。

　周囲に目をやれば、護衛の魔人を遠くに誘い出していたエフセイたちも、その役割を終えたかのように倒れていた。三体の魔人たちはこちらに戻りつつある。

　終わりだった。今回のわたしの旅は終わりを告げたのだ。

　けれど、そこにはいつもの虚むなしさはない。

　レナードはわたしを信じてくれた。そして勇者の在り方を示してくれた。

　わたしはやり直せる。何度でも。

　きっとこの結末もいつか変えることができるはずだ。

　胸の中に失った火が灯ともるのを、わたしは感じていた。
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「ルークさん、やっぱり俺は怖いよ」

　俺がそう言うと、ルークさんは笑った。別に俺のことを蔑んでのことではない。それは俺の情けなさすら受け入れるような、穏やかな笑みだった。

「だってさ、死んだら意味ないじゃないか。俺はさ、あんたのようにカッコよくなりたくて、冒険者になったんだ。世界とか人のために戦いたかったわけじゃないんだ。金が欲しかったし、女にもモテたかった。ただそれだけなんだ」

　俺のみっともない話を聞いても、ルークさんは静かに頷うなずいてくれた。

「冒険者ってそういうものだろ？　依頼を受けて金を貰もらう、ただのそういう職業だ。世界とか国とか守るのは、普段ふんぞり返っている王とか貴族とかがやるべきじゃないか。あいつらは俺たち平民から税を取って暮らしているんだ。こういうときにこそ働くべきだろ？　俺たちは確かに金のために働くが、命を懸けてまで働く必要はないじゃないか」

「そうかもしれないな」

　ルークさんは困ったような顔をしていた。

「そうさ、そうなんだよ！　だからさ、逃げちまおうぜ？　絶対死ぬよ！　魔王軍はとんでもない数だし、雑魚ばかりじゃない。強い魔人もいっぱいいる。勝ち目がないことくらい、あんただってわかっているだろう？　今なら逃げられる。絶対だ！」

　俺はルークさんのことを尊敬していた。間違いなく世界で一番強くてカッコいい人だった。こんなところで死んでいい人間じゃない。

「なあ、レナード。逃げるのは簡単だ。おまえの言う通り簡単なんだよ。実際、俺だって逃げたことはある。手ごわい魔物と遭遇したとき、困難に直面したとき、まあ色々だが、そういうのは大抵逃げることが次に繋つながるんだ。手ごわい魔物はもっと力を付ければ倒すことはできるし、大抵の困難も準備をきっちり整えれば何とかなる。でもな」

　ルークさんは俺の目を見据えた。

「ここはそういう場面じゃないんだよ、レナード。逃げたら次はない。ここで魔王軍に押し切られたら人間側は一気に崩れる。そのことはおまえも理解しているだろう？」

　目の前に控えているのが重要な戦いであることは、俺だってわかっている。

　負けたらマリカ国は滅亡だ。周辺諸国や冒険者たちが力を合わせて、魔王軍を食い止めようと救援に来ているが、それを破られたら他の国もバタバタと倒れていきかねない。

　でもそれが何だっていうんだ？

　所詮は他人ひと事ごとだ。滅びる国は滅びればいいんだ。力のないヤツらが悪い。魔王軍だって無限にいるわけじゃないんだ。逃げて逃げて生き延びて、追ってきた連中を片っ端から返り討ちにすればいいんだ。

　それに、

「ルークさんにはザックがいるじゃないか！　子供をおいて死んでいいわけがない。ここにはレイさんもいる！　ルークさんとレイさん、ふたりとも死んでしまったら、残されたザックはどうするんだよ？　まず、守るべきは子供じゃないのかよ？」

　我ながらズルい言い方だと思った。ルークさんとレイさんは、俺と同じパーティーのメンバーで夫婦だ。子供もいる。ザックという男の子だ。まだ六歳かそこらだったはずだ。俺も会ったことはあるが、ふたりに似て、優しくて芯の強い瞳をしていた。

「ザックはレイの実家に預けてきた。心配ない」

　そう言いながらも、ルークさんは目を伏せた。心配ないわけがない。

「ルークさんとレイさん、それにザックと三人で仲良く暮らせばいいじゃないか！　あんたたちにはそれだけの力があるだろ？　金だって今まで稼いできた分があるはずだ。ここで犠牲になる必要はない。貴族だって、金を持っている商人だって、みんなここから逃げちまっている。それが普通なんだよ。逃げられるヤツは逃げればいいんだって！」

　行き場のない連中はどうしようもないかもしれないが、金や伝つ手てがあるヤツはマリカ国から逃げた。人間なんてそんなものだ。みんなのために戦っている者たちを見捨てるように、自分たちは安全な場所に行ってしまう。

　戦えないヤツは逃げることが正当化されるのか？　そんなのって不平等じゃないのか？

「レナード。おまえには俺の親父おやじの話をしたことがあっただろ？」

「……ああ」

　ルークさんの父親は、『辺境の勇者』と呼ばれるヴィンスという人だ。知っているヤツは知っている有名人でもある。

　冒険者ですらないのに、辺境の地に住む人たちのために、はした金で魔物退治を引き受けている変わり者だ。確かこのマリカ国の人間だったはずだ。

「親父の住んでいたレティンの村はすでに滅んだ。だけど、親父は村人を逃がすために最後まで戦い続けて死んだそうだ。村から逃げてきた知り合いに聞いたよ。『おかげで多くの村人が助かった』とな」

　ルークさんの表情には悲しみと誇りが入り交じっていた。

　それは立派な行為なのかもしれない。確かに勇者として称賛される行為なのかもしれない。でも、

「俺にはわからないよ、ルークさん。人のために命なんて懸けられない。自分が生きてこその人生じゃないのかよ？」

「俺はな、親父が好きだったんだよ。おまえは俺のようになりたくて冒険者になったって言ってくれたが、俺は親父みたいになりたくて冒険者になったんだ。おまえの言う通りだよ、レナード。人のために自分の命を賭けて戦うなんてわけの分からない行為だ。でもな、そんな親父の背中がたまらなく恰かつ好こう良よかったんだ」

　ルークさんは笑った。そこに悲壮感はない。

「……俺は自分の親父が嫌いなんですよ。親父が恰好良いと思ったことなんかない。ヴィンスさんみたいに背中で人生を語れるような男じゃなかった」

　故郷を飛び出してから親父には一度も会っていないし、連絡も取っていない。人のことなんか考えず、自分の事しか頭にないような傲慢な男だった。悪人ってわけでもないが、周囲との諍いさかいは絶えず、亡くなった母親は苦労していた。

「なあ、レナード。おまえは逃げろ」

　ルークさんは俺の肩に優しく手を置いた。

「おまえのことを臆病者だと思っているわけじゃない。俺たち冒険者は自分の死に場所を決める権利がある。それは戦いの中でもベッドの上でも、どちらでも良い。でもおまえは少なくともここではないと思っている。それは重要なことだ。冒険者としての勘みたいなものなんだよ。だから、おまえの死に場所はここじゃないんだろう。レナード、命を張る場所は自分で探せ」

「ルークさん。俺はただ死にたくないだけなんだよ。そんな恰好の良い理由で逃げたいわけじゃないんだ！」

　ルークさんは俺を買かい被かぶっている。俺は人のために戦えない情けない男ってだけなんだ。命を張る場所なんて一生見つかるわけがない。きっとベッドの上で死ぬときだって、「死にたくない」と生き汚なく思って、くたばるだけだ。

「レナード。今はそれで良い。おまえは自分で思っているほど情けない男じゃないよ。だから行け。ここは俺たちに任せろ。生き残る冒険者だって必要だ」

　──生き残る冒険者だって必要──。

　その言葉が免罪符となった。

　今この戦場には有力な冒険者のほとんどが集まっている。ここで全滅したら、難しい依頼をこなす人間がいなくなるだろう。それはそれで困る人間がいるはずだ。俺ひとりくらい生き残ったほうが良いことだってある。

　俺は戦場に背を向けた。

「ごめん、ルークさん。俺はやっぱりしがない鍛冶屋の息子だったんだよ。ちょっと腕に自信があったからって冒険者になったけど、性根は自分勝手な親父と同じなんだ。あんたみたいに立派な父親の血を引いているわけじゃないんだ」

　最後まで弱い自分を肯定するようなことしか言えない。どこまでも自分がみっともなくて情けなかった。

「レナード。後は任せたぞ」

　振り向くと、ルークさんは片手を挙げて自分の野営地に戻っていった。恐らくは俺が逃げやすいように。




　その後、俺は逃げた。

　あの戦場に赴いた冒険者たちは、ルークさんを含めてほとんどが生き残らなかった。ただ、彼らが時間を稼いだおかげで王国軍が間に合い、魔王軍を押し返すことに成功した。

　ルークさんたちが命を賭けたおかげだった。

　もし俺が残ったとしても、この結果は変わらなかっただろう。死体がひとつ増えただけだ。

　でも時折夢に見る。

　戦場に残って、ルークさんと共に戦う自分の夢を。

　十年以上経たった今でも。
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「本当に行くのか、アレス？」

　その男は怪け訝げんな声で、先に行く栗くり毛げ色の髪をした若者に問いかけた。

　男の背は高く、立派な体格をしている。髪は短い金髪で、顔立ちには勇敢さと気品が同居していた。背には大剣がくくりつけられている。

「もちろんだよ、レオン。預言者の言葉なんだ。『レナードという男を助けろ』って。従わないわけにはいかないだろう？」

　アレスと呼ばれた若者は振り返って、困ったように笑った。

「だがな、アレス。レナードという男の噂うわさはあちこちで聞いたが、どれもロクなものではなかっただろう？　アルカンドの街でも酷ひどい評判だった。あの街を守っていた騎士はかなり悪あしざまに言っていたではないか。そんな男を助ける必要があるのか？」

「あの騎士の言ったことは覚えているよ。『目的のためなら手段を選ばない男だ』『我々は囮おとりにされた』って。相当恨まれているみたいだったね」

　そう言いながらも、アレスは歩みを止めない。

「それだけではありませんよ、アレス」

　白い修道服に身を包んだ長い黒髪の女が、後ろからそっとアレスに近づき、彼の耳に口を寄せて、甘い吐息のように囁ささやいた。

「直接依頼をしたという商人の方も言っていたではありませんか。『金にうるさい男だ』と。『信義がなくて勇者とはもっとも縁遠い人間だ』と。ほとんど警告するように言っていましたよ？　そういう人間とは関わらないほうが良いのでは？」

　美しい女だった。すれ違う者は男も女も皆振り返って、彼女の美貌に見み惚とれている。

　そんな女に囁かれたら、男なら誰でも言うことを聞いてしまいそうだが、アレスの態度はまったく変わらなかった。

「でもね、マリア。僕はちょっと引っかかったんだよ。確かにあの人たちは嘘うそを言っていない。けど、悪い感情だけとは思えなかったんだ。レナードという人には何かあるんじゃないかな？」

　アレスはマリアとまっすぐ目を合わせて答えた。

　自分に相対しても揺るがない眼まな差ざし。それはマリアには嬉うれしいものだった。

「ふふっ、そうですか。アレスがそう言うなら……」

「そういえば、ガスタンの村長の態度は妙だったな」

　アレスとマリアの会話に割って入ったのは、アレスの隣を歩いていた、痩せぎすの男だった。紫色の魔術師のローブに大きな杖つえ。神経質そうなその表情は険しく、いかにも魔法使いといった感じだ。

「『あまりあの人のことは話したくありません』と言っていたが、どこか庇かばうようにも見えた。噂ではレナードはあの村から運ばれていた穀物を強引に奪っていったということだったが、そのことについて聞いても言葉を濁していたしな。もっと悪く言っても良さそうなものだが……」

「うん。そうなんだよ、ソロン。みんながレナードのことを悪く言う。でも悪く言いすぎなんだ。特に直接関わっていた人たちはね。レナードという冒険者は明らかに難しい依頼をこなしている。なのに、それに対する感謝の言葉がないんだ。アルカンドの騎士も、エルデリアの商人も、ガスタンの村長もね。彼らは公平で善良な人間だった。そんな人たちがレナードのことをちゃんと評価しないのはおかしいんだよ」

　アレスがソロンのほうに顔を向けた。マリアが顔をムッとさせたが、アレスは気が付かず、ソロンは気にも留とめなかった。

「確かに違和感はある。しかしな、アレス。預言者が行けと示した先はガルナハッザだぞ？　かつてのマリカ国の王都だが、今は魔王領となっている。少し危険すぎないか？　俺はおまえの前にしか現れない預言者も、あまり信用できないのだが……」

　ソロンはレナードよりも預言者に対して不信感を抱いているようだった。

「大丈夫だよ、ソロン。少なくとも預言者は悪い人じゃない。それは僕が保証するよ」

　アレスが柔らかい笑みを浮かべた。

「本当か？　何年も前から勇者候補になりうる者たちが、魔人によって殺されている。ロゾロフ大森林で襲ってきたあの魔人も、俺たちを狙っていた。ましてや、おまえは預言者だけでなく、王によって正式に勇者に選ばれている。魔人たちがどんな手段を用いて、おまえのことを殺しにくるのかわからないのだぞ？　ひょっとしたら、預言者も魔物が演じている可能性もあるんだ。もう少し慎重になったほうが良い」

「わかっているさ、ソロン。大勢の人たちが魔人によって殺されてきた。ファルム学院のクラスメイトたちもそうだ。それに……」

　アレスの茶色い瞳に、深い悲しみが宿る。それは死んでいったクラスメイトたちのことを思い出してのことだろうと、ソロンたちは考えた。

「どちらにしろ、魔人はいつか倒さなければならない相手だ。ガルナハッザには、ベルゼラという魔王軍の指揮官に当たる魔人がいる。今の戦況は魔王軍が優勢。これを覆すにはベルゼラを倒す必要がある。レナードがベルゼラを倒しに行くのが本当なら、これは好機だと思うんだ。勇者は魔王を倒せばいいだけじゃない。みんなを救わないといけない。魔王を倒しても、国が滅んでいたら何の意味もないんだ。だから行こう」

「それはそうだな。ただ倒せばいいだけではない。人々を救ってこその勇者だ」

　レオンがアレスの言ったことの正しさを認めた。

「わたしもそう思っていました」

　マリアが頼もしそうにアレスの横顔を眺めている。

「俺は国を囮にしてでも、魔王を倒すことを優先させるべきだと思うがね。……まあいいさ。勇者はおまえだ。たとえ預言者が偽者だったとしても、俺の中でそれは揺るがない。俺ができることは、おまえの道を少しでも楽なものにすることくらいだ」

　ソロンは厳しい表情を緩めて、アレスの隣を歩き続けた。




　　　　※　※　※




（やっとここまで来た）

　わたしは幻影を通して、アレスの姿を見つめていた。あれから数えきれないほどの歳月を費やした。前に進んだと思ったこともあった。遠ざかったと感じたこともあった。

　アレスが……ザックが勇者に選ばれたのは、ほんの偶然。

　わたしが選んだわけではない。自分の力で勇者に選ばれた少年だった。

　死んだ友アレスの代わりに勇者を引き受けたザック。彼の前に姿を現すには、少なからず勇気が必要だった。どんな罵声を浴びせられても仕方ないと。

　──ただ、同時に彼がそういう人間ではないこともわかっていた。




『ザック、おまえを勇者と認める』

　ロゾロフ大森林で起きた事件の後、わたしはザックの前に姿を現し、そう語りかけた。

　それに対して、ザックは悲しそうな顔をして言った。

「違うよ、預言者。僕はアレスだ。そうだろう？」

『……本当にそれでいいのか？』

「もちろん。勇者はアレスだ。できれば、みんなの前でもそう宣言してほしい。やってもらえるかな？」

　困ったような笑いを浮かべて、ザックはわたしに言った。

　それだけだった。アレスが死んだのは、わたしが勇者にしたせいなのに、そのことには一切触れなかった。それがかえって、わたしの罪を重いものとした。




　後日、わたしは彼の望み通り、大衆の前に姿を現し、アレスを勇者だと宣言した。

　レオン、マリア、ソロンといった有力な勇者候補を仲間にした後、国王にも勇者と認められ、アレスは名実共に勇者となった。

　かつてレナードは言った。

「多分、勇者ってのは不屈の精神を持った泥臭い人間なんじゃないか？　何があっても決して諦めないような。もちろん、強いってことは大前提なんだが、それだけじゃない。心の強さってヤツか？　そういうのを持っている人間が勇者になるんだよ」

　彼が言っていた通りの人間がついに現れたのだ。

　アレスは既に数多あまたの試練を乗り越えている。勇者を亡き者にしようと襲ってきた魔人たちも、ことごとく倒していた。

　それはアレス個人の力ではなく、仲間の助力によるところが大きい。レオンはどんな魔物でも倒し、マリアはどんな傷でも癒いやした。ソロンは魔王軍の策謀をすべて見破った。不思議なことだが、彼ら三人は自分が勇者だったときよりも力を発揮したのだ。

　彼らは魔王を倒すかもしれない。

　しかし、このままだと戦争自体は魔王軍が圧倒したまま、進んでいってしまうだろう。

　既に手のひらからこぼれてしまった命もあることを、わたしは自覚している。

　だが、レナードを助けることができれば、ベルゼラをここで倒せれば、多くの命が救われる。レナードたちが守ろうとした流民たちも救われるはずだ。

　ひょっとしたら、それは魔王討伐の遠回りになるかもしれない。わたしは預言者として失格なのかもしれない。それでもわたしはアレスにレナードを救ってほしかった。
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『おまえがレナードか』

　魔人ベルゼラの声は低いが周囲に響き渡った。

「そうだ。あんたがベルゼラか？」

『如い何かにも。話は聞いている。おまえたち四人の命はこのベルゼラが保証しよう。代わりに勇者アレスを殺せ。方法は問わぬ』

　ベルゼラの喋しやべったことは簡潔だった。必要最低限で無駄がない。

「あんたが直接命の保証をしてくれるなら問題ない。ところであんたの護衛はうしろの三人だけか？　少し不用心じゃないか？」

『これで十分だ。あまり連れてくると、おまえたちが怯おびえて姿を現さぬ可能性があると判断した。最善はおまえたちが人間を裏切ること。次善はおまえたちが我らをたばかった場合、おまえたちを殺すことだ。どちらも我らにとって利がある。で、どちらだ？』

　レナードの額にうっすら汗がにじむ。

「何か？　あんたらは俺たちが約束を反ほ故ごにすると思っていたのか？」

『虚言を弄するのは人間の倣いだ。度し難いがな。だが、おまえたちは何人もの魔人を倒している強者。そのおまえたちを殺すことは、我々にとって意味のあることだ。故におまえたちが人間を裏切ろうが、約束を違えようがどちらでも良い』

「まったく魔人ってヤツは隙がねぇ。少しは驚いてほしかったんだがな」

　レナードは剣を抜いた。エフセイは槍やりを構え、ソフィアとニーナは呪文の詠唱を始める。

『戦いを選ぶか、人間。勝ち目はないぞ？』

　ベルゼラも剣を抜いた。刃に黒い光が宿っている。

　背後に控えていた魔人たちも前に進み出てきた。




　　　　※　※　※




　エフセイは青い魔人と戦っていた。槍同士の勝負……と言っても、魔人の巨大な槍と比べれば、エフセイの槍は若木のようなものだ。

　だが、エフセイの狙いは勝つことではなく、青い魔人を引き付けることにある。

　本当は自分がベルゼラを倒す役割を担いたかった。しかし、レナードと直接勝負をして敗れ、その役目を譲ったのだ。

　今はベルゼラを倒すための捨て石になるつもりでいる。

　敵を引き付けるのは、これまでの戦いで散々やってきたことだった。

　相手が魔人ひとりなので、むしろやりやすいくらいだ。

　まずは攻撃を仕掛けて、青い魔人の注意を自分に逸そらした。

　槍と槍を打ち付け合ったが、エフセイの槍が一方的に大きくしなって腕に痺しびれが走る。

　それならばと、後ろに引きながら相手を誘い出したところで、低い姿勢で間合いに入り、相手の喉を目掛けて、突き上げるような素早い一撃を繰り出した。

　これは相手が身じろぎすることでかわされたが、それは織り込み済みとばかりに、エフセイはさらなる突きを何度も見舞う。

　ところがこの突きを魔人はわざと肩で受けると、槍を棍こん棒ぼうのように振るってエフセイを弾はじき飛とばした。

　廃はい墟きよの壁に叩たたきつけられる形となったエフセイだが、すぐに態勢を立て直して、後ろに身をかわした。

　直前まで自分が倒れていた場所を魔人の槍が貫く。

　魔人の肩からは血が流れているが、お構いなしに槍を振るっていた。

「もう少し身体を労わったらどうだ？」

　エフセイが血交じりの唾を吐きながら言った。

『こんなものは傷のうちに入らん』

　魔人が無造作に槍を突く。

　エフセイは横に飛びのいて、その一撃をかわしたが、さらに突きを見舞われて、その槍先を何とか自分の槍で逸らした。

（きついな）

　槍の技量だけで言えばエフセイに分があるが、根本的な力に差がありすぎて、技では覆せそうにない。だからといって、エフセイが逃げの一手に出れば、魔人はベルゼラのもとに戻るかもしれないし、守りに出ればブレスや魔法を使われる危険性がある。魔人の攻撃手段は多彩だ。

　そのため、ある程度、自分から仕掛けざるを得ない。

（まあ、あのときに比べれば楽か）

　圧倒的不利にもかかわらず、エフセイは笑ってみせた。

　状況でいえば、十五年前のほうがよっぽど酷ひどい。なにせ自分はベルゼラに手も足も出なかったのだ。

　槍を振るう。魔人の剛力に簡単にあしらわれてしまうが、それでも攻撃を続ける。

　わずかな隙を縫うように槍をねじ込み、細心の注意を払って魔人の槍をかわし続けた。エフセイの槍が魔人を捉えたとしても致命傷にはなりえないが、魔人の槍を受けてしまえばエフセイの命はないだろう。

　そんなギリギリの戦いを、エフセイは命を削るように続けた。

　引き付けながら戦うことで、ベルゼラから十分に距離を取ることには成功していたが、終わりはあっさりやってきた。

　魔人の槍がエフセイの腿ももを刻んだのだ。

　巨大な槍からすれば、かすめた程度だが十分な深手であり、エフセイが膝をつく。

（終わったか）

　役割は十分に果たした、とエフセイは思った。時間は稼いだ。これでベルゼラを仕留められなかったら、それはレナードのせいだと脂汗を流しながら笑う。

　旋風のように魔人の槍先が迫る。足が立たなければ、腕も上がらなかった。

（ようやく最後まで戦えた）

　エフセイは不思議と晴れやかな気持ちだった。

　しかし──。




　魔人の槍先が突然消え、その攻撃が空振りに終わったのだ。

『なっ!?』

　驚きの声を上げたのは青い魔人だった。

「雑な槍さばきもあったものだな」

　いつの間にか、ひとりの騎士がエフセイの近くに立っていた。

　短い金髪にがっしりとした身体。年は若く、二十に達しているかどうかといったところだ。両手に魔法の光を帯びた大剣を握っている。

　ガシャという音が聞こえて、魔人の槍の穂先が遠くに落ちたことがわかった。

　状況からするに、この騎士が槍先を斬り飛ばしたらしい。

　だが、その瞬間をエフセイも魔人も捉えられなかった。

『何者だ？』

　青い魔人が後ずさりして距離を取る。

「レオン。剣聖だ。剣を抜け。そのままだと勝てんぞ？」

　レオンと名乗った男は、魔人に腰の剣を抜くように促した。

　それは余裕から来るものなのか、騎士道を重んじてのことなのか。

　魔人は先ほどまで槍だった棒を左手で握り、右手で剣を抜いた。

「準備は良いか？　ではいくぞ？」

　しかし、レオンが動くよりも先に、穂先を失った槍で魔人が殴りつけた。

　──が、槍を握った魔人の左手首が宙を舞う。

　レオンが滑るように踏み込んで、一瞬で間合いを消して魔人の腕を斬ったのだ。

　レオンにそこまでの速さはない。ただ、その動きに一切の無駄がなかった。

　足の動き、腕の動き、重心の移動、剣の軌跡、身体の指先に至るまですべてが極まっており、突き詰められた究極の剣技がそこにはあった。

　魔人は咆ほう哮こうを上げることで痛みを消して、右手の剣を振り下ろす。

　レオンはその剣の軌道を見極めて、魔人の左脇から背後へと抜けながら脇腹を斬った。さらに、痛みで思わず片膝をついた魔人の首を、流れるような動きで刎はね飛とばした。

　恐らく魔人は何が起きたのかわからずに、絶命したことだろう。

「……なぜそこまで突き詰められる？　なぜそこまでの技に至れる？」

　エフセイがあえぐように呟つぶやいた。

「基礎の積み重ねにすぎんよ」

　レオンは何でもないことのように答えた。

「俺もその重要性は友から学んだのだがな」

　基礎？　言われてみればレオンは何も特別なことはしていない。すべての動きが理想を実現していることを除けば。ただ、そんな頂きに立てる人間など存在しえない。

「おまえは何者だ？　同じ人間なのか？」

「剣聖だ。人間である前にな」

　レオンが不敵に笑った。




　　　　※　※　※




　ソフィアが赤い魔人目掛けて魔法を放った。

　詠唱の短い、威力より速度を重視した風の呪文。

　頭部を狙った風の刃を、魔人は片手で払った。

　魔人にしてみれば無視しても良いような威力の魔法だが、明らかに目を狙っており、避けざるを得ない。

　ソフィアが細かく魔法を放ち続ける。

　どれも威力は低いが的確に急所を狙ってくるので、魔人は対応せざるを得ない。

　虫でも追い払うように斧おのを振り回してソフィアを狙うが、なかなか距離を詰められないでいた。魔法使いにしてはソフィアの動きは良い。

　そして、動いても息を切らさずに、呪文の詠唱を続けることができる。

　これはソフィアがレナードの仲間になってから訓練した成果だった。

「その年じゃ、大して魔力は伸びないだろ？　けど、今まで身体は鍛えていなかったから、体力は伸びるはずだ。走りながら魔法が唱えられれば戦いの幅が広がる」

　レナードからそう言われて、ソフィアは素直に身体を鍛えた。

　レイも同じ訓練を積んでいたと教えられたからだ。

　日課として走り込みを己に課し、息を切らした状態で魔法を唱える訓練を重ねた。

　最初は上手うまくいかなかったものの、半年も続けるうちに走りながら呪文が詠唱できるようになった。アルカンドでホブゴブリン相手に逃げ切れたのも、その賜たま物ものだった。

「あとは魔法の精度も高めておいてくれ。魔力は生まれ持った才能かもしれないが、精度は努力だ。弱い魔法でも当たり所が良ければ効果的に使える。魔人とやり合うなら有効な戦術になるはずだ」

　これもレイが行っていた魔法の訓練らしい。

　レナードはとにかく魔人を倒す方法を考えることに余念がなかった。

　本気でたった四人でベルゼラを倒そうと考えていたのだ。

　ベルゼラに大勢の護衛がついていた場合、少数精鋭の護衛がついている場合、運よく単独だった場合など、状況に応じて作戦を練っていた。

　護衛が三人の魔人のみというのは、想定していた状況の中ではマシなほうだ。

　だからといって戦いが楽になるのかというと、まったくそんなことはない。

　魔法使いが魔人ひとりの相手など、本来的にはできるはずがないのだ。

　それを体力と魔法の精度の向上で、何とかしている。

　……いや、なっていない。このままだと勝算はないだろう。

　現に弱い魔法では、魔人にほとんどダメージを与えられていない。

　レナードが立てた作戦は、基本的に他の三人がベルゼラの護衛を引き付け、レナードがベルゼラを倒すことが前提になっている。ベルゼラを倒せれば、レナードが他の三人の救援に回れるからだ。

　今までの魔人との戦いも、この日のための訓練として常にレナードが魔人と戦い、三人が他の魔物を引き付けてきた。

　逆に言えば、レナードがベルゼラを倒せなかった場合は共倒れとなる。

（早く救援に来てほしいところだけど……）

　正直、ソフィアは救援にはあまり期待していなかった。

　たとえレナードが勝てたとしても、自分は耐えきれないのではないかと思っている。

（それでもいい）

　レイに助けられたにもかかわらず、人生を無為に過ごしてきた。

　レナードに引っ張り出されて、もう一度冒険者に戻ったことに悔いはない。

　ソフィアは長く戦えるように魔力消費の少ない魔法を使い続けていたが、限界は近かった。体力も付けたとはいえ、所詮魔法使いである。ましてや魔人とは比べ物にならない。魔法で何とか保っていた間合いが徐々に縮まりつつある。

（やっぱり、レナードは間に合いそうにないか）

　最後の体力を振り絞って後ろへ逃げた。

　魔人が追ってきたところを、自分の使える最大の呪文をぶつけるつもりで。

　それは生命を魔力に変換して発動する禁忌の術である。

　発動させれば死は免れないが、魔人を道連れにすることは可能だ。ただ、威力が高すぎるので、仲間との距離はできるだけ取っておきたい。

　最後の力を振り絞って走っていると、自分の進路に男が立っているのが見えた。

（誰？）

　紫色の魔術師のローブに大きな杖つえ。神経質そうな顔をした痩せた男である。どう見ても魔法使い以外の何者でもない。

「魔人を引き付けて、自爆の呪文でも唱えるつもりだったか？　まあ悪くはない。おまえ程度の魔法使いなら、それくらいしか勝ち筋がないからな。どちらにしろ、魔人は倒せないと思うが」

（わたしのやろうとしていたことを、わざわざ言うんじゃない！）

　ソフィアはそう叫びたかったが、男が唱えだした呪文を聞いて言葉を呑のみ込こんだ。

『赤き焔ほのお、火の精霊、熾おき立たつ炎ほのお、古いにしえの秘術の叡えい智ちと共に、我が呼び声に応えん……』

　かなり省略されているが、ソフィアも使っている炎の魔法のようだ。しかも、詠唱速度も速い。そんなもので呪文が成立するのか？

　ソフィアが驚いていると、男はあっさり魔法を完成させた。

　振り向くと、紅ぐ蓮れんの炎が超高密度に収束して魔人を穿うがっていた。

　魔人は魔法に対する耐性が高いため、高位の炎の呪文でも大きなダメージを与えるのは本来難しい。しかし、

『グアアアッ！』

　ソフィアの唱える魔法の範囲を百とすると、男が唱えた魔法の範囲は一程度しかない。だがその分、炎が赤い光のようになって魔人の身体を貫いていた。火力が桁違いに高いことがわかる。

「馬鹿は魔法を教えられた通りにしか使うことができない。だが、魔法を完全に理解し、制御し、自分のものとすることができれば、こういうことも可能なのだよ。我が友との研究の成果でもあるがね」

　男は魔人とソフィアを嘲あざ笑わらっているようだった。

　まだ二十そこそこの若者であり、その人を見下した態度は癇かんに障るものがあるが、実力は疑うまでもない。ソフィアも昔天才と言われていたが、その比ではなかった。

「あなたは誰なの？」

「この呪文を見ても、俺が誰だかわからないのか？　魔法使いなのに洞察力に欠けるヤツだな」

　男はやれやれというように、首を振った。

「ソロンだ。人は大賢者と呼ぶがね」

　ソロンの放ったインフェルノは、魔人の心臓を的確に焼き尽くして死に至らしめた。




　　　　※　※　※




　本来、僧侶は回復役である。表に立って戦うことはない。しかし、まったく不可能かと問われればそうではない。何な故ぜなら神は偉大である。どんな奇跡も可能にするのだ。

　無論、代償は要求されるが。

　今ニーナは自分の身体に神の力を宿していた。

『神下ろし』という奇跡によるものである。神を自分の身体の中に降臨させ、その力を得るという秘儀だ。

　もちろん、本当に神が降臨することはない。

　厳密には術者をそう錯覚させて、神を最大限に知覚できるようにすることで、その力を得るだけである。

　非常に有効な術のように思えるが、人は神ではない。当然ながら、受け入れられる力には限界があるし、そもそも身体への負担が大きい。これで身体を強化するくらいなら、戦士たちに戦ってもらったほうが効率的である。故に高位の僧侶であっても、ほとんど使わない術であった。

　それをニーナは使っている。

　身体が燃えるように熱い。血が沸騰しているような、内臓が溶けていくような感覚を覚えている。この日のために、魔物を相手に何度か試して身体に慣れさせてきたつもりだが、魔人が相手だと勝手が違う。

　多少、身体能力を上げる程度では意味をなさない。限界まで迎え入れて、何とか緑の魔人の相手ができた。

　緑の魔人の武器は棍棒である。

　振り下ろされた棍棒をニーナが軽やかにかわし、行き場を失った強烈な打撃が大地を砕いた。ニーナはすかさず踏み込んで、ロッドを魔人の腕に叩きつける。

　身体を強化しているとはいえ、所詮は僧侶である、大したダメージは与えられない。

　それでも良かった。ニーナの役割も他のエフセイとソフィアと同様に、魔人を引き付けることである。相手に「うっとおしい」と思わせることができれば十分なのだ。

　それに「僧侶如ごときに殴打される」という事実が、誇り高い魔人にとって屈辱なのである。このことはレナードから聞いて教わった。

「魔人たちはあんな面をしていて、騎士みたいにプライドが高い連中なのさ。そいつをちょいと傷つけてやれば、熱心に追いかけてきてくれるはずだ」と。

　レナードはひどい男だった。

　人の命を金貨よりも軽いと言い、金がもっとも大事だと断言した。

　そんなことをあんなにはっきりと言う人間も珍しいだろう。商人でも表立っては言わない。けれど、確かに金は大事だった。

　レナードは自分で言った通り、金で流民たちの命を買った。

　金と引き換えに住む場所と食料を用意して、他国から避難してきた人々の命を救ってみせたのだ。そして今、その命を繋つなぐために戦っている。

　自分たちにとっては十五年前の仇あだ討うちのような意味合いもあるが、この戦いが担っているものは大きい。

（だからレナードを失敗させるわけにはいかない）

　再びロッドで魔人を殴りつけた。魔人はわずらわしそうに顔を歪ゆがめる。

　すかさず飛んでくる横殴りの棍棒の一撃を、後ろに飛び退ってかわした。

（身体がつらい……）

　今の自分は並の戦士よりも機敏な動きをしているが、その分、身体への負担が激しかった。ゴブリンたちと戦ったり、ホブゴブリンを相手に走っていたときとは比べ物にならない。そう長くは持たないだろう。

　だが、それでもニーナは満たされていた。魔人相手に自分が戦えていることに。あのときのように身をすくませていた自分はもういない。それが嬉うれしかったのだ。

　また棍棒が振るわれた。身体の動きが一瞬遅れて、ロッドで防ぎにいったが、身体ごと弾き飛ばされた。

　身体が一瞬空中を浮遊した後、地面に叩きつけられる。

　痛みがあまり感じられない。『神下ろし』による負担が大きすぎて、痛覚が麻ま痺ひしているのだろう。けれど、動きが遅れたのは身体がもう耐えきれないというサインだ。

　すぐに立ち上がろうとして膝が沈む。

（もうダメなのですね）

　ニーナは死を覚悟した。そこに恐れはない。自分は十五年前に死んだようなものだ。あのとき生き残れたことが奇跡だった。

　……いや、恐怖でルークに神の奇跡を届けられず、自分だけが残ってしまったことに生き汚さを感じていたのだ。その贖しよく罪ざいとして、人々を助けることでずっと生き長らえてきた。

　それが今ようやく清算されようとしている。

　あのときの後悔はもはやない。

　迫りくる棍棒を前に、ニーナは目を閉じた。




「あら、神を下ろしているのですか？」




　予期していた衝撃の代わりに、女性の声が聞こえてきた。

　美しい音色のような声。死んだ自分を迎えに来た神の御み使つかいかと思って、ニーナは目を開けた。すると、そこには魔人の棍棒を細い杖で防いでいる、黒髪の女性の姿があった。紫がったソフィアの髪とは違い、それは闇を思わせる黒さだった。

　女は全身から神々しい黄金の気を発している。

「……どなた様ですか？」

　身震いがする思いでニーナは尋ねた。

「わたしはマリア。ただの僧侶にすぎません。ああでも、その『神下ろし』はすぐに止めたほうが良いですよ？　それは紛まがいものなので」

　言われるまでもなく、限界を迎えていたニーナは『神下ろし』を止めた。途端に吐き気を伴う激しい疲労と、全身の激痛に見舞われた。

「うっ……」

　耐えきれず地面に昏こん倒とうしたニーナを見て、マリアは微笑ほほえんだ。

「無理をなされるからですよ」

　マリアは左手の杖で魔人の攻撃を受け止めたまま、ニーナに右手をかざして祈りを唱えた。

「えっ？」

　一瞬にしてニーナの疲労も痛みも消え去った。まさに奇跡。

　けれど、ニーナが感じたのは感謝でも喜びでもなく、違和感だった。

（ありえません。こんな神の奇跡なんてわたしは知らない。わたしたちが使っている術とは根本的に違います）

　それは同じ僧侶だからこそわかる感覚だった。

「あなた様は一体何者なのですか？」

「ただの僧侶ですよ、聖女などという分不相応な名で呼ばれることもありますが」

　仕切り直すために、魔人が一旦棍棒を引いて、渾こん身しんの力で再び振りかぶった。

「鬱陶しいこと……」

　マリアが魔人に向けて杖をかざした。

　黄金の光が魔人を包み込む。

　すると、緑色だった魔人の身体が、浄化されるように白へと変わっていった。

『ヒィッ……』

　魔人は叫ぼうとしたが、それすら叶かなわず、石像になったかのように物を言わなくなった。

「……何を、何をなされているのですか？」

　ニーナは恐怖した。その力は間違いなく神のものである。しかし、それ故に恐ろしかった。今まで遠くからぼんやりと暖かく感じていた神の力を、至近距離で灼しやく熱ねつの炎のように感じているのだ。怖くないはずがなかった。

「何とは？」

　マリアがニーナを振り返って薄く笑った。その目も金色である。もはや人のものではない。

「浄化の力ではありませんか。魔人を塩に変えたまでです」

　そんな奇跡を用いた僧侶の話など聞いたことがない。聖典に記された神の御み業わざである。

「神を……神をその身に下ろされているのですか？」

「ええ、これこそ正しい神下ろし。神の力を行使しているのですよ？」

　マリアの目が金色から黒へと変わる。纏まとっていた黄金の気も消きえ失うせた。

　塩と化した魔人の身体が崩れていく。

「聖女……様？」

　改めて見たマリアの姿は長く美しい黒髪に、透き通るような白い肌をした絶世の美女であった。

「……何な故ぜ、神を下ろされたというのに、ご無事なのですか？」

　十は年下であろうマリアに、ニーナは丁寧な言葉を使った。間違いなく本物の聖女だと思ったからだ。ただし、想像していた聖女とはまったく異なる。そこには強い信仰や清らかさはなく、奈落の底から垣かい間ま見みえる闇を感じた。

「愛があるからです」

　マリアは白い頬ほおをわずかに赤らめて恥じらうように微笑んだ。

「愛？　神へのですか？」

「ふふっ、面白いことをおっしゃいますのね」

　マリアが嗤わらった。

「あんなものに……神に愛は不要です。勇者への愛がわたしに力を与えているのですよ？」

　その目はどこにも焦点が合っていない。

「彼との出会いがなければ、わたしは力など欲していなかったでしょう。だからこれは愛なのです。神が導いた運命の出会い……」

「愛……ですか？」

　ニーナは震えていた。神をその身に降臨させられる愛など重すぎる。愛を向けられている勇者が不ふ憫びんに思えた。

「そう、愛です。でもわたしが神を下ろしたことは秘密にしてくださいね？　普段のわたしは後ろで大人しくしている清らかな乙女ですので、あまりはしたないことができると思われても困りますから。今日はあなたを救出するために仕方なく神を下ろしたのです。『あの僧侶を助けてほしい』と頼まれて、ね」

　マリアがまた瞳を金色に輝かせてニーナに告げた。

「はい……わかっております……」

　ニーナにはマリアに逆らうつもりは一切ない。気付けば恐怖で身体が震えていた。

「……しかし、聖女様。その御お力ちからがあるなら、わたしたちの仲間のレナードを助けていただけないでしょうか？　彼は今、魔人ベルゼラと戦っています」

　恐怖を押し殺してニーナはマリアに懇願した。

　ニーナの目的はあくまでもベルゼラの打倒である。マリアがいくら恐ろしくても、それだけは伝えずにいられなかった。

「問題ありません」

　マリアはにこりと笑った。

「レナードの助けには勇者アレスが行っていますから」

「勇者アレス……その方をとても信頼しているのですね？」

「もちろんです。たとえアレスが死んだとしても、わたしが生き返らせてみせましょう。そうすれば、わたしたちの絆きずなはより強固なものへと変わります。それはなんて素敵なことなのでしょう……」

　マリアの表情が恍こう惚こつとしたものへと変わった。

（歪んでいる？　いえ、神と同一化しているのかもしれない……）

　ニーナはマリアの中に、神本来の傲慢な本質を垣間見た気がした。




　　　　※　※　※




　黒いオーラを放つベルゼラの大剣をかわしながら、レナードは何度も接近を試みていた。

　それは一歩間違えば、命が消し飛ぶ危うい綱渡りのようなものだ。

　その綱渡りをレナードは繰り返している。

　距離を詰めたと思っても、あっさりと後退を余儀なくされる。リスクとリターンがまったく見合っていない行為であり、正気の沙汰ではない。

　それでもレナードは続けた。信じられないような心の強さだった。

　繰り返しの中で、わずかな隙を見いだして、ベルゼラの手や足に手傷を負わせる。

　何度も何度も。

　すると、傷によるものなのか、レナードの気迫に押された結果か、ベルゼラの動きが徐々に乱れ出した。それに乗じて、レナードは後一歩という距離まで達することに成功した。

　ここが勝負所だと大きく剣を振りかぶるレナード。

　しかし、その腕を狙ってベルゼラが剣を振るい、レナードの右腕の肘から先が剣ごと吹き飛ばされた。

『終わりだ』

　ベルゼラが口の端を上げた。

「人間をなめるな、魔人！」

　レナードの残る左手が腰に差してあった短剣を抜いて、身体ごと叩きつけるようにベルゼラの首に短剣を突き立てる。

　しかし、刺さった場所は首元に近く、ベルゼラの黒い鱗うろこを十分に貫けずに傷は浅いものとなった。

　ベルゼラの腕がレナードを弾き飛ばした。

　地面に打ちつけられたレナードは、すぐに左腕で上半身を起こしたが、それが精いっぱいだった。

　刺さった短剣をベルゼラが引き抜いたが、まるでダメージが見受けられない。

「それなりに値が張った短剣だったんだがな……」

　右手からの出血で蒼そう白はくになった顔を、レナードは悔しげに歪める。魔法の加護を持つ強力な短剣なら、倒せていたかもしれないと悔いているのだ。もっとも短剣でそんな良い品など滅めつ多たにないのだが。

『おまえの戦いぶりは見事なものだった。アレスがいなければ、おまえこそが勇者であったかもしれない』

　自分に手傷を負わせたレナードを、ベルゼラが称賛した。

「そいつは嬉しいね。なにせ人間からはロクでもないヤツと呼ばれていたからな」

　レナードは自嘲した。

『だから人間は愚かだというのだ』

　ベルゼラの大剣が無慈悲に振り下ろされる。

（ルークさん。やっぱり、俺はダメだったよ……）

　迫りくる死をレナードは静かに見つめた。

　そこに後悔はない。自分はやりきった、今度こそ逃げなかった、そういう想おもいがあった。

　──が、

　ギンッという甲高い音を立てて、レナードの前に立った人物がその攻撃を盾で受け止めた。盾と剣を構えた栗くり毛げ色の髪の青年。

　見覚えはないが、何故か既視感を覚える背中だった。

　ベルゼラの強烈な一撃に、その青年の足が地面にめり込む。それでも身体が揺るがないのは、青年が積み重ねた修練の賜物。

『……何者だ？』

　ベルゼラが訝いぶかしんだ。

「アレス。勇者だ」

　まっすぐな、精せい悍かんな声で青年は応じた。

（こいつが勇者か……）

　何故かレナードはアレスのことを、すんなりと受け入れることができた。

　レナードにとっての勇者はあくまでルークであり、それ以外の人間が勇者などとはとても認められないと思っていたのだが。

『アレスだと？　おまえは今アルカンドにいるはずだが……』

　ベルゼラは勇者の動向を逐一報告させていたので、アレスがここにいることに驚いている。

「僕の仲間には、そういう情報を操作するのが得意な頭の良いヤツと腹黒いヤツがいるからね」

　アレスがニヤリと笑った。

『……まあ良い』

　ベルゼラは剣を戻すと、再び強烈な一撃を浴びせた。それをまた盾で受けるアレス。

『おまえの強さは仲間に依よるところが大きいと聞く。であれば、これは勇者を始末する好機に他ならない』

　冷静な判断でベルゼラは頭を切り替え、更なる攻撃を加えるために剣を引いたところで、突然顔に火の魔法を浴びた。

『なっ!?』

　アレスが盾を持っていた左手で魔法を放ったのだ。その挙動を気付かれぬように盾で隠し、詠唱も相手に聞こえないように小声で行っていた。

　ベルゼラにとってはほとんどダメージのない魔法だったが、視界は奪われ、反射的に後ろに下がり、急所をかばう姿勢を取る。

　そこをアレスが狙った。ベルゼラの頭や心臓ではなく、大剣を握る右手の筋を斬った。

『ぬうっ!?』

　たまらず大剣を取り落とすベルゼラ。

　アレスはピタリと間合いを保ったまま剣を振るう。

　それは決して無理をせずに、着実に相手を削る嫌らしい剣。

　華もなければ才能も感じさせず、ただひたすらに地味で泥臭い。

『おまえは本当に勇者か？　そんな剣で人の勇者を名乗るのか？』

　姑こ息そくな剣を振るうアレスに、ベルゼラが非難めいた声を上げた。

　大剣を失ったベルゼラは両手から鋭い爪を生やして迎え撃っているが、それを予期していたかのように、アレスは何も言わずに剣を振るい続ける。

　着実にベルゼラを追い詰めるアレス。

　焦るベルゼラは呪文を唱えようとしたが、その口めがけて風の刃の魔法を放たれて、詠唱を強引に中断させられた。何もかもが上手くいかない。

『我のほうが強いはずだ！　なのに何故!?』

　ベルゼラが吠ほえた。

「同情するぜ」

　その声は背後から聞こえた。と同時にベルゼラは胸を貫かれた。

　ベルゼラがその存在を完全に失念していたレナードが、失った剣を左手で拾い、背後に回り込んで刺したのだ。

『ぐっ！』

　血を吐いて動きを止めたベルゼラの首を、アレスは躊ちゆう躇ちよなく刎ねた。




　　　　※　※　※




「ありがとう、レナード。おかげでベルゼラを倒せたよ」

　アレスは微笑んでいた。レナードの腕の傷は、アレスの回復呪文によって何とか止血することができている。

　そのレナードはアレスを凝視していた。アレスに見覚えがあるような気がしたからだ。

　戦っている姿も、その瞳も。昔憧れていた戦士に。

「本当にアレスというのか、おまえは？　ザックじゃないのか？」

　右腕の傷口を押さえながら、ついそんな言葉が口をついた。

　アレスは驚いたように目を見開いたが、それは一瞬のことで、すぐに穏やかな表情に戻った。

「ザックは僕の従兄弟だよ。よく似ていると言われる。レナードはザックのことを知っているのかい？」

「従兄弟？　従兄弟なのか？　……いや、ザックとは会ったことがある。もう十五年以上前のことになるがな。俺はザックの父親のルーク、母親のレイと同じパーティーにいたんだ」

「そう……なんだ……」

　アレスの瞳に憂いが見えた。

　ザックの従兄弟であればルークとレイは叔父・叔母に当たり、思うところがあったのかもしれない。レナードは何となく悪いことを聞いた気分になって、別の質問を口にした。

「その……何故、俺たちがここにいることがわかった？」

　レナードたちがガルナハッザに来たことは、表向きの依頼人であるラルフは秘密にしていたはずだし、自分たちも誰にも教えていない。

「預言者が教えてくれたんだ」

「預言者？」

　勇者を見いだすという怪しげな存在。レナードは預言者が嫌いだった。影に隠れて人に指示するだけで、自分は何もしないという存在が。

「レナードを助けてほしいと。それが人を救うことになると」

「俺を？」

　何故預言者がアレスに自分を助けるように指示したのか、まったく心当たりがなかった。

　ただ、ベルゼラを倒すことは多くの人間を助けることに繋つながる。そのために自分を利用したのだと思えば、納得できなくもない。

　そんなことを考えていたとき、アレスの背後にローブを纏った何者かの姿が見えた。

　それは瞬くようなほんの一瞬。レナードは自分の目の錯覚かと思った。

「……なあ、アレス。おまえは亡霊か何かにとり憑つかれていたりするのか？」

「いや、そんなことはないと思うけど？」

「そうか……」

　ふたりの話はそこまでだった。仲間たちが合流したのだ。

　消し飛ばされたレナードの右腕はマリアの魔法によって復活した。

　もはや右腕のことを諦めていたレナードはマリアの力に瞠どう目もくして感謝したが、同じ僧侶のニーナは、

「えっ？　どうしてなくなった腕が元に戻るのですか？　それはもう人が起こせる奇跡の範はん疇ちゆうではな……」

　と言いかけたところを、マリアに微笑まれて口を閉ざした。

　その後、ニーナはマリアに近づくことはなかったという。

　また、ソロンが今後についてレナードたちに策を授けた。

　ソロンはラルフたちの組織のことも把握しており、ベルゼラの死を利用して、その組織を壊滅させる作戦を練っていたのだった。

「何でそんな先のことまでわかっているの？　ちょっと気持ち悪いわ」

　あまりに先を見通した提案に、ソフィアは少し引いていた。

　ソロンはその反応に少し傷ついた表情を浮かべた。

　エフセイとレオンは槍そう術じゆつと剣術の話について盛り上がり、そのうち実際に打ち合いを始めて、仲間たちから呆あきれられていた。




「おまえたちは街に戻らないのか？」

　最後にレナードがアレスに尋ねた。

「僕は勇者だからね。魔王を倒しに進まないと。それに魔王軍の指揮をしていたベルゼラが死んだ今なら、魔王領の奥深くに入れるかもしれない」

　アレスが当然のことのように答えた。

　ベルゼラは強力な魔人ではあったが、組織を差配する能力を見込まれて指揮官に任じられていただけである。魔人は力ではなく、個々の才覚によって合理的に役割分担が決められていた。ベルゼラより力のある魔人はまだ大勢いる。

「勇者ってのは、きつい仕事だよな。アレスはそんな運命を納得して受け入れているのか？」

　レナードは肩をすくめて、いつものように軽口を利いた。

　レオンたちはその言葉に少し嫌な顔をしたが、アレスは微笑んだ。

「納得か。どうだろうね？　正直に言うと、今でも自分が勇者かどうかなんてわからないんだ。時々思うんだよ、『世界のどこかに本物の立派な勇者がいるかもしれない』ってね。でも、僕が本物でも偽物でも魔王を倒せればそれで良いと思うんだ。確かに大変だけど、僕はそれが自分の役割だと思っている」

「役割？」

　レナードはアレスの言葉に少し引っかかりを覚えたが、すぐに流した。

「そうかい。でもおまえたちなら、きっと魔王を倒せるだろうさ。倒せなかったら逆に諦めがつくってもんだ。だから……気楽にやれよ？」

　そう言って、レナードはアレスの胸を軽く小突いた。




　　　　※　※　※




　ベルゼラを倒したことで、魔王軍は指揮系統に混乱が生じ、その間に人間側が立て直しに成功した。これは戦争に大きな影響を与え、のちに『ガルナハッザの奇跡』として勇者たちの功績を称たたえられることになる。

『ガルナハッザの奇跡』を喧けん伝でんしたのは、レナードたちであり、彼らは自分たちが戦ったことを隠した。勇者の名を高め、人々に希望を与えるために。

　また、ソロンから与えられた策によって、魔人たちに与くみしたラルフたちの組織は壊滅した。そこでも中心的な役割を果たしたのはレナードたちだったが、決してラルフたちを殺すことは望まなかったという。







[image: 第八章　王妃の依頼]










「ザックはレナードという冒険者のことを覚えていますか？」

　あれから六年。ザックが王都に帰還してから、数か月経たったある日のことだった。

　呼び出されたザックは、王妃からそんなことを尋ねられた。

　王妃は地下神殿から出るようになっており、今は王城の一室にふたりだけでいる。

「覚えています。ガルナハッザで魔人ベルゼラと戦っていた人ですね？」

「そうです。あなたがわたしの願いを聞いて助けてくれた人です」

　ザックは王妃が預言者であることを知っている。

「そのレナードがどうかしたのですか？」

「この城まで連れてきてほしいのです。本来ならばわたしが会いに行くべきなのかもしれませんが、巫み女ことしての役割がある以上、この城から離れるわけにもいきません。それにあなた以外の人間が迎えにいっても、彼はここには来てくれないでしょう」

　王妃は申し訳なさそうな表情を浮かべた。

「それは構いませんが、レナードはどこにいるのですか？」

「知りません」

　王妃はきっぱり言った。

「え？」

「情報を集めさせましたが、どうやら王国内にはいないようです。国外にいる人間の居場所を捜すのが難しいことは、あなたが証明してくれたでしょう？」

「……それは……そうですね」

　ザックは頭をかいて苦笑した。

「でも、あなたのお友達たちなら捜せるはずです」

　友達と言われて、ザックは三人の顔を思い浮かべた。確かに心強い面子ではあるが、王妃の言うことでも素直に聞くような人間ではない。

「はぁ、でも彼らも忙しいと思うのですが？」

　現在、三人とも王国では大きな役割を担っている。そう簡単に動ける立場にない。

「大丈夫、あなたが行くと言えば勝手に付いてきますから」

　王妃は気安く請け合った。

「アレクシア……様は連れていかなくていいのですか？」

　自分の婚約者である姫についてザックは尋ねた。

「今回は不要です。そんなに役に立たないと思いますし」

　王妃はさらりと「自分の娘は要らない」と告げた。

　仲の良い親子ではあるが、王妃は過酷な長い経験を経て、物事の見切りが早くなっている節がある。




　ザックはどうすれば良いのか少し悩み、とりあえずソロンに相談してみようと考えた。

　そして部屋を出たところで、ちょうど歩いてきたマリアと出会った。

「あら、ザック。お城にいらしていたのですか？」

　華やいだ笑顔を浮かべるマリア。

　偶然を装っているが、ザックが王妃と会っていたことは把握済みである。もちろん、タイミング良く歩いてきたのもわざとだ。

「ああ、マリア。ちょっと王妃様に呼び出されてね」

「王妃様がザックに何かご用事でも？」

　マリアが小首を傾かしげた。首を傾ける角度から、その後の上目遣いから、すべて計算されつくした完璧な体勢である。画家や彫刻家が見れば、この姿を永遠のものとするために自分たちの題材にすることだろう。

　しかし、ザックはマリアに対する耐性が極めて高かったので効果は薄く、あまり態度は変わらなかった。

「ちょっと人捜しをお願いされてね。マリアも覚えているかな？　レナードという冒険者だよ。ベルゼラに戦いを挑んでいた」

「ああ、あの人ですか。よく覚えています」

　嘘うそである。マリアはレナードのことなどすっかり忘れていたが、必死に頭の中で記憶を手繰り寄せて思い返していた。

「ですので、レナード様をお捜しなら、わたしはお役に立てると思うのですが……」

「でも、マリアも司教としての仕事があるだろう？」

「それなら大丈夫ですよ？　最近は若い人たちが頑張ってくれていますので、わたしのお仕事など大してありません。少し寂しいくらいです」

　マリアは俯うつむいて肩を落とした。

　もちろん嘘である。教会の仕事はマリアが牛耳っている状態であり、マリアなしでは立ち行かないほど彼女に依存する体制を作り上げていた。

「そうなの？」

　無論、ザックもマリアの本性を知っているので、額面通りには受け止めてはいないが、「それなら手伝ってもらってもいいかな？」という気持ちにはなった。

「じゃあ、後で何かお願いするかもしれないけど、そのときは頼むよ」

「ええ、是非わたしを頼ってください」

　そう言うと、ザックは立ち去っていった。

　マリアはその姿が視界から消えるまで見届けた後、すぐさま教会へと足を向けた。

　その目は先ほどまでとは打って変わって、氷のように冷徹なものとなっている。

「さて、誰に仕事をやらせましょうか？　これは使える人間を選別する良い機会になりそうですね」

　マリアは頭の中で、自分の仕事を押し付ける人間のリストアップを始めていた。




「よう、ザック」

　ザックはマリアと別れた後、今度は城の出口付近でレオンと会った。

「やあ、レオン。こんなところで珍しいね」

「いや、実はおまえを待っていたんだ」

　レオンが口元に笑みを浮かべた。

「おまえが王妃様に城に呼び出されたと聞いてな。何か妙なことでも頼まれたのではないかと心配になったんだ」

　レオンは真っすぐな男であり、自分の気持ちを正直に伝えた。マリアとは正反対である。

「それは随分と耳が早いな。さすが伯爵様といったところかな？」

「まあな。情報は金貨よりも価値がある。人の上に立つ者ならなおさらだ。素早く手に入れるために、色々と手は回しているのさ」

　ミュラー伯爵家は、レオンが当主となってから順調に力を伸ばしていた。それは魔王討伐の旅で、様々な経験をして成長したレオンの手腕に依よるところが大きい。

　レオン曰いわく、「ソロンやマリアのような連中が世の中にいると思うと、うかうかしていられない」とのことだが。

「それで王妃様は何と？　無論、言える範囲で構わんが、俺で力になれることがあるなら、力になるぞ？」

　レオンの率直な態度に、ザックが顔を綻ばせた。

「本当に君は頼りになるヤツだな。ちょっと人捜しを頼まれてね。覚えているかな、レナードという冒険者のことを」

「ああ、レナードか。当然覚えている。『ガルナハッザの奇跡』は俺たちがやったことになっているが、実際はレナードたちの働きに依るところが大きい。あのときベルゼラを倒していなければ、人間側の死者はもっと増えていただろう。影の功労者と言ってもいい」

　伯爵となったレオンは、当時とは異なりレナードたちのことを評価していた。

「王妃様はそのレナードを捜して、連れてきてほしいと言うんだよ。多分、褒賞を与えるつもりなんだろうけど、王国内にはいないようでね。特にやることのない僕に捜してほしいみたいなんだ」

「ふむ、今更と言えば今更だが、働きを正しく評価しようという話は悪くない。よし、俺も一緒に捜してやろう」

「レオンが直接？　いいのかい？　伯爵としての仕事が忙しいんだろう？」

　ザックは驚いた。力になるといっても、もっと間接的なものと思っていたからだ。

「なに、俺が不在でもちゃんと領地が運営できるのか、王国の政治に支障がないのか、それを余裕があるうちに確認しておく必要がある。それにな」

「それに？」

「久しぶりにおまえと旅がしてみたい」

　その言葉に、ザックとレオンは学生のときのように笑い合った。
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「それで、ザックはともかくとして、何な故ぜおまえたちが一緒にいる？」

　屋敷の主であるソロンは、ありありと不満そうな表情を浮かべていた。

　大きく足を組んで頬ほお杖づえをついている。来客に対する態度とはとても思えない。

「ああ、レオンは今回の件で力を貸してくれるって言うから、お願いしたんだよ。マリアは……なんでソロンの屋敷にいるんだい？」

　あの後、ザックとレオンは揃そろってソロンの屋敷に向かったのだが、着いてみると何故かマリアが先にいたのだ。

「なんでって、わたしも協力すると言ったではありませんか？」

　マリアが満面の笑みを浮かべた。

　はて、そんなことを言っていただろうか？　自分からは「何かあったらお願いする」と言ったような気がしたのだが？　大体、教えてもいないのに、何故マリアはソロンの家に先回りしていたのだろうか？

　様々な疑問がザックの頭をよぎったが、協力してくれるなら心強いことには違いなかった。

「……うん、みんな僕に協力してくれるみたいなんだよ。でもやっぱりこういうことは、まずソロンにアドバイスをしてほしくってね。力になってほしいんだ。君じゃないと難しい話なんだよ」

　ザックの言葉に、不機嫌そうだったソロンの頬が緩んだ。

「ほう、俺でないと難しいか。まあそうだろうな。力だけが取り柄の剣聖や、腹芸だけが得意な聖女ではモノの役に立つことはあるまい。相談事なら大賢者ある俺をまず頼るべきだろうな」

　その言葉に部屋の空気が一気に重くなった。

　レオンとマリアが剣けん呑のんな目つきでソロンを睨にらんでいる。

　しかし、ソロンは剣聖と聖女の圧を受けても、まったく気にしていない。

「で、レナードの行き先か？　ふむ、当たり前だが、冒険者だから酒場で情報を集めるのが妥当なところだろう。後は実際にレナードと繋つながりのあった依頼人に当たるのも良い。俺たちが知っているところではアルカンドの騎士、ノヴァリアの商人、ガスタンの村長といったところだ」

「そいつらはレナードのことをあまり良く言ってなかったぞ？」

　レオンが指摘した。

「ふん、言葉の上っ面だけを捉えるとそう思うかもしれないが、事情を斟しん酌しやくすれば他の面も見えてくるものだ。おまえたちにはわからんかもしれんがね」

「あら、ソロンがそんなことを言うなんて意外ですね。友人は少ないのに」

「真の友人などほとんど存在しない。多くは人が互いに利用し合う関係を、美化して友人と呼んで誤ご魔ま化かしているだけだ。そんなものは人間性を図る尺度にはならん。だから、友人は少なくて当然なのだ」

　ソロンは意味ありげにザックを見やった。

　その視線を受けて、ザックは苦笑している。

「僕もソロンを利用しているかもしれないんだけど……」

「かまわん。俺はおまえの真の友人だからな。そういう次元は超越している。このふたりとの関係と、俺とおまえの関係は違うんだ。俺は純粋におまえのために役に立ちたい。そこに見返りなど求めやしない。おまえだってそうだろう？」

　ソロンが熱を込めて論じた。

「……うん、確かに君との関係に見返りを求めるつもりはないよ」

　ザックはやや引き気味にソロンの話を肯定した。

「友情を理屈で論じるのはどうかと思うぞ？　それに自分だけが特別だと思っているところが、おまえの痛々しいところだ」

　レオンはうんざりした表情を浮かべている。

「そういうところが人から気持ち悪がられるところですよ？　スイーツ店の娘さんとは、ちゃんとうまくやっているのですか？」

　マリアが冷たい目で見下していた。

「うるさい！　その話は関係ない！」

　ソロンが顔を真っ赤にして否定した。
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　今日も今日とて魔物を狩りに出た。

　金のない貧乏人どもが「山にゴブリンが巣くっている」と助けを求めてきたからだ。

「何で金に不自由していないのに、まだ冒険者なんかやっているのかね、俺は」

　ゴブリンを探しに山に分け入りながら、俺はぼやいた。

「それがおまえの趣味だからだろ？」

　エフセイが笑って答える。

「趣味じゃねぇよ。どっちかというと暇つぶしみたいなもんだ。しかし、いい加減、俺も年だから引退したいもんだよ」

　俺はもう三十代後半になる。身体もきつくなってきた。そろそろ楽がしたい。

「辺境の勇者と謳うたわれたヴィンスさんは、四十を超えてもひとりで魔物を狩っていたそうじゃない。それに比べれば、わたしたちは四人でやっているんだから、楽なものでしょう？」

　後ろからソフィアが杖つえで俺を小突いた。

　ソフィアは魔法使いだが、あれからも欠かさず鍛錬を積んでいるため、年をとっても山歩きを苦にしていない。なんでも、身体を動かすことは健康と美容に良いらしいが、本当かどうかは疑わしいものだ。ただ、ソフィアは未いまだにその美貌を保っている。

「勇者の一族と一緒にするなよ？　あの連中は化け物だ。俺は所詮鍛冶屋の息子。比べるほうが無理があるってもんさ」

　俺にとってはヴィンスさんもその息子のルークさんも、孫のザックも全員勇者だ。

　あんなふうにはとてもなれない。

「いえ、レナードも立派な勇者です。人のために魔物と戦い続けているではありませんか。たとえ報酬は微々たるものでも」

　元気に先頭を歩くニーナが振り返って言った。こいつは人のためになるのであれば、どんな依頼でも活いき活いきしている。

　俺は報酬が少なくて良いなんて、まったく思っていない。

　ただ、魔王が倒された後、世界中が荒廃した状況下では金なんて出せない連中が多かったから、安く依頼を受けていただけだ。それがずるずると今に至るまで続いてしまっている。勇者なんかを気取った覚えはない。

「勇者なんか割に合わない商売だ。ザックだって幸せになれるかどうかわかったもんじゃない」

　勇者アレスが実はザックという別人だった話は有名だった。嘘だか本当だかわからないような美談として、世界各地に広まっている。

　俺にとっては違う意味で衝撃だったのだが。

「王国なんかに戻らず、ザックはそのまま素性を隠して農村で暮らしていたほうが……」

　そう言いかけたところで、目的地の洞窟が目に入った。

　しかし、その洞窟の前には、冒険者らしき風体の人間が四人立っている。

「何だ、あの連中は？　他の村の依頼と被ったか？」

　エフセイが面倒くさそうにつぶやいた。

　それはそれで別に困りはしない。

　俺たちが受けた依頼の報酬は本当に少ないので、取りっぱぐれたところで大して痛くはなかった。だが、連中には見覚えがある。

　その中のひとりの栗くり毛げ色の髪をした男が、こちらに向かって手を振っていた。

「ザック……か」
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「捜したよ、レナード。まさか、お金のない人たちのために魔物を退治していたとはね」

　ザックは屈託のない笑顔で、レナードに声をかけた。

　洞窟を根城にしていたゴブリンたちは、すでにザックたちによって退治されている。

　レナードのほうは戸惑いを隠せない。

「何でおまえたちがこんなところにいる？　次期国王に剣聖、聖女、大賢者だと？　まさかとは思うが、こんなところにバカンスでもしにきたのか？」

「そんなわけはなかろう、レナード」

　レナードの皮肉にレオンが応じた。そこには伯爵らしい威厳があった。

「ザックが言った通り、おまえたちを捜しに来た。王妃様のご命令でな」

「王妃の？　何でだ？」

　レナードたちはただの冒険者なのだから、本来的にはそれなりの身分であるザックたちには敬意を払わねばならない。しかし、レナードは敢あえてくだけた口調を押し通した。それがレナードの冒険者としての矜きよう持じでもある。

「魔王軍との戦いにおいて、功績を上げた者たちに王妃様が報いたいそうですよ？　是非いらしてください」

　マリアが微笑ほほえんだ。柔らかだが、有無を言わさぬ威圧感がある。

　ニーナが思わず後ずさった。まだマリアに対して恐怖心がぬぐえないようだ。

「功績？　俺たちは王国のために動いたわけじゃない。やりたいからやったまでだ。別に報いてほしいだなんて思わないね」

　その圧を物ともせずにレナードは拒絶した。マリアの目がすっと細くなる。

「まあ……その気持ちはわからんでもないな」

　ひねくれ者であり権力を嫌う傾向があるソロンは、レナードに共感していた。

「でも、僕はレナードたちに来てほしいんだよ」

　ザックがまっすぐレナードのことを見た。

「何故だ？」

「ここに来る前に、レナードたちのことを聞いて回ったんだ。各地の酒場はもちろん、アルカンドの騎士、ノヴァリアの商人、ガスタンの村長とかにね」

「……あいつらは俺のことを何て言っていたんだ？」

　ザックの話にレナードは少しだけ興味を持った。

「嫌なヤツだ、って」

「くっくっくっ……」

　レナードが顔を歪ゆがめて笑った。おかしくて仕方がないように。

「実は以前聞いたときも同じことを言っていたんだ。ベルゼラと戦う前のことだけどね。『とても勇者の仲間にできるような人間じゃない。金に汚くて自分のためにしか戦わない』って、みんなから言われたよ」

「そいつは正しい評価だぜ？　実際、俺はそういう人間だ」

　レナードは肩をすくめた。

「そうみたいだね。でも今回、もう一度聞いてみたら違う話も聞けたよ」

「違う話？」

「アルカンドの騎士が言っていた。『勝つためなら手段を選ばない嫌なヤツだったが、目の前の人間のために戦えるヤツだった。勇者は万人を救う存在だけど、あいつは近くの百人を助ける人間だから、勇者の仲間として勧めるわけにはいかなかった』と」

「…………」

　レナードはその騎士のことを思い出していた。あの戦いで息子を亡くし、レナードのことを責めていたはずだった。

「ノヴァリアの商人も言っていたよ。『金ばかり要求してきたけど、その分の仕事はした。命の価値を知っていた。商売相手としては嫌な人だったけど、死なすわけにはいかなかったから、勇者の仲間にはしたくなかった』って」

　あの商人はいつも俺に文句ばかり言っていたくせに、とレナードは苦笑いした。

「ガスタンの村長さんは『本当に嫌な人でした。人助けをしている癖に、わたしにはそのことを一切伝えずに脅してくるんですよ？　横流しの不正に関して、わたしを被害者にしたかったんでしょうね。いざというときにわたしの罪を軽くするために。本当に嫌な人です』と言っていた。今度、村に寄ってくれとも話していたよ」

　レナードは天を仰いだ。別にわかってほしかったわけではない。自分は悪役で良いと思っていた。

「まったく、様にならないな……」

　ぼやくレナードにソフィアが告げた。

「あんたは所詮鍛冶屋の息子で善人なんだから、悪ぶったって無駄なのよ」

「違いない」「その通りですね」とエフセイとニーナが笑う。

「何だ、おまえら？　そんなに王族に褒められたいのかよ？」

　レナードが呆あきれたように仲間たちを見た。

「あたりまえじゃない。褒められるのは嬉うれしいものよ。あんたがひねくれているだけ。こんなことは滅めつ多たにないんだから、素直に行けばいいじゃない」

　ソフィアの言葉に、レナードは頭を横に振った。

「行くったって、王国だぞ？　どんだけ距離があると思っているんだ？　お褒めの言葉を貰もらうためだけに、そんな無駄な時間を使えるかよ」

「ああ、それなら問題ない」

　ごねるレナードにソロンが口を挟んだ。

「なに？」

「行きも帰りも俺の魔法で一瞬で済む」

　レナードの最後の逃げ道を大賢者が塞いだ。
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　大賢者ってのは何でもありなのか？

　俺たちは転移魔法とかいう、おとぎ話でしか聞いたことがないような魔法で、本当に一瞬で王国まで行くことができた。

　驚きのあまり、ソフィアの口は開きっぱなしだった。同じ魔法使いだからこそ、その凄すごさがわかるのだろう。こいつだって元は天才と呼ばれていたはずだ。今では見る影もないが。

「俺の屋敷の魔法陣を起点としなければならないから、そう便利なものでもないがね」

　満更でもない顔をしてソロンが言った。

　何言ってやがるんだ、この大賢者様は？

「そうです。こんなことは大したことはありません。わたしだって、そのうち神の奇跡であの世とこの世を行き来してみせます」

　張り合うように聖女マリアが言った。

　……こいつは一体、何を目指しているんだ？




　ソロンの屋敷から城へと向かったのだが、城の門の前では大勢の騎士たちが整然と並んでいて、俺たちの姿を見るなり、剣を抜いて捧ささげ持もった。

　俺たちに敬意でも示しているのか？

「ようこそ、レナード殿。王妃様がお待ちです」

　ひとりの騎士が進み出て恭しく告げた。こいつが騎士団長なのだろう。

　どうやら、俺たちを出迎えるためにわざわざ待機していたらしい。

「何で俺たちなんかのために？　上からの命令で仕方なくか？」

　うっかり、口から皮肉がこぼれた。

「いえ、これはわたしたちが勝手にやったことです。レナード殿たちの偉業は、口くち伝づてで広まっているのですよ。民衆を救うためにベルゼラに挑んだ冒険者として。あなた方もまた勇者であったと、わたしたちはそう思っているのです」

　そんなことはねぇよ、と言おうとして、ふと騎士が腰に付けている短剣に目がいった。

　鞘さやに収まっているが、年代物の見事な名品であることは見てわかる。恐らく魔法の加護も受けているはずだ。

　騎士が俺の視線に気づいた。

「この短剣が気になりますか？　我が家に伝わる家宝なのです」

　そう言うと短剣を抜いて、俺に手渡した。

　思った通り魔力を纏まとっていて、刃が青白く光っている。

　何な故ぜか懐かしさを感じた。

「良い剣だな。売ってくれないか？　代金なら弾むぜ？」

「残念ながら、これは金には換えられない品なのですよ。しかし、我が家が破産しかけた際には、レナード殿に高値で売りつけるとしましょう」

　その騎士は俺の軽口に気さくに応じた。騎士のわりには良いヤツだ。

　俺は短剣を騎士に返した。

「あんたの名前は？」

「カーマインと申します」

　……どこかで聞いた気もするが、よくある名前と言えばそれまでだ。




　俺たちは城の中の一室に通された。白を基調とした綺き麗れいな部屋で、品の良い調度品が並んでいて落ち着かない。

　しばらく待っていると、ザックがやってきた。レオンたちは一緒ではない。

「僕が案内するよ」

「剣聖や聖女はどうした？」

「レオンたちなら城に戻ってくるなり、部下たちに連れていかれたよ。長い間、不在にしていたから、仕事が溜たまっていたんだろうね。ソロンも屋敷で弟子に引き止められていたし」

　ザックは笑っていた。




　白亜の長い廊下を俺たちはゆっくりと進んだ。不思議と人影はほとんどない。

　先を行く勇者の背中は、あの人を思い出させた。あまり似ていないと思ったが、やはりどこか面影がある。

「ザック」

　つい声をかけてしまった。立ち止まったザックが振り返る。その顔は穏やかな笑みをたたえていた。ああ、やはり親子だ。よく似ている。

「俺はおまえにずっと言わなきゃいけないことがあったんだ。本当はもっと早く言わなきゃいけなかった。おまえのことを捜し出してでも。……でもな、おまえと初めて会ったとき、アレスと言われてホッとしちまったんだ。ザックじゃなくてよかった、ってな」

　ザックは黙って話の続きを待っていた。俺の後ろにいるソフィアたちはどんな顔をしているだろう？

「……俺はな、二十年前逃げたんだよ。仲間だったおまえの父親と母親を見捨てて逃げたんだ。戦いが始まる前に、おっかなくなって逃げちまったんだ」

　血が出るくらいに拳を強く握りしめた。

「俺はな、本当に憶病でどうしようもないヤツなんだよ。人から褒められるような人間じゃないんだ。俺がやってきたことは、おまえの父親のルークさんの真似まねみたいなもんさ。いや、あの人ならもっと上手うまくやったと思うけど、それでも『ルークさんならこうするはずだ』って、俺なりに考えてやってきただけなんだ。俺は別に人を助けたかったわけじゃない。ただ、ルークさんの代わりになろうとしてやっただけにすぎないんだ。だから、褒められるわけにはいかないんだよ。俺は偽物なんだ」

　王妃と対面する直前になって、俺はようやく胸の内をぶちまけた。

　今になって、だ。最悪のタイミングもいいところだろう。でも言わずにはいられなかった。

　ザックは……やはり静かに微笑ほほえんでいた。

「レナード。今あなたはここにいる。それでいいじゃないか。偽物とか本物とか、そんなことは誰にもわからない。きっと神様にも」

　ザックの瞳に憂いが映った。

「僕にだって見捨てたものはある。罪がない人間なんていないんだよ」

　──ああそうだ。こいつは勇者だった。俺なんかよりも背負った物も捨てた物もいっぱいあるはずだ。きっと後悔だってたくさんある。それは今もザックを苦しめているに違いない。未いまだに過去に囚とらわれているのは俺だけじゃないんだ──。

　何となく、わだかまりみたいなものが消えていく気がした。

「行こうか。きっと王妃様が待っている」

　何事もなかったかのように、ザックは優しく促した。




　連れていかれた部屋は仰々しい場所だった。

　国王が謁見に使う場所とは違うらしいが、それでもかなり広い。

　その一番奥に王妃らしき女が立っていた。流れるような美しい金髪に蒼あおい瞳。白い衣に身を包んでいて、あまり華美な装飾品は身に着けていないが、それがかえって女の美しさというか、神々しさを引き立てている。これが王族のオーラってやつなのか？

　隣にはよく似た顔をした、もう少し若い女がいた。多分、王女なのだろう。

　奇妙なことに他に人はいない。お付きの者たちの姿がなかった。

　促されて、俺たちは王妃の前に進み出た。

　どこかで跪ひざまずかないといけないのだろうが、そんな礼儀は俺にはわからない。

　後ろに続いている元貴族のソフィアならわかるかもしれないが、振り返って確認するわけにはいかなかった。

　あと十歩くらいのところまで来て、うろたえ始めた俺を見て、王妃は口を開いた。




「どうですか、わたしは美しいですか？」




　王妃が微笑みを浮かべている。

　なんだ、そりゃ？

　確かに王妃は美しい。あんな大きな娘がいるとは思えないくらいに若々しいし、ちょっとそこらの街ではお目にかかれないような美貌だ。

　でも、いきなりそんなことを初対面の男に聞くか？

　ひょっとして、高貴な女と会ったときは、まずその美しさを褒めることが礼儀か何かなのだろうか？

　だが、隣にいる娘の王女も王妃に目を向けて驚いたような顔をしている。

　やっぱり変な質問をしているのか、この王妃は？

　どちらにしろ、いけ好かない。ザックに「どうしても」と言われて連れてこられたが、俺は貴族も王族も嫌いだ。本当は魔物が攻めてきたら、こいつらが先頭に立って戦わなきゃいけないのに、いつも後ろで命令ばっかりしてやがる。

　俺はこのまま踵きびすを返して帰ろうかと思って、王妃を睨にらみつけた。

　王妃は微笑みを浮かべたまま、俺の視線を真正面から受け止めた。

　──いや、あの顔はそうじゃない。必死にそういう表情を作っているが、緊張しているんだ。それに今にも泣きそうにも見える。

　何でだ？　何でそんな顔をしている？

　よくわからないが、とりあえず「美しいです」と言ってやればいいのか？

　俺の頭の中に色々な言葉がぐるぐる回った。

　そして、口から出た言葉は、俺自身も予期していなかったものだった。







「ああ、あんたは美しい。命を賭ける価値はある」

















あとがき






　逃げることは決して悪いことではありません。物事に正面から向き合ったり、戦ったりするのはリスクがあって、傷ついたり嫌な思いをしたりするものです。しかも勝ったところで、得るモノが少なかったりします。逃げられるものなら逃げた方が良いでしょう。

　ただ、自分にとって逃げたことは、少なからず後悔とか引っかかりになりました。

　だから、戦った記憶みたいなものも必要なんじゃないかな、と年を経て考えるようになったわけです。前作のあとがきで「本屋大賞が欲しい」と書いたのは、そういう想おもいもあってのことでした。けれど、たったそれだけのことを書くことも、オールドルーキーである自分には恥ずかしくて怖かった。言わずに選ばれたときに「選ばれるとは思っていなかった」と言ってしまった方がスマートですしね。でも、そうはしたくなかった。

　結果としては上位十作品にも入っていません。「当然だ」と思ったし、「悔しい」とも思いました。ただ、賞が欲しいと宣言したことには後悔はありません。

　自分の人生にもひとつだけ誇れることができた、と思っています。
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『ある一日』









　レオンの一日は早い。伯爵である前に剣聖であることに誇りを持っているので、毎日の剣の稽古を欠かすわけにはいかないからだ。日の出と共に起きて、眠気を覚ますかのように剣を振るう。

　そうして身体が目覚めてくると、今度はいくつかの型をなぞっていく。昔からある伝統的な型もあれば、自分で新たに作った型もある。どちらが良いとか悪いとかはなく、身体がいつでも綺麗に動けるように整えておくのが大切だった。

　すっかり身体がほぐれた後、レオンは朝食を取りながら家臣たちから様々な報告を受けることにしている。とにかくどんな些細なことでも知らせるようにと、レオンは厳命していた。

　些細なことから、重要な事実が浮かび上がることも珍しくないからだ。これは魔王討伐の旅の最中に、ソロンから学んだ手法である。かの大賢者はできるだけ多くの情報を精査していくことで、事実をつまびらかにしていくのが得意であり、その手腕でザックたちは何度も助けられた。

　レオンはソロンほどではないにせよ、できるだけ情報を集めて、物事を俯瞰的に捉えるように努力を続けている。初めは難しかったが、続けていくうちに段々と慣れてきていた。その甲斐もあってか、レオンが跡を継いだミュラー伯爵家は順調に発展を遂げている。

　今日はひとつ気になる情報があった。

「ザックが王妃から呼び出しを受けた……か」

　王妃とは当然面識がある。子供の頃、初めて会ったときに「こんなに美しい人もいるものなのか」と感銘を受けた。

　ただ、今となってはこの国の王妃というものの在り方に、若干の違和感を覚えている。

　女系であること、そもそも娘ばかりが誕生し続けていること、王妃が巫女を兼ねていることなど、自分が当たり前だと信じて疑わなかったことが奇妙に思えた。

　恐らく魔王討伐の旅を経験しなかったら、そんなことは思いもよらなかっただろう。

　しかも、王妃は長らく地下の神殿に籠って出てこなかったのだが、ザックが帰還してから、また公の場に出るようになった。王妃と勇者の間に、何かしらの繋がりがあると考えたほうが自然である。

　ソロンは何か気付いているだろう。あの偏屈で最高の頭脳を持つ男は、どんなことも先入観無く、多面的に捉えることができる。だから、王女と共にザックを探し出すことができたわけだ。その詳細な過程は今もなお明らかにされていないが。

　とはいえ、すべての秘密を知る必要がないこともレオンは理解していた。

　──知っておくべきことだけを知っておけばいい──。

　レオンはそう割り切っている。知らなくていいことを知ると、かえって物事が難しくなることが多いからだ。

　自分も随分柔軟になったものだと、口元に笑みが浮かぶ。

　王妃と勇者の関係を知るつもりはないが、王妃がわざわざザックを呼びつけたということは、何か用があるのだろう。それが気になった。

　内容が、というより、ザックが厄介ごとを押し付けられるのではないか、ということに。

　ザックは友である。それも唯一と言っても良い。

　長く旅を共にしたソロンやマリアとも絆は感じてはいるが、友と呼ぶには憚られた。

　ソロンは色々な面で面倒な男だし、マリアは得体の知れないところがあるからだ。

　それに比べると、ザックは裏表がなくて誠実であり、信頼に足る人物である。友と呼ぶにふさわしい。

　その友を助けるのは、損得勘定抜きにして当然のことだとレオンは考えていた。




　　　　※　※　※




　マリアは現在、司教として教会の運営を取り仕切る立場にある。ただ、しばしば信徒たちの前に姿を現して教えを説くような、実務的な役割を果たすことも多い。それはマリアの絶大な人気によるものである。魔王を倒した勇者パーティーのひとりであり、すべての怪我と病を癒す回復魔法の使い手であり、世界一と称賛される美貌の持ち主。しかも、浮いた噂のひとつも立つことがない。これらはマリアの世俗的な力──権力──の源泉となっていた。

　ただ、マリアはその立場をあまり楽しんでいなかった。もともと虚無的なところがあり、それを埋めるために権力を求めてみたが、自分が求めていたものとは違うと感じている。

　恐らく今の自分が欲すれば、大抵のものは手に入るであろう。

　だが、その大抵のものに興味が無い。自分が興味があるのは、今も昔もひとりの男だった。

（ザックはどうしているかしら？）

　つい、そのことばかりを考えてしまう。ファルム学院時代から紡がれたザックとの思い出は、マリアにとってかけがえのないものだった。……少なくとも彼女の中では。

　現在、そのザックは魔王を倒した褒賞として、王女アレクシアの婚約者となっている。いずれはこの国の王となるだろう。つまり、マリアのものになることはない。

　しかし、かえってそれがマリアの気持ちをかき立てていた。

（可哀そうなザック。魔王を倒したにもかかわらず、あんな小娘と婚約させられてしまうだなんて。王族などと言っても、所詮は土着の神の眷属。大神の愛娘であるわたしには遠く及びません。そう、わたしこそが勇者の伴侶にふさわしいのです）

　激しい思い込みだが、マリアは神の独善的な性質の影響を受けているせいで、客観的に物事を考えることはない。

　そのため、「勇者を魔の手から守る」という名目で、教会の組織にザックの行動を監視させ、自分自身も神から受けられる天啓をすべてザックのために使っていた。

　当然、ザックが王妃に呼ばれて城に行くことも把握している。

（一体、ザックに何の用があるのでしょうか？　王妃だからといって、気軽に勇者を呼びつけないで欲しいものです。万が一、アレクシア姫との結婚を早めるような話であれば、全力をもって止めなければなりません）

　マリアは城に行く理由を適当に作り上げて、自然を装ってザックに近づくことを計画していた。

　ちなみに神の天啓でも、マリアとザックが上手くいくことはないと示されているのだが、「ザックが奇跡を起こしたように、わたしも奇跡を起こせばいいだけのことです」というように非常に前向きに考えていた。

　──奇跡とは神の思惑を超えたところにある──。

　彼女はそう信じているのだから。




　　　　※　※　※




　すべてを見通す目を持っていると言われている大賢者ソロンだが、世間で噂されるほど自分が万能ではないことはわきまえていた。

　それゆえに常に用意は万端に整えており、王宮内の動きもある程度把握している。

　自分が作り上げた情報網からではない。レオンやマリアが作った情報網から必要な情報だけをかすめ取っているのだ。必要最低限の労力で成果を得る。これもまた賢者の力である。

（ザックが王妃に呼び出されたか）

　その内容まではわからない。王妃が誰にも告げていないからだ。王妃が土着の神の巫女であり、何らかの力を持っていることは知っているが、どういう力であるのかまでは把握できてない。それはこの国の最高機密であり、聖域であるからだ。知ってしまえば、どんなことに巻き込まれるかわかったものではない。ある程度の推測を立てることはできているが。

　恐らくはその力が絡んだ話であることは間違いないだろう。であれば、ソロンたちも魔王討伐の旅の道中でかかわっている内容である可能性が高い。

（ならば俺のところに相談しにくるに違いない）

　ソロンはそう結論付けた。

　ザックは才能が無い人間だ。だが、それは蔑まれるようなものではない。自分に才能が無いことを自覚したうえで、才能がある者を頼れば済む話だからだ。例えば自分のような。

　たゆまない努力をしつつ、決して自分を過信しないところも、ザックの持つ美徳のひとつだろう。

（あいつは友である俺を絶対に頼ってくるはずだ）

　出迎える用意でもしようかと、ソロンは茶と菓子をみつくろい始めた。

（菓子か……まだ、あいつの菓子は客に出せるレベルには達していないな）

　ソロンは、贔屓にしているスイーツ店の店主の娘が作っている菓子をひとつつまんで、口に入れた。決して悪くはない。だが、父親の域にまでは達していなかった。

（これは全部自分で食べるとしよう）

　そんなことを考えていたら、来客の訪れを弟子のひとりが告げた。

「ん？　予想より早いな」

　ザックを出迎えようと立ち上がったソロンの前に現れたのは、マリアだった。

　応対した弟子はその美貌に見惚れている。

　だが、ソロンは眉間に皺を寄せた。

「何故、おまえが来るんだ？」と。
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